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午後９時５９分開会 

○長沢興祐委員長 委員の皆様、執行機関の皆様お

そろいですので、これより予算特別委員会を開会

いたします。 

  初めに、執行機関より発言を求められておりま

すので、これを許します。 

○産業振興課長 昨日の本委員会での私の答弁に誤

りがありましたので、おわびし訂正させていただ

きます。 

  是々非々の会へんみ委員からの、区のホームペ

ージに５月２７日から実施しますとしているが、

予算はまだ成立していない。予算成立後と書くべ

きとの御意見を受け、私から、レシート事業につ

いては、令和６年度債務負担行為で予算について

は成立済みと説明してしまいました。正しくは、

本事業の予算につきましては、令和６年度当初予

算で債務負担行為をお認めいただきましたが、歳

出予算については、令和７年度当初予算として本

委員会で審査いただいており、まだ成立しており

ませんでした。予算計上の説明に誤りがあり、大

変申し訳ありませんでした。 

  なお、区のホームページの令和７年４月以降の

事業案内については、トピックスにて令和７年第

１回足立区議会定例会で可決された場合に実施す

る旨を記載しておりました。昨日ホームページ内

でより目立つよう、トップページ上部に表示箇所

を移しました。併せて御報告をさせていただきま

す。 

○長沢興祐委員長 昨日に引き続き、第５号議案の

予算総則第１条中、歳出第４款産業経済費、歳出

第６款土木費から歳出第１０款予備費、第２条債

務負担行為から第４条歳出予算の流用並びに修正

案、第６号議案、第７号議案、第８号議案の全部

について及び第５３号議案 一般会計補正予算の

予算総則第１条中、歳出第４款産業経済費、歳出

第６款土木費についても併せて質疑を行います。 

  再度のお願いになりますが、答弁が聞こえづら

いという指摘が入っておりますので、執行機関の

皆様方におかれましては、マイクに向かって答弁

をいただきますよう願いを申し上げます。 

  最初に、自民党から質疑があります。 

  渡辺委員。 

○渡辺ひであき委員 おはようございます。自民党

の渡辺ひであきでございます。よろしくどうぞお

願いをいたします。 

  まず初めに、足立区の成人式というのは実行委

員会方式で行われていますけれども、それはなぜ

でしょうか。 

○青少年課長 やはりお祝いする現場の意見ですと

か、お祝いする年代の意見を取り入れたいという

ことで実行委員会形式でさせていただいています。 

○渡辺ひであき委員 つまり関係する方々の思いを

遂げてあげたいという気持ちがあるからというこ

とでよろしいでしょうか。 

○青少年課長 渡辺委員おっしゃるとおりでござい

ます。 

○渡辺ひであき委員 それでは、昨日も我が党の工

藤哲也委員から質疑がありました千住宿開宿４０

０年記念事業についてお伺いをしたいと思います。 

  まず、予算編成というのはいろいろなことがあ

って積上げをして予算が決まるわけでありますけ

れども、この千住の４００年記念事業の積上げの

根拠についてまずお伺いしたいと思います。 

○観光交流協会事務局長 千住宿４００年の予算の

積上げにつきましては、まずは、一番盛り上がる

秋に合わせまして千住宿のイベント実施というこ

とで、現在プロポーザルをしている予算の積上げ

をさせていただいております。また、千住宿の町

場の方たち、民間の方たちにイベントを盛り上げ

ていただきたいということで補助金を積み上げさ

せていただいております。 

  更に足立の花火ですとか、ＰＲのための特設サ

イトということで、今回観光交流協会としまして

予算を計上させていただいているところでござい
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ます。 

○渡辺ひであき委員 補助金を出すとか、そういう

ことについてはとてもよいことだと思いますけれ

ども、この手前の段階で千住の地域の方々に意見

を聞くという機会はありましたか。 

○観光交流協会事務局長 企画の段階で千住の方々

の意見を聞く機会というのは、申し訳ございませ

ん、作っておりませんでした。 

○政策経営部長 一定程度、地域の企業の方にお声

掛けはしているんですけれども、確かに町場の

方々、そういった方の声を聞く姿勢が少し少なか

ったと反省しております。 

○渡辺ひであき委員 この中に千住に５０年以上お

住まいの方はいらっしゃいますか。特に千住宿の

地域にお住まいの方。いらっしゃらないというこ

とであります。 

  私は千住二丁目に生まれて５８年、今は千住曙

町に住んでいますけれども、一度もこのことにつ

いて意見を聞かれたことがないんですね。それは

なぜでしょうか。 

○政策経営部長 地域、議会の声を聞く姿勢が足り

ておりませんでした。大変申し訳ございません。 

○渡辺ひであき委員 別に私にということに限らず、

千住に住んでいらっしゃる議員の方はほかにもい

らっしゃるわけでありまして、いろいろなことが

あれば、その地域のことの情報を得るために執行

機関から電話が掛かってきて、これはどんな様子

ですか、このことはどういうことですかと聞かれ

るんですね。１００年に一回しかないこの事業、

１００年前のことを私は知りませんし、１００年

後のことも知る由も方法もない、多分死んでいる

でしょうから、ということであります。それだけ

重要な節目なんじゃないでしょうか。いかがです

か。 

○政策経営部長 渡辺委員おっしゃるとおり、めっ

たにない機会ですので、特に千住の魅力をＰＲす

る絶好の年のところで少し準備が足りなかったと

反省しております。 

○渡辺ひであき委員 では、例えば千住の宿場町と

いうのはどこからどこまでの範囲を指しますか。 

○政策経営部長 特に旧道の範囲というところで認

識しております。 

○渡辺ひであき委員 その中で行われている主要な

行事、今ここで答えられる方はいらっしゃいます

か。 

○教育長 全てではありませんけれども、赤門寺の

開放ですとか、９月に行われるお祭りなんかは把

握しております。 

○渡辺ひであき委員 私が申し上げたいのは、例え

ばそういうことです。あと、これは名前を出して

いいのか分からないですけれども、ある旧家には、

江戸時代の刀傷が残っているおうちがございます。

それから千住は実は蔵の町といわれています。い

ろいろな歴史の背景があって、そうしたこともど

うやって皆さんに伝えていくかということをもっ

ともっと掘り下げてこのイベントをやっていただ

きたいと思うわけであります。 

  実は２月２４日にさっき副区長がおっしゃられ

た千住本町五町会宵宮連合会、今年４３回目で、

先日私は一般質問の中にも入れさせていただいた

ように、今年はコロナがあったので１０年ぶりの

大祭があります。その千住本町五町会宵宮連合の

渡御を始められて４３年たちますけれども、１回

目の立ち上げの代表されていた方が２月２４日に

亡くなりました。その方にこの話をこれからもう

聞くことはできないんだなと思ってとても残念に

思っています。その方々、レジェンドが、千住本

町五町会の宵宮連合会を立ち上げて、その思いと

いうのは何だったんだろう。私なりには関係者の

方々にいろいろな御意見を承ってまいったので、

当然刻み込まれたものがあると思っておりますけ

れども、そういうことも含めて、ここに９月から

１１月がピークだとなっておりますけれども、そ

の中には千住本町五町会宵宮連合会の渡御や、千
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住はほかにもお祭りがたくさんあります。そうし

たものは含まれていないわけであります。このこ

とについてどのような思いがあるか、お伝えいた

だきたいと思います。 

○副区長 地元の声を聞かずに、企画段階ですけれ

ども、まだ聞いていなかったということは大変申

し訳ございませんでした。やっぱり地元と一緒に

盛り上げることが一番重要ですので、予算成立し

たらすぐに、地元、あるいは議会とも御相談させ

ていただいて、どういう時期にどういうことをや

っていくかということを改めて御相談させていた

だきたいと思います。 

○渡辺ひであき委員 精いっぱい、区議会議員にな

ってから執行機関の皆さんといろいろな相談をし

ながら仕事をさせていただいたと自負をしており

ます。でも、これは本当に自分が今まで議員にな

らせていただいてからの中で一番重要な年なんじ

ゃないかなと思っているぐらいなんですね。私は

議会の中でも４００年の決算特別委員会のときも

話をしました。わざというか、あえて一般質問の

中に文言としてその言葉を入れたけれども、質疑

には入れなかった。それは問い掛けてくれると思

ったからなんですよ。執行機関側から。問い掛け

てくれることを待とう、待とうとずっと思ってい

た。自分のほうから、これはどうなんだ、ああな

んだとあまり言いたくないんです。それはまるで

千住出身で議員をさせていただいていて、誘導す

るような立場でやりたくないんですね。そういう

思いでいたということは、是非しんしゃくをして

いただきたいと思います。 

  予算特別委員会ですから、予算書についても触

れたいと思います。 

  まず、予算書の１３９ページ、土木費でありま

す。防犯カメラの一括管理事業、投資分で１億８，

０００万円、計上分で９，１００万円が計上され

ています。これは当然これまでの積上げがあって、

これからも防犯カメラを設置することで、区内の

犯罪に対する抑止力を高めていこうという目的で

あるのは間違いありませんが、区が充足したと判

断するまで今後どれぐらいの投資的経費が必要な

んでしょうか、まずお伺いしたいと思います。 

○安全設備課長 今１，４００台ぐらい設置してい

るところでございます。実際的に１，５００台程

度は充足してくるのかなと思っているところでご

ざいます。今、更新のところに入っていまして、

それをぐるぐる回していくというような形であり

ます。 

○渡辺ひであき委員 ありがとうございます。そう

すると、その際全部充足した形、当然更新はして

いかなきゃいけないカメラも出てくるでしょうけ

れども、１，５００台が充足した際の毎年の計上

分というのはどれぐらいになるんでしょうか。 

○安全設備課長 今計上している金額と同等で９，

０００万円ぐらいでいけるということです。 

○渡辺ひであき委員 ありがとうございます。耐用

年数は大体どれぐらいなんですか、防犯カメラは。 

○安全設備課長 ５年から６年程度でございます。 

○渡辺ひであき委員 というと、５年か６年という

ことは、３００台ずつぐらい更新していかなけれ

ばいけないということですね。分かりました。区

民の皆さんの安心・安全を確保するためにも、防

犯性を高めるためにも、是非よろしくお願いをい

たします。 

  次に、１４３ページ、私道整備助成事業、相談

件数が私なんかでも去年増えたんですけれども、

区の認識はいかがですか。 

○道路公園管理課長 増えております。 

○渡辺ひであき委員 その理由もあればお伺いした

いと思います。 

○道路公園管理課長 今年度から助成額を区の標準

工事費の１００％にしたこと、また、助成要件を

緩和したことによりまして件数が伸びたと認識し

ております。 

○渡辺ひであき委員 ありがとうございます。何が
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申し上げたいかというと、例の八潮の陥没事故が

あって、区でもいろいろな調査をされているとい

うことでありますけれども、千住では千住三丁目

の陥没事故が２０年ぐらい前にあって、千住地域、

梅田地域というのはまだ下水道の陶管が入ってい

る、これは何度も言っているんですけれども、こ

のことで特に千住地域、梅田地域は余計にそれを

気にする方々が増えるんだろうと思うんです。た

だ、千住地域の細い路地であるのは私有地が多か

ったり、これが道路と認定されにくいところがあ

ったり、いろいろなことが今後予想される。実際

現場を見ないと分からないということが起きるん

だと思います。ただ、その場面、場面で随分と高

齢化をしてきて、そこの道というか通路というか、

そこの部分が段差が大きかったりして劣化をして、

こうしたものをどこまで行政の範囲の中で担保し

ていけるのかということが課題になってくると思

いますが、その認識についてお伺いしたいと思い

ます。 

○道路公園管理課長 実際に渡辺委員おっしゃると

おりに、地域で土地所有者も含めてなかなか維持

管理しづらいところがございまして、相談も件数

も増えていると。現場も確認して助成の要件に合

うところについては、区から助成させていただい

ているところでございます。 

○渡辺ひであき委員 是非よろしくお願いをいたし

ます。 

  今、いろいろなことを緩和していただいている

という答弁がありましたけれども、その線引きの

難しさを区民の皆さんに分かっていただくという

のはなかなか難しいところだと思いますので、よ

ろしくどうぞお願いをいたします。 

  次に１４７ページ、密集市街地整備事業につい

てお伺いをいたします。 

  ２２億１，８００万円計上されて、これは分母

が大きいのでお伺いをしておりますけれども、内

訳はどんなことなのか示していただきたいと思い

ます。 

○建築防災課長 この予算につきましては、３地区

で行っている事業です。来年度新しく柳原地区が

入りますので、大きな金額になっていますが、そ

のほかに千住西地区と西新井駅西口周辺地区で行

っている事業でございます。 

○渡辺ひであき委員 柳原地区が入っているから大

きくなっているというだけでは、私らは関わって

いるので分かりますけれども、区民の皆さんは分

からないと思いますけれども、いかがですか。 

○建築防災課長 説明が足りずに申し訳ございませ

ん。来年度から柳原地区が新たに密集市街地整備

事業を導入する予定でございます。その中で新た

に用地購入費や道路の整備などが入っているため、

昨年度より大きくなっているものでございます。 

○渡辺ひであき委員 是非よろしくお願いいたしま

す。今、柳原という言葉が出たので、これも触れ

ておきたいと思いますが、十一面観音というのが

あの地区にございます。これは京成電鉄の橋梁の

架け替えによって移設をしなきゃいけないという

ことで、地域から相談を受けております。適切な

場所があればいいなと思っているんですけれども、

なかなかなくて、この間も現場に一緒に担当の課

長や荒川下流の事務所の方、京成の方と行ってき

ました。つらつらその周囲を歩いていて、ここだ

ったらどうだろうという場所がありましたけれど

も、その後、京成がそのことについて動いている

経緯があるのかどうか、教えていただきたいと思

います。 

○事業調整担当課長 まだ正式に調査した結果は私

どもは聞いておりませんけれども、あそこも含め

てほかの箇所も適地がないかどうか、そういった

ものは引き続き検討していると伺っています。 

○渡辺ひであき委員 地域の皆さんにとっては大切

な十一面観音でありまして、これまで管理をして

くださっている方も随分御高齢になって、移設を

されたらそれ以上管理はできないなということを
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おっしゃっていると聞きました。そうしたことも

含めて、あそこだったら問題ないなと思いますの

で、助けられることは助けてあげて進めていただ

きたいと思いますが、いかがですか。 

○事業調整担当課長 十一面観音、私も現地に行っ

ておりますけれども、多くの方が参拝等にいらっ

しゃっている施設ですので、なるべく今のところ

に近い箇所で承継していただける方がいれば、そ

のまま今の皆様がまた引き続きお参りに行けるよ

うな環境になれるよう、国や京成と一緒に区も協

力してまいります。 

○渡辺ひであき委員 是非よろしくお願いをいたし

ます。 

  次に１４８ページ、予算書ですけれども、公園

管理費５２億１，５００万円余が計上をされてお

ります。維持管理の方法はどのようにされていま

すでしょうか。 

○東部道路公園維持課長 維持管理でございますが、

委託事業者による日々の巡回だとか、地元の町会

等による自主管理等によりまして維持管理をさせ

ていただいております。 

○渡辺ひであき委員 委託をしているほうのチェッ

クはどのようにされていますか。 

○東部道路公園維持課長 日々、職員が作業するた

びに公園の確認をいたしまして、チェックをさせ

ていただいております。 

○渡辺ひであき委員 話を聞くと、これは時折聞く

んですけれども、あの辺だけちょこちょこっと掃

除をやって、そこを写真撮って帰ったよという話

聞いたりすることがありますが、そういうことは

役所の中で聞いたことはありますか。 

○東部道路公園維持課長 年間に何件かそういう通

報がございます。そのときにはしっかり業者にど

ういう清掃をしたか確かめるとともに、きちんと

清掃するように働き掛けをしております。 

○渡辺ひであき委員 そういうことが一度でもあっ

た業者は、ペナルティーがなきゃいけないと思い

ますが、それについてはどのように対応されてい

るでしょうか。 

○東部道路公園維持課長 そういうことがあった業

者に対しましては、しっかり指示書等で指示をす

るとともに、状況に応じては顛末書等しっかり報

告をいただいて、今後そういうことが二度とない

ように指導をしているというような対応をさせて

いただいております。 

○渡辺ひであき委員 契約金が減額できるような項

目はないんですか。委託料です。ペナルティーと

して減額するようなことはないんですか、項目と

して。 

○東部道路公園維持課長 今、委託料につきまして

は、減額等の措置は行っておりません。 

○渡辺ひであき委員 それぐらいのことができない

と、抑止力にならないんじゃないですかね。いか

がですか。 

○道路公園整備室長 渡辺委員おっしゃるとおり、

何かペナルティーをというところなんですが、今、

課長も申し上げたとおり、指示書を書いてその後

再び同じようなことをやるという事業者がおりま

せんので、今後そういうものが出てきましたら、

そういうペナルティーが与えられるような仕様書

とか契約約款とか、そういうのを直していかなき

ゃいけないなとは考えております。ただ、今のと

ころ、減額をするという項目はございませんので、

それについては検討していきたいと考えておりま

す。 

○渡辺ひであき委員 この予算特別委員会で、予算

の使われ方、税金の使われ方について各委員から

厳しい指摘があると感じております。それは僕ら

の仕事の一番大事なところの一つでもございます

から、そう思うわけであります。そういうことで

す。 

  次に、今課長から自主管理の答弁もありました

けれども、今、自主管理していただいている公園

はどれぐらいありますか。大体でいいです。何割
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ぐらいでもいいですね。 

○東部道路公園維持課長 ３割ぐらいでございます。 

○渡辺ひであき委員 数字としては立派な数字だな

と思います。公園は地域の大変重要な持ち物とい

うか区民の財産で、そこを自分たちの地域で守っ

てきれいにしていこうという気持ちというのは、

やっぱりこの間も地域のコミュニティについての

質疑をさせていただきましたけれども、地域の絆

を深めていくために、すごく大切なことだと思い

ますので、是非よろしくお願いをいたします。是

非拡大できるように努力をしていただければと思

います。 

  次に、小１の壁についてお伺いをしておきたい

と思います。 

  新・足立区放課後子ども総合プラン、令和２年

から６年までのこのプランがございまして、これ

は今年度で終了するということになります。 

  東京都も新しいプランを作成していて、それが

区に下りてくるのか、そういうシステムになって

いるかどうか、まだ存じ上げませんけれども、小

１の壁問題については、区ではどのような認識を

して、どのように対応されているかお伺いしたい

と思います。 

○青少年課長 小１の壁、いろいろな壁があるかと

考えてございます。今一番いろいろなニュースで

出ているのが、朝の開門時間の話かなと思ってい

まして、開門時間は各学校において違っている状

況まで把握してございますので、どの学校でどれ

ぐらいお子さんが待っている状況なのかというと

ころを今後調査していきたいと考えてございます。 

○渡辺ひであき委員 豊島区なんかは、今年の１月

から２校かな、始めたというのをどこかで読みま

したけれども、７時４５分からということになっ

たそうです。ただ、これは先生方の負担が増える

んじゃないかという御意見があって、また地域に

投げ掛けてみるんだけれども、その地域にも負担

になるんじゃないかとかということがありますけ

れども、ただ、校門のところで子どもたちが開門

を待っているというのはよろしくないんですが、

足立区でその事実というか、現実に見受けられる

んでしょうか。 

○青少年課長 これも各学校に応じて違うとは聞い

てございますが、事実としてはあると認識はして

ございます。その事実の中身によって学校でやっ

ぱり開門時間を先生方の御努力で開けていただい

ていたり、雨のときは早目に入れたりというのが

まちまちなようですので、繰り返しにはなります

が、やはりまずは実態調査をさせていただこうと

考えてございます。 

○渡辺ひであき委員 そのことを制度として学校全

体で取り入れようとかという議論はされているん

ですか、されてないんですか 

○青少年課長 議論はまず始めさせていただいたと

いうところでございます。どのぐらいの時間に開

門したほうがいいですとか、どれぐらいのお子さ

んが待っているですとか、あと学校のそれぞれの

施設の状況なども勘案しながら、できれば全校に

必要に応じて広げていく方向にならざるを得ない

のかなと考えております。 

○渡辺ひであき委員 そのことが実は、課長は今、

様々な壁があると言ってくださったので助かるん

ですけれども、学力にも影響が出ているといわれ

ていますよね。それについてはどのようにお考え

ですか。 

○学力定着推進課長 小学校１年生につきましては、

私ども今ＭＩＭということで、まず、あらゆる学

力といいますか、学びの基礎となる読みを中心に

力を１年生にやっつけていこうということで、Ｍ

ＩＭというものをやらせていただいております。 

○渡辺ひであき委員 あと保育園だったり、幼稚園

だったりから上がってくるお子さんたち、保育園

によっては、乳幼児教育がすごく高いところまで

やり過ぎちゃっているところがありますよね。そ

うしたところで勉強してきたお子さんなんかは、
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小１になったときに、逆に小学校１年生でやる算

数のレベルだとか国語のレベルが、自分はもうで

きちゃうものですから面白くなくて、飽きが出ち

ゃったりする。こんなことも問題としてお伺いす

ることがありますが、そのことは教育委員会とし

てはどのように把握されていますか。 

○教育指導課長 実際問題として、そのような就学

前施設で幼稚園や保育園によって様々取組が違う

ことは承知しております。ですので、本区におき

ましては、幼保小連携事業をそれぞれのブロック

で行っておりますので、そこを通して小学校１年

生へスムーズに順応できるように我々もサポート

しているところでございます。 

○渡辺ひであき委員 ありがとうございます。そこ

はせっかくそのように頑張ってやってきたものが、

今度小学校上がった瞬間に面白くないとなっちゃ

うのでは、子どもたちが気の毒だと思いますので、

是非手前の調査もそうですし、授業の工夫なんか

もされていただければありがたいなと思います。 

  もう一つ、学力の次の壁、小４の壁といわれて

います。小４から急にやることが難しくなるから、

そこで学力が追い付けないという子がいると聞き

ますが、これは足立区ではどのように捉えている

でしょうか。 

○学力定着推進課長 私ども、そだち指導というこ

とで小学校３年生から４年生ということで、授業

の中身が高度化するとか抽象化するということを

踏まえて、つまずきの早期発見ということで、そ

だち指導ということで対策しております。 

○渡辺ひであき委員 是非よろしくお願いいたしま

す。 

  それから学力定着、多様な学び場の支援という

ことも足立区はたくさんやっているんですけれど

も、今年度の予算の中でフリースクール等の利用

者助成２，４００万円、学びの多様化学校の支援

に２，８５０万円で、学びの多様化学校という言

葉を聞いたことがなくて、フリースクールの助成

もしなきゃいけないんでしょうけれども、区民の

皆さんには分かりづらいことなんだと思います。

フリースクールと学びの多様化学校とは何だか教

えてください。 

○教育相談課長 フリースクールにつきましては、

これといった定義がございません。なので、何を

もってフリースクールかということは、フリース

クールを運営している側が、うちはフリースクー

ルですと言っているような状況です。 

  学びの多様化学校につきましては、もともとは

不登校特例校と言っておりました。不登校特例校

が学びの多様化学校ということに替わりまして、

これは一般の学校とは違って、特別な教育課程で

行っている学校となっております。 

○渡辺ひであき委員 もう少しやりたいんですけれ

ども、白石委員の時間に２５秒入っちゃいました。

すみませんでした。ありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 白石委員。 

○白石正輝委員 おはようございます。私が出るの

はあと来週の１０日１回ですから、ひとつ我慢を

して聞いてほしいと思います。特に今日は私ども

地元のあみだ橋公園の児童相談所について質問を

しようと思ったら、委員長から、あみだ橋公園そ

のものは土木の仕事だからと。ただ、児童相談所

の運営について聞くとこれはまた民生費だから、

非常にややこしい話の質問になるから総括でやっ

たほうがいいんじゃないのという話が出ましたの

で、こちらは総括でやらせていただきたいと思い

ます。 

  まず簡単なところで、足立区で私は商店街の朝

市に２８年間ほとんどずっと出ているんですね。

よくお会いするのは、産業経済部長の石鍋部長は

三つを大きくやっているんですけれども、そのう

ちの二つではほとんど毎月出ているんですね。と

ころが、昨日盛んに答弁しておりました産業経済

課長は見たことない。石鍋部長の下にいる課長級

で、商店街の朝市を見たことある方、何回か行っ
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たことある方は手を挙げてください。 

  なぜこんなことを聞くかというと、産業経済部

というのは、基本的にはいろいろな形で商店も支

援していかなくちゃいけないわけです。支援する

商店の朝市も一度も見ないで、どういう形で支援

できるのか。非常に不思議な気がするわけです。

前に、大高君が産業経済部にいた頃に、たまには

見に来いよと言ったら、その後、朝市にほとんど

出てくるようになりました。私が始めた２８年前

は、関原不動も青井の兵和通りもアモール東和も

人がたくさん出ていて、歩くのは大変なぐらい人

が出たんですね。今はほとんど人がいない。ちょ

っと雨でも降ったら、まず誰もいないというよう

な感じの商店街が多くなったわけです。それは足

立区の責任じゃないですよ。例えば、後継者がい

ない。当然ですよね。昔の商店街というのは間口

が狭くて小さいんですね。そこで朝から晩まで仕

事をして得る利益と、一般的な会社に入ってもら

う給料と幾らも変わらないならば、商店を継ぐ人

がいなくなるのは当たり前なんです。ですから、

最初に行っていた頃は、朝市商店街がずっと並ん

でいたのが、今は３分の１ぐらいに減っています

よね、石鍋部長。 

○産業経済部長 私が初めて産業振興課長になった

平成２５年以降、毎年行っていますけれども、白

石委員のおっしゃるとおり、３分の１とか半分ぐ

らいという感じで減っております。 

○白石正輝委員 これは、最初は商店街は大型店舗

が出るから、それに圧迫されて商店をやめるんだ

というような話があったんですね。だから足立区

としても商店街に対していろいろな形で助成して

きたわけです。ところが、今考えるとそうじゃな

いんですね。後継者がいない。一番最初の日に話

しましたけれども、出生率がどんどん下がって、

足立区の場合は１を割って０，９９ということな

んですけれども、来年は丙午の年ですから、この

０．９９も守れないだろうなと思います。そうす

ると一家に１人しか子どもがいないとしたら、親

御さんとしては大学まで行かせたいわけです。大

学を出て魚屋か、大学を出て八百屋かと言われち

ゃうと、どうしてもやる人が少なくなる。だから

継ぐ人がいないから基本的には商店街がどんどん

寂れていく。アモール東和などは生鮮食料品店が

なくなっちゃったんです。商店街に生鮮食料品店

がなくなっちゃうと、あっという間に商店街が駄

目になっちゃう。毎日買うのは生鮮食料品ですか

ら、靴だとか服だとかそうしたものを毎日買うわ

けがない。そうすると、スーパーへ行けば全部あ

るんです。そろっているんだから、そこに行って

買物をする、そうすると商店街で買い物をする客

が少なくなってくる。少なくなってくるから、ま

すます利益が下がっていって子どもたちが継がな

い。こんな形になると思いますが、今後、例えば

商店街を元気な形にするにはどんな形がいいんだ

ろうか、産業経済部長。 

○産業経済部長 生鮮食料品店がなくなってきてい

るというのは本当に事実でございます。元気にし

ていくためにはなかなか難しいところはあります

けれども、やっぱり魅力的なお店といったものを

商店街に呼び込んで、そういったところを核とい

たしまして人に来ていただくような仕組みとか、

イベントですとか、そういったものが重要だと思

います。 

○白石正輝委員 基本的には、何とか商店街を今ま

で以上に盛り立てていかないと、商店街が地域全

体のコミュニティの中心なんですね。そういう意

味で言えば、何とか守っていかなければいけない

と思いますので、有効なというと、私にも分かり

ませんけれども、皆さん方知恵を出し合って、商

店街振興のための有効な政策をひとつ考えていた

だきたいなと思います。 

  次に、これは来週にやる予定だったんですが、

介護保険についてお伺いをいたします。 

  例えば介護士は一般の職員と比べると給料が安
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い、成り手がいない、こういわれていますけれど

も、政策経営部長、去年の一般の日本人の平均の

年収というのは幾らでしたか。 

○政策経営部長 申し訳ございません、６００万円

程度かなと認識しています。 

○白石正輝委員 それは高過ぎる。そんなに取って

いるんじゃないんです。４００万円台です。区の

職員は知りませんよ。区の職員はもっと取ってい

るかもしれないけれども、一般の人たちの年収は

四百五、六十万円。その時代に介護従事者の年収

というのは、あだち未来支援室長、どのぐらいで

したか。 

○あだち未来支援室長 正確に記憶はしてないんで

すが、４００万円弱ぐらいだったかと思います。 

○白石正輝委員 そんなにないです。もっと安い。

令和４年のときに２００万円台だったんです。片

方は一般の仕事に就けば４００万円台、介護職に

就くと２００万円台。介護職に就いていたら結婚

もできないし、子どもも育てられないということ

で介護職に就く人が非常に少ない。 

  ところで、もう１回、未来支援室長、未来のこ

とですから、介護なんていうのは考えてみると、

例えば特別養護老人ホームとか、身体障がい者の

通所施設だとか、入所施設だとか、こういうとこ

ろに介護職が入りますよね。大体５年するとどの

ぐらい減りますか。 

○あだち未来支援室長 離職率ということですね。

よく分かりませんが、５割程度でしょうか。 

○白石正輝委員 大体合っていますね、これは。介

護職、特に障がい者とか特養の介護施設に入る介

護職員たちは、入るときは非常に希望と夢を持っ

て入るんですよ。ところが、入っても全然給料が

上がらない。仲間と比べると全然安くてどうしよ

うもない。ということで、５年もたつと半分ぐら

い辞めちゃう。特別養護老人ホームで花畑の新生

苑が桜花苑というのを出した。１年間、定員の整

字を集めることをしなかった。できなかった。な

ぜだと思いますか。 

○介護保険課長 従事者が集まらず、ベッドを空け

ることができなかったと認識しています。 

○白石正輝委員 建物は立派にできたんです。もと

もと学校ですから、建物はある。建物はあるけれ

ども、介護職が集まらない。集まらなければ人を

入れるわけにはいかない。約１年掛かったんです。

介護職員を充足するために１年間掛かった。こん

なことではせっかく造った施設が有効に使用され

ない。こう思いますが、例えば、あと１年、２年

のうちに第１０期の介護計画を立てなければいけ

ないわけですけれども、建物を建てれば終わりじ

ゃないんです。建物を建てたときに、そこに人的

な資源がちゃんとあるかどうか、このことのほう

が建物を建てるよりずっと難しい。そう思いませ

んか。 

○介護保険課長 白石委員のおっしゃるとおりだと

思います。 

○白石正輝委員 それで私はずっと前から、もう１

０年ぐらい前から介護職員の待遇改善についても

言ってきた。ただ残念なことに、子どもが全然生

まれないんですから。一家に１人にならない。０．

９９ですから。ということは、介護職になる人の

人数もどんどん減っているわけです。建物を建て

ても職員が集まらなければ、そこに入所をさせら

れないんですから、何とか職員を集めようという

ことで、介護職員の給料、待遇改善をやろうとい

うことで他党もみんな言っていますよ。言ってい

るけれども、介護職員の待遇改善と言っても、パ

イは毎年小さくなってくるわけ。そのパイの奪い

合いをやったって、とても介護職員が集まるとは

思えない。どうしたらいいんですか。 

○介護保険課長 白石委員おっしゃるとおり、大変

状況は厳しいんですけれども、区としましては、

介護職の魅力、また、支援できるところはもちろ

ん支援をしていくというような形で、何とか介護

業界に特に若い方が入ってくることを目指してい
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ろいろと施策を打っていきたいと考えております。 

○白石正輝委員 いろいろと施策と言っても、限界

があるんです。例えば給料どんどん上げられるか、

上げられない。給料を上げれば、保険料を上げる

以外ないわけですから、今の制度では。介護職の

給料を上げれば保険料を上げなければならない。

私たち自由民主党も何年か前に、介護保険の保険

料基準額は７，０００円を超えてはとても無理だ

ということで、７，０００円を限度にしてこれ以

上高くなったら、自民党として賛成しませんとい

うことを言ってきた。そうすると今の制度のまま

いったのでは、どうにもしようがない。今の制度

のままいったのでは。 

  介護保険課長、区長会もそうですけれども、国

に対していろいろと意見を言っていますよね、何

とかしてくれと言っていますよね。 

○介護保険課長 白石委員おっしゃるとおり、時を

見て要望はしております。 

○白石正輝委員 国に対してものを言うときに、こ

れとこのように変えたらいいんじゃないかという

具体的に何か言っているんですか。 

○介護保険課長 先ほどから白石委員おっしゃると

おり、やはり介護の場合、介護報酬という形で価

格が決まっておりますので、区ではなかなかいか

んともしがたい部分があります。なので、抜本的

なやはり介護保険制度の改正について、国には要

望を上げさせていただいております。 

○白石正輝委員 私はほとんど１０年ぐらい前から

言っているんですが、今の制度のままいったら絶

対行き詰まる。第１０期については自民党の言っ

ている７，０００円は何とかクリアできるのかな

と思いますけれども、これが１１期、１２期にな

ったら絶対できない。だとすれば、制度そのもの

を変えなくちゃいけない。今の制度では、例えば

第１号被保険者は６５歳以上ですよね。第２号被

保険者が４０歳から６４歳までか。ここのところ

に手を加えない限り、介護職の待遇改善は絶対に

できない。例えば何回か言っているけれども、敬

老の日が決まったときの日本人の平均寿命は５０

代だったんです。今８０代です。３０歳も上がっ

たんですから、いつまでも介護保険の対象者を６

５歳以上にしておくことはないだろう。これを７

５歳まで切り上げれば、その分の保険料は節約で

きるわけですから、まず、それも一つの方法。例

えば第２号被保険者が１年間に払うのは２，００

０円です。４０歳以上６４歳まで２，０００円し

か払わない。何とかその人たちに３，０００円払

ってもらえば、今の１．５倍集まるわけですから、

そういう方法もあるのかな。でなければ、何で４

０歳と決めたのかね。大学を卒業するのは、一般

的には浪人しなければ２２歳で卒業するんですか

ら、２５歳以上ということにすれば、第２号被保

険者が非常に増えるわけです。２，０００円でも

やっていかれる、しばらくは。こういう具体的な

話はしていますか。 

○介護保険課長 白石委員のおっしゃる案につきま

しては、やはり区民の負担が増えるというところ

が非常に課題としては考えられますので、具体的

な案というよりは、やはり抜本的な制度改革で介

護保険制度が持続できるような形で要望させてい

ただいております。 

○白石正輝委員 区民の負担が増えると言うけれど

も、ここを増やさなければ負担が増えるところじ

ゃないんですよ。保険料を払うけれども、入る場

所がない。そういう形になるんじゃないですか。

保険はあってもサービスはない、そういうことに

なるんじゃないですか。そっちのほうが区民の負

担が大きいんじゃないですか。 

○介護保険課長 しかし、区民の負担が増えるとい

うところを足立区のみで何かできるというもので

もないので、やはりそのあたりは国に考えていた

だきたいということで所管としては考えておりま

す。 

○白石正輝委員 だから何度も私は言っているんで
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すよ。もっと具体的にこうやってくれ、ああやっ

てくれということを国に対してはっきり言うべき

なんですよ。このままいったら何ともなりません。

足立区は困っていますと幾ら言ったって、そんな

ものを国は考えるわけがない。 

  例えば特別養護老人ホームだけ考えても、足ら

ないのは東京を中心とした大都市だけですよ。地

方へ行っちゃうとみんな余っている。だから足立

区が特別養護老人ホームを募集すると、地方から

いっぱい来るんです。足立区の人は手を挙げない。

足立区の特別養護老人ホームを経営している人た

ちは手を挙げない。地方からどんどん来る。地方

はそれだけ老人ホームが余っている。介護保険課

長、例えば特別養護老人ホームにどうしても入り

たいという人がいて、どうしても入れてやらなき

ゃならないという場合には、例えば埼玉とか千葉

とか近県から、ベッドが余っているからどこか紹

介してくださいと来ませんか。 

○介護保険課長 直接的な売り込みというか、そう

いったベッドが余っているので入れてくれという

のが所管に施設から直接来ているということは聞

いておりませんが、そういった実態があるという

ことは感じています。 

○白石正輝委員 地方は余っているんですよ。足ら

ないのは大都会だけなんです。それで、地方の職

員はある程度安くても、産業がありませんから、

介護士として勤める方が結構いるんです。例えば

足立区で初めて２４時間の介護をやったときに、

どこから来ましたか。知っている人はいますか。

いないの。これは札幌から来たんですよ。札幌の

業者が来た。それで介護士もみんな向こうから連

れてきた。当然、安い給料の介護士を連れてきて

やったわけです。何年かやって、すぐそばに杉の

子園がやっている特別養護老人ホームがあります

ね。あそこは誰が本当はやる計画で造ったんです

か。 

○高齢者施策推進室長 分かりません。 

○白石正輝委員 これもやっぱり札幌の業者がやる

はずだったんですよ。２４時間のサービスを提供

した札幌の業者が中央本町の老人特養はやるはず

だった。あれも造ってくれ、これを造ってくれと

私は途中で見に行きましたけれども、すごい立派

なものを造った。ところが、人を集めてみようと

したら、実際には東京の人はとても高くて雇えな

い。９割ぐらい完成していたときに、札幌の業者

は札幌に逃げちゃったんですよ。いなくなっちゃ

った。これで改めてお願いをして、花畑幼稚園を

経営していた杉の子園に頼んで、あそこをやって

もらうことになった。杉の子園は静岡で特別養護

老人ホームをやっているんですね。そういう実績

があるからということでお願いをして、現在もや

っていますよね。 

○高齢者施策推進室長 やっていただいております。 

○白石正輝委員 相当厳しい状況でやっているのか

なと思いますけれども、やっているんですね。地

方は何せ土地が安いことと建設費が安いことと、

それから最も問題になる人件費が安いんです。だ

から地方は余っている。東京は全然足らない。大

体入所させてやりたいという人たちの数がいつも

１，０００人ぐらいいるわけです。それはいいん

ですか。 

○長沢興祐委員長 高齢者政策推進室長、時間が近

づいていますので簡明にお願いします。 

○高齢者施策推進室長 今、待機者は１，９００人

ぐらいおります。 

○白石正輝委員 時間はあと３０秒ですから、道路

公園課長、１０日に八潮の話をさせてもらいます

から、ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

  これで今日の質疑、質問は終わります。ありが

とうございました。 

○長沢興祐委員長 続いて、公明党から質疑があり

ます。 

  長井まさのり委員。 

○長井まさのり委員 皆さんこんにちは。公明党の
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長井です。前半２５分間、どうかよろしくお願い

いたします。 

  まず、事業承継促進支援助成金について伺いま

す。あらましの３４ページでございます。 

  これまで足立成和信用金庫や日本政策金融公庫

との３者協定で取り組んでおり、潜在的なニーズ

はあるかと思います。これまで事業承継について

はあまり相談が寄せられてこなかったり、また、

なかなか相談しにくいナイーブな面もあったかと

思います。事業承継が円滑にできずに廃業となっ

た区内の会社や個人もあるかと思いますけれども、

マッチングクリエーターによって救済できたよう

な事例はありますでしょうか。 

○企業経営支援課長 まだ事例は多くないんですけ

れども、１件御紹介をさせていただきます。 

  マッチングクリエーター飛び込みで訪問した製

造業のお店になるんですけれども、高齢者かつ後

継者がいないということで廃業を決めている事業

者がございました。お話をしている中で、商売を

残したいという気持ちを感じ取ったため、マッチ

ングクリエーターが取引先への承継だったり、あ

とは事業承継・引継ぎ支援センターへの相談を含

めた第三者承継というところを提案しました。最

終的に廃業することなく、取引先への譲渡が決ま

ったという事例がございます。 

○長井まさのり委員 ありがとうございます。この

助成金をきっかけにしてニーズの掘り起こしとと

もに、マッチングクリエーターの役割も大変重要

となりますけれども、５年度、６年度のマッチン

グクリエーターの実績はどうか、伺います。 

○企業経営支援課長 令和５年度の年間の訪問件数

が１，２２２件、令和６年度は２月末時点で１，

４４５件となっております。 

○長井まさのり委員 実績も増加傾向となっており

ます。この事業承継の助成金が開始されると、相

談件数がますます増えることも予想されます。マ

ッチングクリエーターの育成とともに、拡充も視

野に入れていっていただきたいと思いますけれど

も、いかがでしょうか。 

○企業経営支援課長 現時点では、５名で問題なく

業務を遂行できている状況です。ただ、長井委員

おっしゃいますように、今後については事業承継

の新しい取組も始まりますので、そういった新た

な対応が必要になった場合には、業務量を見極め

ながら適宜増減について判断するとともに、事業

内容に合致した人材確保できるように努めてまい

ります。 

○長井まさのり委員 対象は親族間承継、社内承継

とあり、Ｍ＆Ａは対象外となっております。そう

した御相談があった際は関係機関に丁寧につなげ

ていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○企業経営支援課長 長井委員おっしゃいますとお

り、Ｍ＆Ａを考えている事業者もおります。その

際には、初動での相談対応を行った上で事業承

継・引継ぎ支援センターなどの適切な専門機関へ

つなげてまいります。 

○長井まさのり委員 分かりました。私もこれまで

事業承継で御相談を受けたことがあります。こう

した助成金をきっかけに、企業の若返りにもつな

がっていくのかなと思います。どうか丁寧によろ

しくお願いいたします。 

  続いて、学校給食費について伺います。 

  あらましの２０ページでございます。 

  １人１食当たりの増額の記載がありますけれど

も、これは小・中学校ではいかがでしょうか。 

○学務課長 小学校では低学年３１０円、３・４年

生で３３０円、５・６年生３５０円、中学生は４

１５円ということで、３８円から大体５３円ほど

の値上げをする予定でございます。 

○長井まさのり委員 この上げ幅は物価高騰に対応

するためどのような基準で決めているのか伺いま

す。 

○学務課長 今回の令和６年から７年にかけての値

上げですけれども、主なものはやはり米の高騰と
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いうところで、大体値上げ幅の６割以上がお米の

値上げ分に当たっています。あとは、１割は牛乳

の値上げ見込みですとか、果物ですとか、そうい

った形で積算をしたものです。 

○長井まさのり委員 分かりました。関連しておい

しい給食について伺います。 

  平成１９年からの取組でございますけれども、

開始当時の残滓率とともに、これまでの残滓率の

推移、効果も含めて伺います。 

○学務課長 平成１９年からこの取組を始めて、２

０年度の残滓が３８１ｔございました。そこから

令和５年の残滓が１１２ｔまで減っておりまして、

約７割減となってございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。７割減、１１

２ｔですね。３８１ｔからかなりの減少の効果が

出ているかと思います。本当に減少した分、子ど

もの栄養につながりましたと、こないだ課長が元

気におっしゃっておられましたけれども、おいし

いにはやはり訳があると思います。これまでの学

校の好事例、栄養士、また、調理師の御努力もあ

るかと思いますけれども、それについてはいかが

でしょうか。 

○学務課長 やはり足立区では天然だしや食材にこ

だわって、子どもたちの絶対音感ならぬ絶対味覚

というのを身に付けさせることをやっております。

その中では栄養士たちが本当に努力していまして、

お米の水加減ですとか、いろいろな取組をしてい

ただいている、その結果だと思います。 

○長井まさのり委員 分かりました。残滓の経年変

化を見ると、小学校と比較し、中学校の残滓率が

若干高いのかなと思いますけれども、これはどの

ように分析し、今後の対策についてはいかがでし

ょうか。 

○学務課長 小学校から中学校に上がるときに必要

なエネルギー量がやはり増えるということで、量

がどうしても多くなる傾向がございます。また、

中学生になるといろいろ教室を移動してというこ

とで準備に時間が掛かったりということで、そち

らも原因の一つかなと考えております。こちらは

残滓率だけ見ていくのではなくて、おいしく楽し

く食べられるような、そんな取組を引き続き続け

ていきたいと考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

  昨年、食育月間の６月に民間企業とのコラボ商

品も販売し、大変好評だったと思います。ほかに

もレシピ本やミールキットの販売、おいしい給食

の映画など様々な取組を行ってきました。私もこ

のレシピ本を購入させていただきました。大変人

気で、当日伺ったときにはもう売り切れていて、

上の本屋にまで買いに行ったぐらいでありますけ

れども、給食も非常にカラフルに飛んでいて、小

松菜のクリーム煮のスパゲティであったり、カッ

プケーキ、それから大豆と野菜のスープという、

大変豪華なメニューがあったりとか、また、中華

おこわ、それから春雨入り肉団子スープ、杏仁豆

腐、これはもはやレストランみたいなすごい豪華

な給食で大変うらやましいなと思いますけれども、

レシピ本の評判なんかはいかがでしょうか。 

○学務課長 まず、御購入ありがとうございます。

こちらですけれども、早速増刷が決まっておりま

して、売行き好調なのかなとうれしく思っており

ます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  令和５年に実施したアンケートでは、小学６年

生の９７％、中学２年生の９５％が「給食がおい

しい」と回答があります。ここに至るまでは大変

多くの積み重ねた歴史があるかと思いますけれど

も、今振り返ってみて御感想はいかがでしょうか。 

○学務課長 まず、残滓率を全国共通で測るという

ところからいろいろな御意見はあったかと思うん

ですけれども、今では区全体で学校の先生たちと

協力しながら、おいしい給食の取組を進められて

いると思います。 
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○長井まさのり委員 ありがとうございます。今後

もおいしい給食を食べて健康に育っていただきた

いという願いを込めて、どうかよろしくお願いい

たします。 

  次に、不登校児童生徒への支援について伺いま

す。 

  あらまし４０ページで、小・中学校で令和５年

度一気に増加しております。改めて、どのような

分析か、６年度の状況はどうか、伺います。 

○教育相談課長 正確な数値につきましては、７月

の文教委員会で御報告することとなりますけれど

も、これまでの学校からの報告によりますと、前

年度より若干減少傾向にあるのではないかと分析

しております。 

○長井まさのり委員 また、不登校児童生徒の推移

で令和４年から５年、小学校でプラス２０１人と

なっております。学年別を見ると、１年生から３

年生の合計で前年比プラス９６人となっており、

低学年での不登校の増加が課題となっております。

その要因は何と考え、また、令和６年度の低学年

の不登校状況はいかがでしょうか。 

○教育相談課長 申し訳ありません、学年ごとの人

数につきましては、まだ数字が固まってからとな

りますので数字は出ておりませんけれども、小学

校の不登校の要因といたしましては、そもそも原

因が明確ではない、学校に行く気力がない、家庭

環境によるものなど、いろいろ多様化しているよ

うな状況でございます。単純に要因を区分するの

は難しいと考えております。 

○区長 学校現場の先生や教育委員、校長先生経験

者のお話を伺ったことがございます。この低学年、

特に１年生で増えていることについて。やはり幼

稚園、保育園でのコロナで様々な行事が中止にな

ったりしたことによって、何かを我慢したり、一

緒に友達と交流をしていくというような、今まで

やってきたことの経験というものがコロナで乏し

くなってきているということも一つ考えられると

いうようなお話はございました。 

○長井まさのり委員 ありがとうございます。 

  登校支援につきましては、登校サポーターの役

割も大変大きいかと思います。お迎え支援は負担

が大きい一方で、活動時間が短く、人材が集まり

にくいという課題があったかと思いますけれども、

待遇面の改善などについてはいかがでしょうか。 

○教育相談課長 登校サポーターの待遇についてな

んですが、令和６年１２月から従事時間を拡大す

ることを変更いたしまして、長く活動できること

によって人材の確保に努めております。現在、人

材につきましても１４０人ほどおりますので、ほ

ぼほぼ充足しているような状況でございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。そうしたこと

を踏まえて不登校に関する実態調査となるかと思

いますけれども、どのような体制で、また、スケ

ジュールで行うのか伺います。 

○教育相談課長 スケジュールですけれども、まず

は今年度中に教育相談課とつながりのあるチャレ

ンジ学級やあすテップに通っているお子さんに対

してアンケートを実施しております。そのプレ調

査を踏まえて、来年度令和７年度に本調査を実施

する予定でございますが、一応スケジュールとい

たしましては、９月に本調査を実施する予定で進

めております。 

○長井まさのり委員 分かりました。先ほど区長か

らコロナの影響も多分にあるというお話もござい

ましたけれども、しっかりこのアンケートを通し

て実態を把握して今後の支援策に生かしていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  また、令和５年度中学１年生で新たに不登校と

なった生徒数は何名でしょうか。 

○教育相談課長 中学１年生で新たに不登校になっ

たお子さんは１８８人でございます。 

○長井まさのり委員 中１ギャップということで、

１８８人も新規に不登校が増加しております。学



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 １５  

 

年では２５１人となっていますけれども、私も小

学校の卒業式に伺わせていただきますけれども、

最上級生として６年間過ごした学校を後輩に託し

て晴れやかに卒業する姿を目の当たりにいたしま

す。そしてまた、中学校の入学式となるわけでご

ざいますけれども、少し大きめの制服を来た子ど

もたちが緊張し、少し不安な気持ちも抱きながら

も、新たな出発に目を輝かせている姿を拝見いた

します。しかしながら、その数か月後には様々な

状況から不登校となってしまう。先ほど１８８名

の増加とありましたけれども、中学校全体で９６

０人の不登校でございます。やはり中学１年生の

ときの初期対応、また、居場所づくりが大変重要

になるかと思います。これまでの対策、そして今

後についてはどうなのか伺います。 

○教育相談課長 長井委員おっしゃるとおり、やは

り未然防止に力を入れていくことが重要だと考え

ております。それにつきましては、中学校で順次

拡大しておりますＳＳルームも含めまして、あと

は、こちらで登校サポーターを別室に配置してお

りますので、その辺のまずはお教室に入れないお

子さんであっても、別室で対応できるような形で

不登校にならないような仕組みを進めていきたい

と考えております。 

○長井まさのり委員 荒川区では、不登校支援ガイ

ドラインというのを作成しております。区内の不

登校の現状をはじめ、未然防止、早期支援の取組

や各種相談先、また、様々な支援メニュー、施設

の一覧、出席の取扱いについて、また、不登校児

童生徒の成績評価など、教員や保護者にも分かり

やすく、よくまとめられておられます。 

  当区としても、登校支援ガイド、こちら我が党

の吉田委員も提案をして作成していただきました。

これは大変コンパクトにまとめられておりまして、

これはこれで大変使いやすいガイドであるかと思

います。一人一人に応じた適切な周知と支援を行

っていくことは大変重要でございます。当区とし

ても、この不登校対応マニュアルのひな形を配布

し、各学校で活用していると思いますけれども、

荒川区のように不登校支援ガイドラインとして分

かりやすく、保護者向けにも教育委員会として何

かまとめてあるものはあるんでしょうか。 

○教育相談課長 現在、荒川区で作成しているよう

なガイドラインというのは足立区は特に作成して

おりませんが、先ほど長井委員からおっしゃって

いただきました不登校対応マニュアル、各学校で

作成しているものがございますので、その辺の中

身を見直すなどして、分かりやすいものになるよ

うに努めていきたいと考えております。 

○長井まさのり 分かりました。荒川区のガイドラ

インと比較すると、当区の不登校対応マニュアル

には施設一覧など一部掲載されていない項目もあ

りますので、今後はしっかり追加をしていってい

ただきたいと思います。 

  このマニュアルはそもそも学校が使用するもの

であり、保護者には別途分かりやすくする必要が

あります。我が党水野議員から不登校ポータルサ

イトの構築を要望しました。現在の進捗はどうか、

伺います。 

○教育相談課長 不登校ポータルサイトにつきまし

ては、区のホームページにアップするように今準

備を進めているところでございます。もう間もな

く、早ければ今月中、遅くてもゴールデンウイー

クまでには立ち上げができるように進めていると

ころでございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。荒川区のガイ

ドラインを参考にしながら、当区としても今後構

築するポータルサイトにしっかり反映していただ

きたいと思いますので、どうかよろしくお願いい

たします。 

  話は変わりますけれども、自転車用ヘルメット

について伺います。 

  自転車用ヘルメットの助成期間は令和８年３月

末までとなっております。これまでの実績はどう
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か、伺います。 

○交通対策課長 令和５年度は１万４，８５３件で

す。令和６年今年度につきましては、まだ店舗の

ほうから集計が来ていませんので分かりませんが、

スタート自体の年度よりも減少傾向でございます。 

○長井まさのり委員 このＳＧマークのヘルメット

で、保証期間は大体通常どのぐらいでしょうか。 

○交通対策課長 有効期限ですけれども、衝撃吸収

剤の部分、発泡スチロールの部分がだんだん劣化

してきますので、有効期限３年と言っています。 

○長井まさのり委員 有効期限３年ということで、

ヘルメットの価格も物によっては高騰している状

況もございます。この保証期間やヘルメットを使

用するタイミングも、子どもの年代が上がってく

れば交換も必要となります。令和８年３月末以降

も対応できるような補助制度を構築していただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○交通対策課長 令和５年３月からスタートしまし

て、保証期間の終わる頃には有効期限も切れます

ので、今後、２回目とか、保証期間を延ばすかど

うか検討してまいりたいと思います。 

○長井まさのり委員 分かりました。保証期間延長

に向けてしっかり検討していただきたいと思いま

す。 

  次に、地下鉄8号線について伺います。 

  コロナ前には、地域で誘致の促進大会を開催し

てきました。地元地域の機運醸成の意味からも、

過去に実施していたような取組も必要ではないか

と、議長をはじめ、他の議員からも要望がありま

した。その後の進捗はどうか、伺います。 

○交通対策担当部長 今現在、令和５年から八潮よ

りも北側の期成同盟会に参加させていただいてい

る状況ではございますが、やはり地元地域の機運

を醸成していくというのが非常に重要だというこ

とを改めて感じているところでございます。地元

の皆さんとも相談しながら、来年度から何かでき

ないかということで今準備をしているところでは

ございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。地下鉄８号線

ニュースも作成をしていただいて、２月に発行し

ていただきました。地元の機運醸成の意味からも、

定期的な発行をどうかよろしくお願いいたします。 

  それでは、時間も迫ってきましたので、インク

ルーシブ遊具施設について伺います。 

  昨年第２回定例会我が党の代表質問で、区内の

適正な場所に偏在なく設置できるよう、インクル

ーシブ遊具施設の配置計画を作成すべきと要望し

ました。その後の進捗はどうか、伺います。 

○パークイノベーション推進課長 現在、既存の施

設の地図帳に落とし込みまして、空白地帯の把握、

広場の大きさや駐車場の有無などを設置する際の

諸条件を整理しております。答弁にありましたよ

うに、令和７年度の作成を目指して作業を進めて

いる状況でございます。 

○長井まさのり委員 現在整備中の六町２号公園は

７，２００㎡と、六町地域では大きな公園でござ

います。広い敷地でもあり、インクルーシブ遊具

を設置してほしいとの近隣の保護者の方から御要

望もありました。これまで要望を重ねてきました

けれども、いかがでしょうか。 

○パークイノベーション推進課長 現在、六町２号

公園では、背もたれのあるようなブランコといっ

た単体の遊具でのインクルーシブ遊具の設置を検

討しております。 

○長井まさのり委員 分かりました。是非よろしく

お願いいたします。 

  また、この六町地域はじゃぶじゃぶ池の空白地

域でもあります。かねてから噴水やミストなど、

水遊びの施設を要望してきました。地域には幼稚

園や保育園などがあり、子育て世帯も増加傾向で

あります。その後の水遊び施設の進捗はどうか、

また、高齢者の健康器具の要望もありましたが、

併せて伺います。 

○パークイノベーション推進課長 水施設の整備の
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方針ですけれども、現在２号公園で、従来のじゃ

ぶじゃぶ池ではなくて、噴水型といいますか、そ

ういったような水施設の整備を検討しております。

また、健康遊具に関しましても、設置の方向で検

討を進めている状況でございます。 

○長井まさのり委員 地域の声を聞いて、魅力ある

公園となるよう、どうか整備を進めていただきた

いと思います。 

  綾瀬川遊歩道も２月に開設をいたしました。川

沿いをウォーキングする方や犬の散歩をする住民

も増えてきました。また、真夏では遊歩道に日陰

がないため、綾瀬川に隣接するこの公園に日陰の

場所をつくっていただきたい、そうした御要望も

ありました。環境整備を求めますが、いかがでし

ょうか。 

○パークイノベーション推進課長 パーゴラなど日

陰ができるような施設を公園内に設置して、休憩

スペース等を整備していくように検討しておりま

す。 

○長井まさのり委員 是非よろしくお願いいたしま

す。 

  また、この遊歩道には街路灯がないため、夜は

若干暗いかなという感じがいたします。隅田川テ

ラスというのは足元のところに足元灯が設置して

ありますけれども、こうした足元灯も今後設置し

ていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

また、安全・安心のためには、防犯カメラなども

将来的に設置していただきたいと思いますが、要

望しますが、いかがでしょうか。 

○事業調整担当課長 現在のところ、東京都からは

遊歩道内に照明灯を付ける予定はないと伺ってお

りますが、今の長井委員の御発言につきましては、

私から東京都に伝えたいと思います。 

○長井まさのり委員 防犯カメラも含めて、要望の

ほうもよろしくお願いいたします。 

  最後に、六町駅前の六町公園がございますけれ

ども、これまで防犯カメラ設置の要望をしてきま

した。ダミーのカメラは設置してあるんですけれ

ども、昨年の交通安全運動週間の際、テント内が

いたずらをされたんですね。そして地域の方、ま

た、ろくまるの方からも相談があって、しっかり

防犯カメラを整備してもらいたい。多分ダミーの

防犯カメラということが分かっていると思います。

この現場もしっかり見ていただいて要望しました

が、その後の進捗はどうか、伺います。 

○安全設備課長 我が課で防犯カメラを現在設置し

たところでございます。１７日の週に東京電力の

電気の接続を行って、通信の調整を行って、その

後に防犯カメラが始動するというような状況でご

ざいます。 

○長井まさのり委員 分かりました。地域の安全の

ためにどうか引き続きよろしくお願いいたします。 

  以上で終わります。ありがとうございました。 

○石毛かずあき委員 後半を担当させていただきま

す公明党の石毛かずあきです。どうぞよろしくお

願いいたします。 

  過去の大規模震災の影響とその被害を振り返り

ますと、１９９５年１月に発生しました兵庫県南

部を震源として直下型地震、神戸などで震度６を

観測いたしましたが、この阪神・淡路大震災では

６，３４３人という尊い命が奪われました。地震

による直接的な死者数は５．５０２人、このうち

約８８％の４，８３１人が住宅、建築物の倒壊や、

また、家具の転倒等による圧迫死であったため、

建築物の耐震基準や家具の固定が重視されるきっ

かけとなりました。また、１９８０年以前に建設

されたコンクリートの橋梁が崩壊したことで、耐

震改修法の制定、耐震診断、改修促進のための支

援措置が設けられてまいりました。 

  ２０１１年３月ですが、三陸沖を震源とする気

象庁観測史上最大の地震と言 われまし

た東日本大震災では、宮城県で震度７を観測し、

その近県４県では震度６強を観測して、北海道か

ら九州にかけて広い範囲で強いずれを観測いたし
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ました。多くの地域で大津波による被害が最も多

く、特に高い津波が到来した宮城県、岩手県、福

島県では、人的被害の９割を超える被害となりま

した。 

  実は内陸市町村においても、建築物の構造部材

や非構造部材等の部分的な損傷によって、庁舎や

体育館、避難所や病院、共同住宅等で、震災後に

継続使用ができなくなるほどの建築物に大きな被

害が発生いたしました。地震動による建築物の被

害に関し、旧耐震基準で建てられたものも多かっ

たといいます。 

  そこでお伺いをいたします。 

  耐震化率を上げる問題は全国的な課題ともなっ

ておりますが、足立区は令和３年１１月に定めた

住宅耐震化率の目標の達成のために、住宅所有者

に対して戸別訪問等を実施しながら住宅の耐震化

の意識啓発や、また、その相談体制、情報提供を

行って、令和１３年度にかけて耐震化を強力に進

めていると思いますが、現状をお伺いいたします。 

○建築防災課長 区では、令和７年度末までに耐震

化率を９５％まで引き上げられるよう、耐震診断

士や工事施工者の協力を仰ぎながら取組に努めて

いるところでございます。特に令和５年度から３

年間は、診断費用や工事費の助成の大幅な拡充を

行っているところでございます。診断士や施工者

の方々には精力的に業務を進めていただいて、実

績も順調に積み上がっている状況でございます。 

○石毛しげあき委員 ありがとうございます。 

  平成２６年に発生した熊本地震では、約２，０

００キロ指定されていた緊急輸送道路の橋梁及び

緊急輸送道路をつなぐ橋梁に被害が生じて、約５

０か所で通行止めとなるなどの影響により、救援

又は物資輸送が困難になったことや、その後の早

期復旧できない事象というものが発生したと聞い

ています。また、旧耐震基準の建物に加え、２０

００年以前に建築された新耐震基準の木造建築の

一部でも倒壊等の被害が確認されております。今

後、南海トラフ地震や首都直下地震などの大規模

地震は近い将来の発生の切迫性が指摘されており

ます。大規模地震から区民の皆様の生命とそして

財産等を守るためには、住宅や建築物の耐震化を

図ることが重要であり、在宅や建築物を所有する

方々が自らの問題として意識して耐震化に取り組

んでいただくことも重要と考えます。 

  新耐震基準であっても、令和６年４月より、１

９８１年６月１日から２０００年５月３１日に建

築された木造住宅、いわゆるグレーゾーン住宅に

ついては、耐震化をすることによって倒壊を防ぐ

だけではなく、居住継続性を高めることにつなが

るともいわれておりますので、今後の区の取組に

期待をしますが、これらグレーゾーンの住宅の建

築物についての耐震化に向けての取組について、

今後どのように推進するのか、お伺いをいたしま

す。 

○建築防災課長 いわゆるグレーゾーン住宅につき

ましても、旧耐震の住宅と同様に、令和６年から

診断費と工事費の助成を開始しております。それ

に合わせて周知にも努めているところでございま

す。比較的新しいと考えているグレーゾーン住宅

の助成件数は今まで大して伸びないのではないか

と考えておりましたが、現在のところ、積極的な

制度活用をいただいている状況でございます。 

○石毛しげあき委員 区では、耐震化に要する所有

者の費用負担の軽減のため、耐震診断や耐震改修

等に対する補助制度の充実を図ってまいりました。

令和７年度の災害対策基金のうち、建築物耐震化

促進事業について、昨年度より１億円を増額し、

事業を進めるとしておりますが、今後の想定、ま

た、見解などございましたらお伺いをいたします。 

○建築防災課長 令和５年度と６年度は目標を上回

る実績となっております。令和７年度も拡充期間

の最後の期間ということで、更に気を緩めること

なく診断士や施工者の方々の御協力をいただきな

がら、実績を高められるよう取り組んでいきたい
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と考えております。 

○石毛しげあき委員 住宅の耐震化を緊急に促進す

るため耐震重点区域を定めて、２０００年より前

に建築された２階建て以下の木造建築を優先的に

実施していて、住宅所有者に対しては戸別訪問、

ポスティングによる耐震化の必要性等を説明し、

助成制度の周知や、また、耐震改修等に向けての

意識啓発を図り、耐震化工事の実施につなげてい

く取組をされておりますが、このような特定区域

や対象建築物等についてはどのように決めていっ

たのか、また、建築関連団体との打合せなどもあ

って決めたのか、その点をお伺いいたします。 

○建築防災課長 特定地域に関する御質問だと思い

ますが、特定地域につきましては、不燃化特区を

中心とした建物倒壊危険度の高い地域で都市火災

が発生した場合を想定して、延焼遮断帯となる幹

線道路や鉄道、河川で囲まれた区域を特定地域と

して区が独自に定めているものでございます。 

○石毛しげあき委員 今後なんですが、築４０年を

超えるマンション等の物件も２０年後には現在よ

り３．４倍に増える見込みと聞いています。また、

既に外壁などが傷んでいるような、今後管理不全

となるおそれのあるマンションや、また、管理組

合や自治会などが機能不全となり、再生に取り組

むことが困難となりそうな、そうしたマンション

が今後増加すると思われます。早期の対策が必要

であると考えるんですが、区ではどのような対応

を考えているのか、お伺いをいたします。 

○住宅課長 石毛委員がおっしゃるとおり、早期の

対応は、今後のマンション施策で大変大切なもの

だと考えております。現在区では、マンション管

理セミナーや相談会、マンション管理士の派遣を

行っておりまして、その都度早めの修繕が大切で

あることをお伝えしております。今後は、こうし

た取組を各マンション管理組合の管理計画認定取

得につなげていくとともに、都条例に基づく管理

状況届出制度というのがございますので、その中

で早期に課題があるマンションを把握し、専門家

の派遣、アドバイスにつなげてまいりたいと存じ

ます。 

○石毛しげあき委員 先般、国がマンションの管理

再生の円滑化等のための法制案改正を閣議決定し

て通常国会に提出したそうです。これは老朽マン

ションの増加に備えて、例えば所有者が建て替え

や一棟丸ごとのリノベーションを決める際の条件

について賛成決議の要件を緩和するということな

んですね。法案が賛成すると、２０２６年４月か

ら施行される予定らしいので、この辺の国の動向

も注視していただきたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

  令和６年の能登半島地震により被害を受けた木

造住宅については、居住者が御自身で住宅の状況

チェックの上、そのまま住み続けてよいか、専門

家に相談したほうがいいのか、どちらかを判断す

る方法を整理してパンフレットを作成したと聞い

ています。また、居住者から相談を受ける専門家

向けにも、木造建築物の被害に即した被害度区分

判定と、復旧における留意事項等の解説を取りま

とめているようです。耐震基準を知りたい方や御

心配されている方が、耐震基準とは何だろう、ま

た、新旧の耐震基準についてや、なぜ耐震基準が

必要なのか、そうしたこと等々、耐震基準の確認

方法とともにこうした情報提供も行っていただけ

ればと思うんですが、いかがでしょうか。 

○建築防災課長 区では、耐震診断士や建築士が耐

震対策を説明するとともに、個別相談をお受けす

る耐震説明会、個別相談会を行っております。令

和６年度は３０回ほど開催させていただきました。

その説明会、個別相談会では、区民や建物所有者

に対し耐震に関する情報提供を行っており、令和

７年度も継続して実施していく予定でございます。 

○石毛しげあき委員 今後ともどうぞよろしくお願

いいたします。 

  次に、道路陥没防止策について何点かお伺いを
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させていただきます。 

  衝撃的な埼玉県八潮市で発生した大規模な道路

陥没事故は、周辺の住宅まで陥没が広がるのでは

ないかという、そうした危険性があったため、周

辺住民の方々に避難を要請して、また、１２市町

村に下水道利用の自粛や節水の協力要請、当区で

も一部地域で影響を受けましたけれども、今後５

０年を経過した管路が急増するといわれています。

管路というのは地下に埋設されている管のことな

んですが、皆様が暮らしているまちを安全で快適

にするために汚水を処理施設まで運んで、また、

雨水を川や海へ放流しています。その管路ですが、

４０年を経過すると陥没の発生割合が急増すると

もいわれております。 

  神奈川県藤沢市の例なんですが、いち早く緊急

点検に乗り出して、１月３１日から２月１０日に

かけて下水管管内の状況や道路の空洞を調査しま

した。危険がある地域を可視化して地図で示す陥

没ポテンシャルマップというものを活用して、効

率的な調査、修繕につなげるなど、対策に力を入

れていると伺っています。全国で道路陥没の発生

数が毎年増加する中で、藤沢市は定期的な下水道

管点検と道路の空洞調査にこの陥没ポテンシャル

マップを活用して、発生件数を大きく減らすこと

に結び付けているといわれています。 

  足立区でもジオサーチと連携していたと思うん

ですが、こうした陥没ポテンシャルマップを活用

しているのかどうなのか、まずお伺いをさせてい

ただきます。 

○道路整備課長 足立区も令和元年から３年までの

間で、石毛委員の御発言のありましたジオサーチ

とで調査をお願いしておりましたけれども、陥没

ポテンシャルマップというのは活用しておりませ

んでした。危険がある箇所に絞ったという視点で

は、足立区の中では、古い下水道管のある地域で

すとか、あとは交通量の多い都市計画道路、バス

路線、こういったところに絞って調査をしている

ような実態です。 

○石毛しげあき委員 この陥没ポテンシャルマップ

というのは、路面下の空洞調査を手がけるジオサ

ーチ、先ほどおっしゃっていましたけれども、そ

れと東京大学と市が連携して開発したようなんで

すね。２０１９年５月から運用しているようです。

具体的には、藤沢市全体を陥没につながる４項目

の要因に分けて評価して色付けをしているそうで

す。多く当てはまるほど陥没の可能性、ポテンシ

ャル値というものが高まってきて色が色濃く表示

されるようになって、一目でその危険度も分かる

ようなんです。この調査の優先度が判断しやすく

なっているとも聞いております。 

  藤沢市の道路維持課の担当者が言うには、ポイ

ントを絞り、効率的に調査できたことが道路陥没

発生数の減少につながったとのことです。この陥

没ポテンシャルマップを活用して、可能性が高い

と評価された生活道路と埋設された下水管を中心

に早期から調査、修繕を行って、道路の陥没の防

止をすべきと思いますけれども、その点いかがで

しょうか。 

○道路整備課長 危険性の高い箇所に絞り込んで調

査、補修を行っていくというのはとても効率的な

ことであると認識します。まずは、陥没ポテンシ

ャルマップというものにつきまして、事例調査を

いたしまして、いいものであれば活用していくよ

うな姿勢で検討してまいりたいと思います。 

○石毛かずあき委員 ありがとうございます。この

たび八潮市の陥没した道路というものは、３年前

の２０２１年度に点検した場所で陥没事故が発生

していると報道でも聞いております。下水の管理

は東京都であるということは当然認識しているん

ですけれども、多くのインフラが４０年、５０年

を経過していますので、その老朽化対策やメンテ

ナンスの取組に力を入れていかなければならない

と思います。 

  現在、都市部の下水管の定期点検は５年に一度
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以上となっておりますが、定期点検の頻度はそれ

でよいのか、また、今回のような地下１０ｍぐら

いの深さにある管路の点検技術の改良についても、

国や東京都に対策を考えてもらいたいと思います

が、今現状、待ったなしの状況ともいわれており

ます。ですので、足立区においても、道路の陥没

防止に向けた上下水道の強靱化や、また、定期点

検の内容の見直しを行うべきかと思うんですけれ

ども、その点いかがでしょうか。 

○道路公園管理課長 八潮市の道路陥没事故を踏ま

えて、現在、国土交通省が対策検討委員会を設置

して、重点的に点検を行う対象や頻度、技術など、

点検の在り方、また、今後の施設の維持更新や再

構築、それらを支える制度の在り方を検討してお

ります。今後、国の通達等に基づきまして、下水

道局等に点検を含む維持管理に関する要望を行う

と考えております。 

  また、政府が来年度から始まる国土強靱化新計

画の策定に向けた有識者会議を開催しておりまし

て、上下水道の集中的な修繕や更新を重点施策に

盛り込む方針を示しております。今後の動向を注

視してまいりたいと考えております。 

○石毛しげあき委員 ありがとうございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

  次に、話ががらっと変わるんですが、現在、気

象庁が発表している台風情報の配信というのが、

熱帯低気圧が２４時間以内に最大風速１７ｍ以上

の台風に発達すると予想した段階で発表を始めて

いるようなんです。そして、よく天気予報の解説

にも出てきます予報円を用いて、台風の位置情報

や進路を配信しています。 

  そこでお伺いをいたしますが、気象庁が２４時

間前から発表している台風の発生予想を７日前に

早めるとしています。これは予測技術が高まって

きたことと、東京都や足立区でもそうなんですが、

自治体や産業界が早めの対策がとれるようにする

ため、発生予想を早めたとのことなんですね。更

に１か月先に台風が発生する地域や確率を示す情

報も導入するとのことなんです。５年後の２０３

０年をめどに運用を始める予定とのことなんです

が、このように早い段階でリスクを周知する狙い

には、例えば足立区の避難所の開設準備だったり、

また、住民の皆様の防災行動を促す、そのほかに

も考えられることが企業や事業者に対する産業界

のニーズにお応えすることにあると考えられるん

ですが、その点、産業経済部長、御見解がありま

したらお聞きいたします。 

○産業経済部長 台風の位置情報、進路予報が１週

間ほど早まりますと、例えば思い付くところです

と、小売りですとか飲食業なんかでは仕入れの量

を調整したりとか、建設業ですと工事の作業工程

を調整して人員の確保、それを調整するとか、交

通機関もやはり人員の確保と調整とか、そういっ

たところでメリットはあると思います。 

○石毛しげあき委員 気象庁がヒアリングした建設

業界の団体からは、１から２週間前から台風の情

報があると資材を運ぶ計画の見直しができたり、

また、工期への影響を最小化できると言っている

そうです。 

  また、船舶を用いる工事や、コンクリートを流

し込む作業の日程変更にも役立つと評価をしてい

るそうなんですね。また、バス及びタクシー等に

ついては、住民の皆様の避難輸送や被災した鉄道

の代替輸送を担っていますので、こうした大型台

風等の自然災害においては重要な役割を果たしま

す。そこで、被災前に行う避難輸送をはじめとす

る災害対応について危険が伴うことから、事前の

準備、関係者間の連携、そして安全な運行に必要

な情報収集などが重要であって、こうした気象庁

の情報は様々な活用が考えられているところです。 

  気象庁は、台風の発生する見込みを早めに伝え、

自治体や企業の備えに役立つ情報に改善したいと

も言っておりますので、区内においても、個人事

業主からまた企業団体に、こうした有効な気象情
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報の配信についても、今後、気象庁の動向を注視

していただいて、運用が開始されるときには、区

内に広く早く周知できるような体制を整えていた

だきたいと思いますが、その点いかがでしょうか。 

○産業経済部長 そのような企業にとってもメリッ

トになることですので、そういった情報について

お知らせするように努めてまいります。 

○石毛かずあき委員 ありがとうございます。 

  次に、足立区の豪雨対策について何点かお伺い

したいんですけれども、近年、気候変動によって

激甚化・頻発化する豪雨、いわゆるゲリラ豪雨と

言われる雨への対応が求められております。昨年

７月３１日の豪雨の際には、板橋区では記録的な

短時間大雨情報が発表されたと聞いています。足

立区においても大雨警報が発表されました。 

  そこでお伺いしますが、区においては、大雨が

予想される気象情報についてどのように収集して

いるのか、お伺いをいたします。 

○事業調整担当課長 足立区におきましては、気象

庁の発表する情報に加えまして、株式会社ウェザ

ーニューズ社とＣｅＭＩ（セミ）の２社と契約し

て、気象情報の提供を受けているところでござい

ます。 

○石毛しげあき委員 いわゆるゲリラ豪雨と言われ

る雨は短時間で、また、局地的に降るため、その

予測は大変難しいといわれていると思いますけれ

ども、こうした急な雨への対応を足立区としては

今後どのように行っていくのか、また、行ってい

るのか、その点をお伺いいたします。 

○事業調整担当課長 足立区において、勤務中であ

れば、都市建設部は大気が不安定というような気

象情報があった場合には、その最新に注意を払っ

ているとともに、東西の道路公園維持課などは現

場への出動の準備の体制を整えるなどしておりま

す。 

○石毛しげあき委員 例えば勤務時間外の対応につ

いてはどのようになっているのか、ちなみにお伺

いをさせていただきます。 

○事業調整担当課長 都市建設部において水防計画

というのを作成しておりまして、それに沿って毎

年時間外に集まれる緊急配備体制を班ごとに人員

を定めておりますので、そういった者を参集する

ということになっております。 

○石毛かずあき委員 ありがとうございます。今後

ともどうぞよろしくお願いいたします。 

  昨年７月３１日にはどのような体制だったのか、

また、区としてどのような対応を具体的に行った

のか、お伺いをいたします。 

○事業調整担当課長 昨年７月３１日のときは、足

立区にも大雨警報が発表されましたのが１８時５

１分でした。発表された時間に水防本部を設置い

たしまして、夜間の緊急配備体制、先ほど申し上

げました班員の出動に連絡をとったところでござ

います。また、この日は時間が１８時５１分だっ

たということで、庁内に残業で残っている職員が

かなりおりましたので、都市建設部内の今いる職

員の中で、残業している対応可能な職員に、現場

での巡回をその場で指示して対応したところでご

ざいます。 

○石毛しげあき委員 ありがとうございます。お答

えありがとうございました。 

  先ほどもお伝えしましたけれども、今後どのよ

うなゲリラ豪雨が発生するか分かりませんから、

もし、７月３１日以上のそうしたゲリラ豪雨が発

生したと想定していた場合、どのような対応を区

としては、今回の件も含めてなんですけれども、

教訓として対応しようとしているのか、お伺いを

いたします。 

○事業調整担当課長 昨年の７月は職場にいた都市

建設部の職員で対応が可能な状況でしたけれども、

今後、今、石毛委員おっしゃったとおり、もっと

ひどい雨になるということは当然考えなければい

けないので、都市建設部以外の庁内にも応援して

いただけるような体制づくりについて検討してい
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きたいと考えております。また、緊急配備体制の

職員も、近隣に住んでいる者がバランスよく配置

されるか、こういったものを見直しもきちんとや

ってきたいと思います。 

○石毛しげあき委員 ありがとうございます。引き

続きどうぞよろしくお願いいたします。 

  下水管の能力を超えた雨水が窪地などにたまる

ことで浸水する内水氾濫、そうした可能性も当然

ありますし、高まっております。現在の足立区の

ハザードマップを見ますと、内水氾濫と中小河川

の氾濫を合わせたハザードマップとなっておりま

すけれども、例えば内水氾濫のみのハザードマッ

プが作成されると、全区的な意識啓発にもつなが

ると思うんですが、その辺の必要性も含めてなん

ですが、もし御見解があったらお聞きしたいんで

すけれども。 

○都市建設課長 内水氾濫と中小河川を合わせたハ

ザードマップは、東京都で当時、都市型水害対策

検討会で河川と下水道の連携をしたシミュレーシ

ョンをつくるべきだというもので重ねたものを作

成しております。それを基にしてハザードマップ

を作らせていただいています。ただ、水防法が改

正されたことにより、内水氾濫のものを独自でつ

くるという必要がございますので、今現在、東京

都でその区域図を今検討しているというところを

聞いております。今後、国の動向や東京都の想定

区域図が公表され次第、ハザードマップに独自の

ものを作るというところで検討させていただけれ

ばと思っております。 

○石毛しげあき委員 ありがとうございます。終わ

ります。 

○長沢興祐委員長 続いて、共産党から質疑があり

ます。 

  横田委員。 

○横田ゆう委員 日本共産党の横田ゆうです。午前

中最後の２０分間よろしくお願いいたします。 

  まず、公共交通について質問します。 

  我が党の代表質問でパブリックコメントに寄せ

られた地域の声を最大限生かすべきとの質問に対

して３００名を超える方から御意見をいただいて

おり、足立区の交通課題を早期に解決できるよう

各施策を着実に推進していくと答弁がありました。

区民の意見を反映させ、生かすことはしないんで

しょうか。 

○交通対策担当部長 区民の皆様からいただいた御

意見は貴重な御意見ですので、生かすような形で

取り組んでまいりたいと思います。 

○横田ゆう委員 是非区民の声をしっかりと生かし

ていただきたいと思います。 

  次に、はるかぜ３号は令和５年３月で廃止とな

りましたが、コロナ禍の中でも、１日２４便しか

ないのに、年間８万６，０００人が利用していた

路線です。国際興業は運転手不足が深刻なため廃

止をしました。これを受けて、入谷、伊興、古千

谷本町、舎人地域の８町会・自治会、私をはじめ

地元の議員が一丸となって存続のため区長に申入

れを行いました。 

  区は、運行事業者とヒアリングを行い、結局、

日立交通と新日本交通だけが協働事業として委託

運行補助を行うことになりました。廃止になった

後でも復活してほしいとの声が次々に寄せられて

います。あるはるかぜ３号を利用していた方は、

引っ越してきたところ、主人は不便なところだけ

れども、はるかぜ３号があるから西新井や見沼代

親水公園にも行けると喜んでおりました。３年前

に８０歳になり、事故を起こしては大変と２人で

話し合い、車を手放し、免許も返納しました。そ

の後、はるかぜ３号と舎人ライナーを使い、出か

けるようになりました。それから僅か３年ではる

かぜが廃止になったのです。高齢者はどうしたら

よいでしょうか。 

  また、舎人三丁目にお住まいの方は、病院、商

業施設、特にアリオ西新井に買物、映画、孫や子

どもたちと出掛けることができた大切なバスだっ
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たと、はるかぜ３号は地域の住民の大切な足でし

た。区はこのような方々をどのように認識します

でしょうか。 

○交通対策担当部長 今回のパブコメの中でも、い

ろいろとそうした御意見もいただいております。

しかしながら、はるかぜ３号につきましては、今

ちょうど入谷・鹿浜の地区では足タクもやらせて

いただいているところでもございます。あと、３

号自体の路線もやっぱり長かったということもあ

りまして、この先考えていくに当たっても、そう

したことも含めて、区間を区切って、いわゆる地

域内の交通ということで考えていくということが

重要になってくるかと思いますので、これから、

また伊興の地区の皆さんも少しお話もしておりま

すので、少しずつではありますけれども、取り組

んでいきたいと思います。 

○横田ゆう委員 現在、協働事業を行っている新日

本交通と日立交通に、改めてはるかぜ３号の運行

について申入れを行っていただきたいと思います

が、どうでしょうか。 

○交通対策担当部長 今の２社についても、実は公

式ではないんですけれども、今の状況としていか

がでしょうかという話を伺っております。しかし

ながら、やはりまだ改革途上というんですか、そ

うした状況にございます。一例を挙げますと、運

転手に若い方に入っていただいても、４年、５年

たったところで、これからというところでほかの

事業者に抜けてしまうとかという状況があって、

会社としてもしっかりした、そうした運転手たち

の環境を整えなければいけないということで取組

をしているところなので、３号のところにという

のは難しい状況だという話でございます。 

○横田ゆう委員 打診はしていただいたということ

ですか。実際、昨年１２月にはるかぜ３号を復活

させる会の代表の皆さんと一緒に話合いをしまし

た。協働事業でも、国際興業は存続できないと言

って、そのときにはお断りされましたけれども、

これから新日本交通や日立交通にはまだ望みがあ

ると思っていますので、前向きに先に向けても働

き掛けていただきたいと思います。どうでしょう

か。 

○交通対策担当部長 今の２社については、昨年か

ら３か年ということで、まずは協働事業というこ

とで進めさせていただいております。その中でま

ず７路線については、安定的に継続できるように

ということで取り組んでおりますので、そうした

状況を見ながら、今御意見をいただいている部分

については、定期的にお話をしていくというのは

考えていきたいと思います。 

○横田ゆう委員 分かりました。 

  北区では、２０１６年９月に埼京線浮間舟渡駅

から赤羽駅東口を運行するはるかぜ３号と、やは

り国際興業が廃止になったんですね。その後、１

２年間、粘り強い住民運動があって、日立交通が

請け負い、コミバスが復活しました。このバスは

住民の願いが込もったものですので、乗客と運転

手がお互いに敬意を払い、声を掛け合って気持ち

よく運行しているそうです。足立区でも、はるか

ぜ３号を復活するために粘り強く今後もお話を続

けていっていただきたいと思います。 

  次に、はるかぜ３号はほかの路線とはやっぱり

違っていて、８万６，０００人の乗降客がいた路

線なんです。当初は協働運行がありませんでした

が、今度はこの制度が落ち着いて、はるかぜ３号

も日立交通や新日本交通に少しずつ安定してきた

ら、是非話を進めていただきたいと思います。 

  次に、足タクについて質問します。 

  足タクが開始になった当初、利用者の目標は１

日４０人でした。現在１０人程度の実績で大きく

下回っています。多くの区民に利用してもらうた

めの制度に改善する必要があると思います。現在

の仕組みでは、利用者が４社のタクシー会社に１

件１件電話をして予約をとる制度になっています。

利用する人がまず１社に掛けて断られて、２社目
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に掛けて断られて、３社目でようやく来てくれる

会社が見付かったということです。１回目で予約

がとれるようにならないかという声が寄せられて

います。電話による窓口の一本化をする仕組みを

区が責任を持ってつくるべきではないでしょうか。

区が予約センターをつくり、区民が一度電話をか

ければ、複数の事業者に連絡が行き、手配ができ

る仕組みをつくるべきではないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

○交通対策担当部長 今、実証実験、４月からは本

格ということになるんですけれども、まず今の段

階としては、地域の事業者４社に協力いただいて

いる中での対応になりますので、なかなか難しい

状況でございます。将来的にいろいろなスキーム

を考えて広がっていく中では、そうした利便性の

高いものになっていくというのは、私もそうある

べきかなとは思います。 

○横田ゆう委員 是非いろいろな自治体の例もあり

ますので、そういうところを参考にしながら、何

しろ利用する区民の方が利用しやすいという、そ

こを最優先に考えるという形で制度なども改善を

していただきたいと思います。やはり交通弱者の

高齢者や子育て世帯が利用するわけですから、こ

ういう何度も電話かけるという仕組みではなく、

改善をお願いしたいと思います。 

  ７月下旬に利用者登録をしている方へのアンケ

ート調査では、満足度が高いという結果でした。

しかし、登録をしても利用していない方に、なぜ

利用しないのかという視点でアンケートをとって、

せっかくつくった制度なのですから、多くの方が

利用したい、したくなるような、そういった制度

に改善するべきと思いますが、いかがでしょうか。 

○交通対策担当部長 登録いただいた方にはアンケ

ートをやらせていただいております。その中で御

意見として乗降スポットを増やしてほしいという

ことで、最初２５だったものを５か所増やす等を

やらせていただいたところでございます。また、

使ってない方にどうして使ってないんですかと言

ったら、いざとなったときに使いたいので登録し

たということでいただいているところでもござい

ます。 

○横田ゆう委員 いざというときというのはやっぱ

り数少ないと思うんですね。やはりふだんから多

くの人が使える、そういう制度に改善していくべ

きだと思うんです。そこのところをまた更に今後

検討していただきたいと思います。 

  次は、東伊興、舎人三丁目、古千谷本町は、区

の新たな公共交通サービスのサービス水準が１と

２のところがあります。この地域の住民は、竹ノ

塚西口から寺町を通り、見沼代親水公園を結ぶコ

ミバスを要望しております。これまでは東武バス

の竹の塚車庫まで行って申入れをしたりとか、活

動してきましたが、結局実現はされませんでした。

今回新しく区がつくった地域内サポート制度では、

実現できる見通しが立ったのではないかと期待を

抱いています。この地域で地域内交通サポート制

度を活用し、地域の住民の意見を反映した公共交

通を構築するべきではないかなと思いますが、い

かがでしょうか。 

○交通対策担当部長 サポート制度については、こ

れから新年度、夏ぐらいに花畑と常東ということ

で、モデル的なものをスタートさせようとしてい

るところでございます。そうした状況下でもござ

いますので、お話があるということは伺いながら、

このモデルの状況を見ながら、どういった形がい

いのかということは、少しずつになると思うんで

すけれども、お話を伺って進めていければと思い

ます。 

○横田ゆう委員 長年の地域の皆さんの御要望なの

で、是非よろしくお願いしたいと思います。 

  次に、区民の方からお手紙を頂きました。交通

法が厳格化され、雨の日に傘を差して自転車乗り

は禁止になりました。舎人駅の自転車置場には屋

根がありません。雨の日かっぱを着て駐車場に行
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き、雨の中かっぱを脱ぎ、傘に替えるときのこと

を考えてください。屋根を付けてください。無理

なら、せめて着替える場所だけでも屋根を付けて

ください。切なるお願いです。この声を受け止め

て屋根を付けていただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○交通対策担当部長 舎人駅の南東側の角にある駐

輪場だと認識しておりますけれども、地主からお

借りしている場所で、当初設置した際に屋根は付

けないということの中で整備させていただきまし

た。しかしながら、今かっぱを着て自転車に乗っ

てそこまで行って脱ぐというので、やっぱり脱ぎ

着の場所が必要だということでもありますので、

そこを何とかできないかということは、そういう

スペースを設けるということは検討させていただ

きたいと思います。 

○横田ゆう委員 是非土地をお持ちの方に御相談し

ていただいて、付けられるんだったら付けていた

だきたいですし、もし駄目でしたら一部的に何か

雨をしのぐようなものを設置していただきたいと

思います。 

  次に、赤山街道は現在ナビマークがペイントさ

れています。朝夕は通勤通学の往来が非常に多く、

日中は高齢者が往来をする通りになっています。

ある高齢の方から、段差があり、がたがたして危

なくて怖くて走れないという声が届いています。

自転車専用通行帯を設置していただきたいと思い

ますが、どうでしょうか。 

○交通対策課長 赤山街道の横田委員のおっしゃっ

ているところは、自転車活用推進計画でネットワ

ーク計画に入っていますので、将来、自転車専用

通行帯をつくる予定なんですが、すぐには予定は

ありません。来年は環七北通りから進める予定な

んです。それで今、段差があるとおっしゃってい

ましたので、まず、道路の改善が必要かと思いま

すので、まず現場を確認させてもらって、そちら

の改善を先にしたいと思います。 

○横田ゆう委員 是非早急に改良していただいて、

更には自転車レーンを付けていただきたいと思い

ます。 

  それから２月２８日、竹ノ塚駅西口の仮設交通

広場が開放されました。視覚障がい者の方から、

点字ブロックを敷設してほしいとの声が寄せられ

ています。タクシー乗り場までは付いていますが、

竹ノ塚駅屋に沿った側の歩道から保健所までは付

いていません。点字ブロックを付けてほしいと思

いますが、どうでしょうか。また、歩道がない部

分については、世田谷区で敷設しているリーディ

ングラインを敷設してほしいと思いますが、どう

でしょうか。 

○ユニバーサルデザイン担当課長 区道の点字ブロ

ックなどの設置については、来年度から設置を予

定しております竹の塚バリアフリー地区を絡め、

関係部署と相談してまいります。 

○横田ゆう委員 是非早めにお願いしたいと思いま

す。そして竹ノ塚の駅屋の中を通る視覚障がい者

もいらっしゃるわけですね。駅屋の中にも点字ブ

ロックを付けていただくように東武に申入れをし

ていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○都市建設部長 現場の状況を見て、東武鉄道にし

かるべき対応できるように要望してまいります。 

○横田ゆう委員 次に、国民健康保険料について質

問します。 

  新年度の国保料は初めて国民保険運営協議会で

値下げの答申となったと聞いています。この要因

は、この間の医療給付費の伸び率が実際よりも多

く見ていて、高い保険料になっていたことにあり、

２３５億円もの剰余金が生じたためです。区長会

では、保険料の引下げではなく、法定外繰入れの

解消に使うべきという議論もあったという中、我

が党は値下げするように申入れを行いました。区

長や副区長はどういう議論をしたのでしょうか。 

○副区長 副区長会で、今、横田委員がおっしゃっ

たように、法定外繰入れを１年前倒しでやめても
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いいんじゃないかという議論がありましたけれど

も、私のほうで今の物価高騰の状況を見れば、計

画どおりということで主張させていただきました。 

○横田ゆう委員 次に、子どもの均等割の軽減を継

続して要望すると本会議答弁でありましたが、し

っかりと要望してほしいと思います。改めて決意

をお伺いします。 

○区民部長 均等割軽減やで子ども軽減の拡充につ

いては、先日御答弁させていただきましたが、特

別区長会を通じて国に対して今後とも継続して要

望してまいります。 

○横田ゆう委員 ありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 審査の都合により、暫時休憩い

たします。 

  開会は午後１時とさせていただきます。 

午後零時０１分休憩 

午後１時００分再開 

○長沢興祐委員長 定刻になりましたので、休憩前

に引き続き委員会を再開いたします。 

  都民ファーストより質疑があります。 

  佐藤委員。 

○佐藤あい委員 こんにちは。午後一番の時間を担

当させていただきます都民ファースト・無所属の

会の佐藤あいです。よろしくお願いいたします。 

  では早速、土木費から順に伺ってまいります。 

  無電柱化の推進について伺います。 

  令和７年度東京都の補助率が引き上げられる予

定となっており、無電柱化を進める環境が整いつ

つあるかと思います。足立区では現在、五反野、

千住、江北などで無電柱化を進めていると認識し

ております。足立区無電中化推進計画によると、

令和７年度までに着手予定の路線１４．５１ｋｍ

は計画どおり進んでいるのか、いかがでしょうか。 

○都市建設課長 令和７年度末の着手見込みにつき

ましては７．７ｋｍ、進捗率５３％でございます。

計画対象路線の中で都市計画道路の割合が大きい

というところもございます。あと、五反野地区で

少し支障物が出て遅れているというところもあり

まして、全体計画では少し遅れているという認識

でございます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。もともと

の着手予定だった路線を進むと防災路線です。ど

の程度こちらはカバーができる予定か、お分かり

になりますでしょうか。 

○都市建設課長 平成２８年にこの計画を策定させ

ていただきました。１０か年で全部で２７．７％

の進捗を目指しているところでございます。７年

度までの着手率としては１８．６％ということで、

今現在、約７割弱というところでございます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。無電柱化

は災害時の避難路の確保ですとか防災面で大きな

効果があるかと思います。電柱倒壊による二次災

害を防ぐためにも積極的に進めていく必要がある

かと思います。今後この広域な足立区において、

緊急輸送道路ですとか、防災路線などの無電柱化

をどのような優先順位で進めていくのか、区の方

針を伺いたいと思います。 

○都市建設課長 現在着手しているチャレンジ路線、

それ以外では、当然緊急輸送道路、都市計画道路

を優先的に位置付けて整備をする予定でございま

す。今後は都が進める無電柱化路線と連携をしま

して、区で進めるまちづくりの進捗等に合わせま

して、来年度７年度にちょうど１０年が来ますの

で、計画の見直し等を予定させていただいている

ところでございます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。都の補助

率が上がる今こそ、無電柱化を加速させる好機か

と思います。この見直しのタイミングにもなりま

すので、しっかりと優先的に進めるべき道はどこ

なのかと、広域避難路ですとか、重要な防災拠点

周辺については、優先的に進めていただきたいと

思います。また、他自治体では住民参加型の無電

柱化計画を策定し、地域のニーズを反映させなが

ら進めているケースもあります。令和８年度以降
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の足立区無電柱化推進計画において、地域住民の

意見を反映させた無電柱化計画は検討できないか、

最後に伺います。 

○都市建設課長 これまでもまちづくりの進捗に合

わせて、五反野のチャレンジ路線であったり、千

住一丁目の再開発の用地の周辺道路、女子医大の

医療センターの外周道路等、計画の路線の見直し

をさせて反映させてきたところでございます。今、

千住の大川端地区とか竹ノ塚東口の周辺とか、い

ろいろまちづくりが動いてございますので、その

中でまちづくり連絡会、協議会等もございますの

で、そうした地域の皆さんの御意見を聞きながら、

計画を反映させていければと考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。細い道路

もかなり多い足立区の中で、電柱があることで車

道側に出ないと進めないというような道路の現状

もありますので、そういった部分は一つ一つお声

も聞きながら進めていただければと思います。 

  次に、空き家所有者の当事者意識向上について

伺いたいと思います。 

  足立区の空き家率は都内でも高い状況にありま

す。老朽化が進み、放置されるほど対応が困難に

なってまいりますので、老朽空き家化する前の予

備軍に対する早期アプローチが重要と考えます。

例えば所有者に対し、お手紙を送るなど早い段階

で注意喚起をする取組が有効ではないでしょうか。

現在区として老朽空き家予備軍に対しての働き掛

けはどのように行っておりますでしょうか。 

○開発指導課長 令和５年度に行いました調査です

が、空き家予備軍である物件が約１，４５０件ご

ざいます。いわゆるその調査でのＢランク、Ｃラ

ンクの物件でございます。これらの物件をエリア

を絞って順番に、各空き家１軒１軒に注意喚起や

窓口へ相談窓口などのチラシを配布していきます。

その反応の結果、区が取りまとめまして、課題を

整理するとともに、区では対応できない業務等は、

宅建協会に依頼しまして、連携して取り組んでい

きたいと思っております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。足立区の

空き家というところでは、近隣の方からのお困り

のお声が出ることは多いものの、やはり所有者自

身が危機感を持っていないということが多いかと

思いますので、なかなかすぐに解決する問題では

ないかと思いますけれども、順に進めていただけ

ればと思います。 

  また、空き家対策に関しては、包括との連携強

化も鍵になるのではと考えます。高齢化に伴い、

所有者が適切な管理をできなくなっているケース

も増えています。包括と連携し、地域の見守りの

中で早期に空き家予備軍を把握し、所有者不明化

を防ぐ取組を強化することはできないでしょうか。 

○開発指導課長 現在、空き家相談会のチラシを各

地域包括センターに配らせていただいております。

各担当者には、対象の方がいる場合、相談員の

方々から区へつなげていただくようお願いしてお

ります。今後も地域包括センターと連携しまして、

空き家のお悩み相談解決に努めてまいりたいと思

っております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。お願いい

たします。 

  先日、３月１日土曜日に開催をされた住まいの

お悩み解決セミナーは、災害対策、耐震助成、空

き家対策、マンション管理、相続登記義務化など、

かなり幅の広い内容で大変充実をしていたかなと

思います。私も１４時から１６時半頃の、最初か

ら最後までお話を聞かせていただいて勉強させて

いただきました。様々な所管が連携し合同で行う

大規模なイベントの開催に当たっては、大変な御

苦労もあったかと思います。まず、当日の来場者

数、業界関係者を除いた一般区民の参加はどのく

らいあったのか、個別相談の利用件数も伺えます

でしょうか。 

○開発指導課長 当日ですが、区民の方々が約８０

名、宅建業界の方々８０名、合計約１６０名の参
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加をいただきました。また、セミナー終了後には、

約２０名の方々に個別相談を実施させていただき

ました。不動産協会や司法書士会の方々と連携し

て対応いたしました。盛況かと思っております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。今回のよ

うなセミナーは区民にとっても重要な情報提供の

場ですし、来年度以降も是非継続開催をしていた

だきたいなと思います。また、より多くの方に参

加をしていただくためにも、各町会にて周知をお

願いしたと伺っておりますけれども、町会長や民

生委員など地域で活動されている方々を御招待と

いうような形で来ていただくなど、地域のキーパ

ーソンとなる方にまずは情報を知っていただくと

いうのも一つの方法ではないかと思いますが、継

続開催と周知について伺えますでしょうか。 

○建築室長 今後も宅建、不動産協会の皆様には、

空き家ですとか危険な老朽家屋の対策、協力をお

願いしていかなければならない状況もございます

ので、今後の開催につきましては先方と相談をさ

せていただきながら進めてまいりたいと思ってご

ざいます。また、周知につきましては、今回直前

になりまして町会長の皆様方にお願いを申し上げ

まして大変御迷惑をお掛けいたしました。大変申

し訳ございませんでした。今後、開催に当たって

は十分な周知期間を設けて、また地域の方々はど

のようにお招きすればよろしいのかということで、

効果的な開催の方法、周知について検討してまい

りたいと考えております。 

○佐藤あい委員 是非よろしくお願いいたします。

開催に関わられた皆様、本当にありがとうござい

ました。 

  では次に、特定緊急輸送道路沿道の耐震化促進

について伺います。 

  災害時に緊急車両が通行する特定緊急輸送道路

に面した建築物の耐震化は、地域の防災力向上に

直結する課題かと思います。まず、現在の特定緊

急輸送道路沿いの耐震診断率と耐震化率は、どの

程度になっておりますでしょうか。 

○建築防災課長 特定緊急輸送道路沿道で対象とな

る建物の耐震診断率は現在１００％です。そのう

ち、６０％の建物が除却または耐震化されている

ところでございます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。耐震化が

進んでいない約４０％の建物について、所有者側

の理由ですとか課題はどのように区として認識さ

れておりますでしょうか。 

○建築防災課長 所有者側の理由としましては、マ

ンションなどの所有者間での合意形成が課題であ

ると認識しております。また、大きな建築物は改

修するにも多額の資金が必要なことから、区でも

助成制度を設けて合意が得られるよう、合意が進

むのを誘導しているところでございます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。区でもか

なりの助成金の用意はしていただいているかなと

思うんですが、なかなか進まない現状もあるかと

思います。また、区ではマンション管理士の派遣

も行っていただいていると思います。実際の利用

状況はいかがでしょうか。耐震化を促すために管

理組合へより積極的にかつ活用を働き掛けていた

だきたいと思いますが、併せていかがでしょうか。 

○住宅課長 マンション管理士の派遣制度の利用状

況ですが、令和４年度が５７件、令和５年度５３

件、今年度は１月末で６２件となっております。

この制度の活用の働き掛けでございますけれども、

足立区では、分譲マンションの維持管理セミナー

や個別の相談会を実施しております。その際に、

来場された方が是非管理組合に専門家でかつ第三

者の意見を聞きたいというお声もいただいており

ます。そういった方を確実に捉えて、アドバイザ

ー派遣制度の活用につなげてまいりたいと存じま

す。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。特に分譲

マンションになりますと管理組合の意思決定は大

変難しい課題かなと思います。助成制度の周知に
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加えて、このままでいることのリスクですとか、

耐震化のメリットを具体的に粘り強く今後も伝え

ていただきたいと思います。引き続き所有者の理

解を得る取組を進めていただければと思います。 

  次に、プレーパークの推進について伺いたいと

思います。 

  令和７年度巡回型プレーパーク開催を行うと記

載がありましたけれども、具体的に何回程度を予

定しているのかと、開催場所の地域バランスはど

のように考えておられますでしょうか。 

○パークイノベーション推進課長 開催の頻度です

けれども、週３日以上で行っていければなと考え

ております。開催場所はあらましにも最大１０か

所ぐらいという形に書いてあるんですけれども、

地域になるべく偏在のないような形で、今現状の

公園の状況とか、周りの住民からどんな苦情があ

るのか、そういった点を調べているところでござ

います。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。子どもた

ちの自主性を育むプレーパークは地域に根づいた

運営が大切かと思います。各地域での開催に当た

り、学校、幼稚園、保育園や学童とも連携をし、

より多くの子どもたちが参加できるように働き掛

けていただきたいと思いますが、いかがでしょう

か。 

○パークイノベーション推進課長 開催に当たりま

しては、場所が確定したら、その公園の周辺の小

学校、幼稚園とかそういったところでＰＲをする

とともに、やはり周りの方の認知度を上げていく

というのが大切だと思っていますので、その点も

注意しながら開催していきたいと考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。プレーパ

ークの継続的な運営を行うには地域の住民の方の

御協力が欠かせないかと思います。近年では子ど

もたちの遊ぶ声がうるさいとクレームになってし

まうですとか、公園で伸び伸び遊べない、ボール

が使える場所が少ない、結局公園に集まってゲー

ム機で遊んでいるというような現状も多く見られ

ます。日本医師会、小児科医会が作成しているこ

ちらのチラシのキャッチコピーは、「遊びは子ど

もの主食です」とあります。どこで遊ばせる、ど

こでどう遊ぶというようなことが書かれていて、

「子どもの遊び場を確保するのは地域の大人の責

任です」と書かれています。すごく共感できるな

と思いました。地域の方々にしっかりと積極的に

関わっていただくことで、よりプレーパークの意

義を理解していただき、支えてもらいやすくなる

と思います。例えば町会・自治会やＰＴＡ、そし

て開かれの皆様と連携をして、地域ぐるみで支え

る仕組みをつくってはいかがでしょうか。 

○パークイノベーション推進課長 佐藤委員御提案

のありました内容に関しましても、やはりプレー

パークを定着していくには大切だと思いますので、

その点も含めて検討と実施に向けて頑張っていき

たいと思います。 

○佐藤あい委員 是非よろしくお願いいたします。

プレーパークは単なる遊び場ではなく、地域の多

世代交流の場としての可能性もあると思います。

子育て支援、若年者支援、高齢者支援の各所管が

連携をし、みんなの居場所としてプレーパークを

発展させていくことが理想ではないかなと考えま

すが、いかがでしょうか。 

○パークイノベーション推進課長 佐藤委員御発言

のとおりだと考えております。 

○佐藤あい委員 是非しっかりと皆さんと横のつな

がり、連携をとっていただいて、地域の皆さんが

主体的に関わっていただき、区と一緒に連携をし

ながらということで、持続可能な取組になるよう

お願いをいたします。 

  次に、教育費に進んでまいります。 

  教育費の中で、本日、昨日と様々な委員の方か

らも取り上げられておりましたけれども、不登校

施策について伺いたいと思います。 

  全国的に見ても、不登校の児童生徒数は年々増
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加をしております。令和５年度は小・中・高と合

わせますと、全国的には４１万人の不登校の数と

いうような状況となりました。子どもが減り続け

ているにもかかわらず、１１年連続で不登校の数

が増えているという深刻な状況です。 

  足立区でも同様に不登校児童生徒数は増えてお

ります。直近の人数を改めて教えていただけます

でしょうか。 

○教育指導部長 直近の数字でございますが、令和

５年度１，５３２人、小学校が５７２人、中学校

が９６０人となっております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。１，５０

０人を超えたということで、足立区だけでもすご

く多いお子様が悩まれている状況かと思います。

不登校が増えている、増えていると言っておりま

すけれども、こちらにいらっしゃる皆さんの中で、

お知り合いなどから不登校とか行き渋りについて

相談を受けたことがありますという方はいらっし

ゃったら、手を挙げていただいてもよろしいでし

ょうか。 

  ありがとうございます。少しいらっしゃるかな

という状況ですが、あまり多くはないのかなと思

います。私自身も議員になる前までは、不登校と

か行き渋りというのがそこまで身近な問題だとは

あまり思っておらず、付き添い登校の親御さんを

見かけることはありましたけれども、具体的な悩

みを聞く機会はあまりありませんでした。 

  議会で不登校支援について度々取上げさせてい

ただいておりますけれども、このきっかけは私自

身の我が子の経験でもあります。学校に行きたく

ないと娘から言われたことがあります。最初はた

だの甘えだと思って、頑張って行っておいでと登

校を促しておりました。でも、こちらにいらっし

ゃる委員の皆さんも近藤区長も大変忙しくされて

いたと思う２０２３年５月の選挙期間中に、小学

校１年生の次女が登校を拒んで行方不明になりま

した。幸い、すぐに発見はできたんですけれども、

私自身は彼女の気持ちに寄り添えていなかったと

いうことにすごく大きなショックを受けました。

この経験を周囲に話すようになってから、実はう

ちの子もと相談を受けることがすごく増えて、身

近なママ友からも聞くようになり、皆さん言わな

いだけで、多くの家庭が悩みを抱えているんだな

と実感をいたしました。それから様々なフリース

クールですとか、保護者会を訪れて、不登校の要

因とか、支援の在り方は一人一人異なるなという、

そして多様な選択肢、必要性を感じました。足立

区においても、これまで様々な不登校施策を進め

ていただいていると思います。そして令和７年度、

不登校施策推進担当課が新設されると伺いまして

大変心強く感じております。この課の主な目的や

目標について具体的にお聞かせいただけますでし

ょうか。 

○教育相談課長 新しくできます不登校施策推進担

当課になりますが、こちらは今現在、不登校児童

生徒が急増しておりますので、支援を強化する必

要があることから、不登校であっても、学校内外

のどこにもつながっていない不登校児童生徒をな

くすことを目指しております。学びたいときに学

べる環境を整えて、学校と連携して対応していき

たいと考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。とても今

悩まれている親御さんたちにもすごく心強く励み

になると思います。今現状も悩んでいる子ども、

保護者も多くいるのが実情であります。子どもに

とっての半年１年は大変貴重ですので、更によい

施策をスピード感を持って進めていただきたいな

と思っております。 

  昨年の第１回定例会で、全児童生徒、保護者を

対象とした実態調査の実施を提案させていただき

まして、令和７年度全小・中学校を対象としたア

ンケート調査の予算が計上されております。現在、

そのアンケート内容ですとか、実施方法を詰めて

いるというような状況かと思いますけれども、こ
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のアンケートはやはり子どもたちや保護者の本音

を把握し、適切な支援策を検討するために重要な

手段だと思います。アンケート実施に際しては、

回答者が安心して本音を述べられるよう、安全な

回答環境の確保ですとか、発達特性への配慮など

工夫が必要と考えますが、区としてはどのように

お考えでしょうか。 

○教育相談課長 今、佐藤委員がおっしゃられたよ

うに、回答者が安心して本音を回答できるように、

回答は無記名で個人が特定できない形で集計して、

統計的に処理することを想定しております。 

  発達特性への配慮につきましても、心に負担を

掛けないよう、かつ今後の支援に影響が出ないよ

うに、学識経験者の意見も踏まえながら慎重に進

めていきたいと考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。そのアン

ケートの趣旨を十分に伝えていき、子どもたちや

保護者から率直な意見を集めることは、よりよい

学校運営ですとか支援策の検討に不可欠かと思い

ます。こちらの点も踏まえていただきまして、こ

のアンケートの目的ですとか重要性を明確に伝え

る工夫を行っていただきたいと思いますが、こち

らもいかがでしょうか。 

○教育相談課長 アンケートの実施につきましては、

目的を明確に伝え、多くの方から回答いただける

ように工夫をしてまいりたいと思います。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。また、ア

ンケートの回答方法に関してですが、オンライン

形式のみではどうしても回答率が低下するリスク

も考えられるかと思います。回答者が紙媒体とオ

ンラインの両方から選択をできるようにすること

で、回答率向上が期待できるかと思いますが、こ

のような検討はいかがでしょうか。 

○教育相談課長 紙媒体とオンラインの両方で回答

できるようにして、少しでも回答率を上げたいと

考えておりますので、その方向で検討しておりま

す。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。また、近

年では、感覚過敏ですとか学習障がいを持つお子

さんや保護者の方から多岐にわたる困難について

お話を伺っておりまして、例えば制服の素材感が

合わないとか、教室内の音ですとか、においが苦

手、明るい光がつらい、あとは書字障がいなど、

書くことが難しいですとか、そういったことを親

御さん自身も気付けていないというようなケース

もあるようです。これらの感覚過敏等に関する項

目をアンケートに含めていただきたいなと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○教育相談課長 感覚過敏で登校に支障があるお子

さんが一定数いることは認識しておりますので、

現段階で学校の環境に関する設問の中で音や起立

性調節障がいの項目も含め、検討している状況で

ございます。また、自由記載欄も設けて幅広い意

見を聴取していこうと考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。更に不登

校状態の児童生徒の場合のアンケートの回収率に

関して心配もあるかと思います。その点の工夫も

是非検討をいただきたいと思います。また、不登

校の親の会はこれまで３回開催をしていただいて

おりますが、そちらでの意見をヒアリングするの

も重要かと思います。この令和８年に向けた施策

を検討するに当たり、令和７年度の不登校等の親

の会の開催を、是非年度の早い段階でまず３回実

施をしていただけないかと思いますが、いかがで

しょうか。 

○教育相談課長 令和７年度の親の会の開催時期に

つきましてはこれから調整となりますが、複数回

実施するうちの第１回目については、できる限り

早めに開催できるように調整していきたいと考え

ております。また、親の会の中で交流会を行うん

ですが、その交流会の中でいただいた御意見につ

きましては、可能なものから速やかに施策に生か

せるように対応していきたいと考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。不登校等
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の支援窓口、居場所情報の提供について最後に伺

いたいと思います。 

  足立区においては、登校支援ガイドの作成です

とか、区ホームページへの掲載、各種支援制度の

案内等をしていただいていると思います。昨年末

にも御要望させていただいて、不登校に関する相

談窓口一覧を文科省のページにも掲載をしていた

だきまして、ありがとうございました。保護者会

などで意見を伺う中では、支援情報がやはり分か

りにくい、ＳＣに相談をしているのにもかかわら

ず、登校サポーターなどの制度を知らなかったと

いう方が複数おります。ＳＣのスキルアップに関

する取組について、最後伺えますでしょうか。 

○教育相談課長 毎月スクールカウンセラーの研究

会を実施しております。その中でスキルアップや

専門性を高める取組をしております。相談を受け

る際には、カウンセリングだけでなく、支援機関

の紹介もするように働き掛けております。また、

スクールカウンセラーや登校サポーターとの連携

によって、スクールカウンセラーが学校とＳＳＷ

のつなぎを提案できるようにも取り組んでおりま

す。 

○佐藤あい委員 ありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 次に、無会派から質疑がありま

す。 

  野沢委員。 

○野沢てつや委員 維新の会、無会派の野沢です。

よろしくお願いいたします。 

  まずは土木費、公園のトイレです。 

  昨年、足立区の基本計画作成に係る基本計画審

議会に委員として参加させていただきました。審

議をする過程で区内の小学生に、足立区に何をし

てほしいかアンケートをとったと思います。その

ときどういった形で実施しましたでしょうか。 

○あだち未来支援室長 基本計画担当課長事務を取

り扱っておりますのでお答えいたします。 

  小学生・中学生を対象にやらせていただきまし

て、足立区のどんなところが好きなのかと。あと

どういうところが好きではないのかみたいな形で

お伺いしたところ、特に好きではないという意見

のところで、ごみや落書き等があって、まちがき

れいではないというような意見が多く寄せられた

という実態がございました。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。私はそ

ういった意見がずっと羅列されていてローデータ

を指で数えたんですけれども、一番多かったのは

公園のトイレが汚いのできれいにしてほしいとい

うことだったと思うんですね。実際、区内のトイ

レはそんなに汚くないんです。私も３歳の娘とよ

く公園に行くんですが、結構清掃が行き届いてい

る。ただ、トイレの外観がやっぱり子どもたちに

大きく影響していると思われます。足立区ではト

イレの外装に楽しげな絵を描くトイレアート事業

みたいなものがあると思うんですが、どういった

事業でしょうか。 

○パークイノベーション推進課長 平成２９度から

維持管理業務の中で、職員により、ただ塗装する

よりは親しみやすいデザインで塗装したらどうか

という提案がありまして、それで始めた事業でご

ざいます。 

○野沢てつや委員 私もホームページ等でいろいろ

確認したんですが、本当に楽しげなトイレになっ

ておりまして、子どもたちも公園に行くのが楽し

みになるんではないかなと思うんですね。現在の

進捗状況はいかがでしょうか。 

○パークイノベーション推進課長 現在も職員によ

る維持管理の中でのトイレのデザイン塗装は続け

ております。 

○野沢てつや委員 これに対して予算等は付いてい

ますでしょうか。 

○パークイノベーション推進課長 特別な予算は付

いてなくて、一応維持管理の中で塗装の費用を計

上しております。 

○野沢てつや委員 こういった外観改善事業につい
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ては本当に継続してほしいですし、区内全域に広

めていただきたいと思います。また、予算とかを

付けた幅広に展開してもよいと思われますので、

是非御検討をお願いいたします。 

  続きまして、教育費、ＡＩ学習です。 

  先日、小泉委員も触れられていましたが、足立

区では現在、西新井小学校など３校が文部科学省

の令和６年度事業として行われているリーディン

グＤＸスクールに採択され、ＩＣＴ活用の実践を

進めているということですが、東京には１０校採

択されたうちの足立区が３校ということで本当に

すごいなと思います。これは具体的にはどんな事

業内容なんでしょうか。 

○教育政策課長 生成ＡＩのモデル校のことだと受

け止めておりますけれども、まだ子どもに生成Ａ

Ｉを使わせるという段階ではなくて、足立区とし

ては、教員が校務負担軽減のために様々な場面で

使うという趣旨でございます。例えば、校長の学

校だよりの挨拶文なんかでＡＩドリルを使うと、

かなり作業が効率化が図れている、そんな声をい

ただいております。 

○野沢てつや委員 事業に関しましては、期間はい

つまででしょうか。 

○教育政策課長 モデル事業は単年度ごとなので、

まずは今年度までと、次年度以降もまた継続は、

区側としては検討はしております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。今回足

立区は東京で１０校選ばれているうちの３校が選

ばれたというのは本当に大きいことだと思うんで

す。３校あると内容を平準化できると思うんです。

ですので、こういった先進的な事業についてはノ

ウハウをいち早く共有して、全校展開していただ

きたいなと思うんですけれども、いかがでしょう

か。 

○教育政策課長 今グーグルを使っているんですけ

れども、アクセス権を制御しておりまして、段階

的にモデル校の成果を広めるためにもルール等を

周知しながら、教員レベルでは全校に段階的に広

げていきたい、権限を付与していきたいと考えて

おります。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。それと、

昨日鹿浜委員がお話しされていた足立区ドローン

パイロットチーム、私もＴｗｉｔｔｅｒなどでよ

く見るんですが、これは本当にすごいですよね。

内容については鹿浜委員が本当に詳細を解説して

くださったので割愛しますけれども、消防団の操

法訓練のときも稼働していましたし、他の市区町

村からも視察に来ておりまして、本当に誇るべき

チーム、そのように思います。こういった活動は

区内の小・中学校で出張事業とか出前授業等で行

ってもよいと思いますけれども、現在実施されて

いますでしょうか。 

○都市建設課長 現在はそういったイベント等で少

し啓発している程度で、出前事業とかそういうの

は行っておりません。 

○野沢てつや委員 できれば、今後本当に最新のノ

ウハウを区の職員が持っているということですの

で、是非行ってほしいと思います。これは要望で

す。 

  続きまして、ＰａｙＰａｙ商品券です。産業経

済費。 

  キャッシュレス決済還元事業に代わる新たな消

費喚起策として、ＰａｙＰａｙ商品券事業が始ま

る予定ということなんですが、前回キャッシュレ

ス決済還元事業と比較して経済効果の見込みはい

かがでしょうか。 

○産業振興課長 ＰａｙＰａｙの商品券につきまし

ては、経済波及効果６９．６億円を見込んでござ

います。 

○野沢てつや委員 これは前回と同じと考えてよろ

しいでしょうか。 

○産業振興課長 昨年の１１・１２月のキャッシュ

レスのほうが１０９．４億円ですので、少し下が

るような状況になります。 
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○野沢てつや委員 ありがとうございます。今回、

区民の方々であることを確認するために事前の本

人確認作業が必要ということですが、こういった

ことに対する対応策は考えられていますでしょう

か。 

○産業振興課長 キャッシュレスキャンペーンのと

きにもサポート窓口を設置しましたが、ＰａｙＰ

ａｙ商品券でも同様にサポート窓口を設置したい

と思っております。 

○野沢てつや委員 実際に墨田区のホームページ等

で手順を確認すると、そんなに大変ではなさそう

ではあるんですが、やはり確認作業が必要という

ことです。高齢者の方々は本当に使いづらい、今

までよりは使いづらくなっていると思いますので、

人員を増やすなどそういった対策をお願いしたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

○産業振興課長 人員はだいたい窓口２人ぐらいず

つで十分対応できると思いますが、期間を少し早

めに前出しして、事前に登録も必要ですので、長

めに窓口を設定したいと思います。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。今回の

ＰａｙＰａｙキャンペーンは区民の方々だけが利

用できるという大きなメリットがある反面、正直

言ってデメリットもあると思います。前回と比べ

て、本人確認手続が必要となる、最低金額は前回

はただ買うだけでポイントがついたので１０円ぐ

らいからできたんですが、今回５，０００円の商

品券を買う必要が出てくる、アプリがＰａｙＰａ

ｙだけになる、ですので、こういった多少やっぱ

りデメリットもあると思うんです。こういった事

業に関して本当に完璧を求めると、逆に使いづら

くなって本末転倒となるおそれもあると思うんで

す。産業環境委員会でくぼた委員がおっしゃって

いたんですが、こういった事業については、お互

いさまという考えもあると思います。産業環境委

員会で質疑を受けて今回の事業を変更していただ

いたと思いますが、委員会でももう少しマクロ的

な視点を持って質疑する必要があったのかなと思

います。ただ一方、区民の方々、区内の事業者の

方々が本当に楽しみに待っている事業ですので、

円滑に実施していただけたらと思います。 

  続きまして、区営住宅、これは土木費ですかね。 

  現在、区営住宅は何室ぐらいあるんでしょうか。 

○住宅課長 ５３５戸でございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。そのう

ち、区営住宅で定期使用住宅、いわゆる入居期限

を限った住宅というのはあるんでしょうか。 

○住宅課長 児童養護施設の退所者等を対象にしま

したものが計７戸ございます。 

○野沢てつや委員 これは期限はどれぐらいなんで

しょうか。 

○住宅課長 ５年でございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。都営住

宅では、子育て中の世帯に１０年の期限で貸し出

しする定期使用住宅があるということです。住宅

の確保が困難な高齢者の方々に住居を提供すると

いうことで、区営住宅は重要なセーフティーネッ

トで大切なインフラであると思います。ただ、や

はり入居者が硬直化している。更に、言い過ぎだ

と思いますが、既得権益化している側面もあると

思うんです。ですので、足立区でも同じように、

子育て中の世帯向けにこういった定期使用住宅を

提供してもいいのかなと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○住宅課長 御指摘のように、若い世帯に向けた定

期使用というのは一定の意義があると思います。

ただ、区営住宅に入りたい方、高齢者のいる世帯、

障がいのある方、独り親世帯など、様々ございま

す。今、区営住宅で年２回募集をしているときに

募集に掛けられるのが数戸程度とかなり限られて

いる中で、若年者向けの優先枠を設けますと、ほ

かの世帯がなかなか入りづらいという状況も発生

しかねないので、現段階では、これ以上若年者向

けの定期使用を設ける考えはございません。 
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○野沢てつや委員 ありがとうございます。そうい

った事情は十分承知はしていますが、やはり若年

層、若い世帯を増やすために少しでも区は前進す

べきだと思いますので、前向きに検討していただ

けたらと思います。これは要望です。 

  続きまして、舎人ライナー、これも土木費です。 

  区は先日、混雑緩和策としてバスを並行走行さ

せる実証実験の要望を都に上げております。ちな

みになんですが、以前、混雑時間帯に座席なし列

車を走らせてはどうかみたいな案が議会で出たそ

うなんですが、いつ頃なされて、実現しなかった

理由というのは覚えていらっしゃいますでしょう

か。 

○交通対策担当部長 当時から、平成元年頃だと記

憶しておりますけれども、地域の皆さんにアンケ

ートをとった中にそうしたものが入っておりまし

た。東京都にお伺いしたところ、結局、重さなん

です。車両１両に乗った人数としての重さがあり

ますので、それを超えるような形になるので、そ

れはできないというようなお話です。（「令和」

と呼ぶ者あり）、ごめんなさい、令和元年です。 

○野沢てつや委員 令和元年ということですが、そ

の頃と比べて今は、車両は改善されていないでし

ょうか。いかがですか。 

○交通対策担当部長 今新しく入っている車両とい

うのは、アルミの部分が増えていて軽量化になっ

ている分だけ人がたくさん乗れるようにはなって

おります。 

○野沢てつや委員 では、席なし車両というか、車

両を格納するような車両を導入することもできな

くはないということでよろしいでしょうか。 

○都市建設部長 先ほどの答弁とかぶるんですが、

１車両分の重量、要は軌道敷に負担が掛かるので

いっぱい載せることはなかなか難しいと思います。

ですので、多分野沢委員がイメージしているのは、

昔、山手線で本当に座席がなかった車両のことを

イメージされていると思うんですが、可能かどう

かというのは、やはり都には確認はしてみますが、

先ほど申し上げた重量の関係があるので、結構難

しいという認識です。 

○野沢てつや委員 実証実験の動向が落ち着いてか

らでよいのですので、確認いただけたらと思いま

す。ありがとうございます。 

  続きまして、エリアデザイン計画、これも土木

費です。 

  現在、エリアデザイン計画として何か所で事業

が進行中でしょうか。 

○エリアデザイン推進室長 事業数といいますと、

数を数えるのが難しいんですけれども、エリア事

前計画としては、今七つのエリアを設定した中で

５地区がエリア計画が作られているというところ

でございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。これは

どういった基準で選定されているんでしょうか。 

○エリアデザイン計画推進室長 特に大きな開発で

すとか動きがあるところにつきまして、順次追加

をしてきたところでございます。 

○野沢てつや委員 エリアデザインの対象となった

ことがない地区はあるんでしょうか。 

○エリアデザイン推進室長 逆に、今動いていると

ころが全てでありまして、綾瀬、花畑、六町、江

北、西新井、竹の塚、北千住がエリアデザインの

地区になってございます。 

○野沢てつや委員 舎人ライナーの沿線の住民の

方々から、駅前に何もないのをどうにかしてよみ

たいなお声をいただいたことがあるんですね。正

直、エリアまで指定するのはどうなのかなと思っ

ていまして、ストリートデザイン計画的ぐらいな

ことでやってもいいのかなと思うんですね。区長

は１００年に１回の大開発ということで、足立区

はいろいろなところが開発されていて、本当にす

ばらしいなと思うんですが、やっぱりスポットラ

イトが当たってないところもスポットを当てても

いいのではないかと思いますので、エリアデザイ
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ンまではいかなくても、ストリートデザイン的な

ところで開発を考えていただいてもいいのかなと

思いますが、いかがでしょうか。 

○エリアデザイン推進室長 足立区の中では、エリ

アデザインの７地区に限らず、いろいろなまちづ

くりを行っているところはございまして、特にそ

ういうところではまちづくり計画ですとか地区計

画、それと景観のデザイン等々を駆使してまちづ

くりをしているところがありますので、そこら辺

の手法も駆使して行っていければと考えてござい

ます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  続きまして、介護保険です。 

  区内に高齢者がすごく多く在住されていると思

いますが、区内在住の６５歳以上で独居の方の数

というのは把握していらっしゃいますでしょうか。 

○介護保険課長 令和６年版の「数字で見る足立」

からの抜粋になりますけれども、６５歳以上の独

り暮らしの数は６万２，６００人程度となってご

ざいます。 

○野沢てつや委員 そのうち、介護保険の認定を受

けてない方の数はどれぐらいでしょうか。 

○介護保険課長 こちらは推計になってしまうんで

すけれども、令和４年度に実施した高齢者の単身

世帯実態調査から推計しますと、およそ６万２，

６００人のうち、要介護・要支援の認定を受けて

いない方は約４万５，０００人程度というような

推計値になってございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。介護保

険制度が２０００年にできてから２５年ぐらいに

なるんですけれども、その間介護サービスを受け

られる条件とか、サービスを受けるための費用が

どんどん上がってきていますね。特別養護老人ホ

ームとかも以前は要介護１で入所できたんですが、

今要介護３ぐらいでないと入所ができないという

ことで、どんどん使いづらくなっている。本当に

本末転倒になりつつある、そういった現状です。

そういった中で、介護保険を受けられない方が増

えているという現状を鑑みると、やはりこういっ

た方々が取り残されないよう、対策をする義務が

区にあると思います。 

  令和７年度から５か月から１歳４か月のお子さ

んを持つ全世帯に対してポピュレーションアプロ

ーチ事業が始まりますが、同じような形で高齢者

の方々に対してもポピュレーションアプローチ事

業をやってもいいと思いますが、現状はいかがで

しょうか。 

○高齢者施策推進室長 令和２年度からですけれど

も、介護予防認定を受けていない６５歳以上の高

齢者の方に介護予防チェックリストといいまして、

お体の状態ですとか生活の様子、それらを、はい、

いいえで書いていただくアンケートを行っていま

す。その結果、リスクの高い方に対しては優先的

に個別訪問を包括で回っておりまして、最終的に

は全件、今、野沢委員がおっしゃったような単身

の高齢者のおうちにも訪問をさせていただいてい

るのが現状でも続いております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。どうい

った方が訪問されていますでしょうか。 

○高齢者施策推進室長 地域包括支援センターの職

員が訪問をしております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。私はこ

れを聞いたときびっくりして、本当にすばらしい

なと思いました。しかも素人ではなくて、地域包

括センターの方々が訪問してくださっているとい

うことで、本当にすばらしいと思います。ただ、

これはスパンがある程度掛かると思うんですけれ

ども、どれぐらいのスパンで訪問されましたでし

ょうか。 

○高齢者施策推進室長 介護予防チェックリストな

んですが、３年に１度ということで、１年度当た

り５万人程度で訪問をさせていただいております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。３年と

いうスパンは長い。何万人もいらっしゃいますの
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で、掛かってしまうのは仕方ないと思いつつも、

できれば、もう少し人員を増強して、短いスパン

で独居高齢者の方々、要介護・要支援認定を受け

ていない方々に対して本当にアプローチをしてい

ただけたらと思います。 

  続きまして、宴会会場があるホテルの誘致とい

うことで産業経済ですかね。 

  今年に入ってベルモント市のウエルカムパーテ

ィー、お別れパーティー、そして東京土建の鏡開

きで、私は浅草ビューホテルに３回宴会場に行か

せていただきました。正直、飽きてきました。出

てくる料理も覚えてきました。ただ、これはやっ

ぱり仕方ないと思うんです。やっぱり定員が２０

０名近くある宴会場はほかにない。本当に失礼な

んですけれども、区長は去年ビューホテルに何回

ぐらい行かれましたでしょうか。 

○区長 申し訳ありません、数えたことはございま

せん。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。今年は

何回ぐらい行かれましたでしょうか。 

○区長 正直言って、宴会はほとんどビューホテル

でございますので、少なくとも１０回以上はお邪

魔しております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。私も議

員になってから２年間であまり呼ばれるほうでは

ないんですけれども、７回ぐらいビューホテルで

宴席に参加させていただいております。先輩議員

の方々のお話では、以前は江戸一万来館、そうい

ったものもあったということなんですが、現在は

大人数を収容できるフォーマルな宴会場がないよ

うなことを聞いているんですけれども、実際、足

立区にはそういった大人数を収容できるフォーマ

ルな宴会場というのはないのでしょうか。 

○産業経済部長 今のところ、浅草ビューレベルで

集まれる施設はございません。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。やはり

足立区にもこういった用途のあるホテルを誘致す

べきだと思いますが、現状の区としての認識はい

かがでしょうか。 

○産業経済部長 そういった施設があったほうがい

いという声をいただいているのは確かなところで

す。ただ、実際に、ホテルの中にそういった施設

を設けて、それを維持していくこと、ペイしてい

くこと、それがなかなか難しいというお話を聞い

ておりますが、今後も研究課題だと考えておりま

す。 

○野沢てつや委員 是非前向きに検討いただけたら

と思います。 

  最後に、ミュージカル鑑賞事業、これは教育費

ですね。 

  先日、区内全小学校の５年生を対象としたミュ

ージカル鑑賞事業が行われたということで、私は

行けませんでしたが、行かれた議員の方々も高く

評価されておりました。この事業で行かれた生徒

の方々の評価、評判はいかがでしたでしょうか。 

○地域文化課長 今回小学校５年生、休学等をする

ことなく全員来ているところなんですけれども、

評価としては、おおむね楽しかったというところ

が多いんですけれども、自分のためになったとか、

将来の目標ができた、そういった御意見をいただ

いております。 

○区長 区民の声をいただきました。親御さんから

ですけれども、その御家庭は以前にもお子さんと

御両親で同じものを見たそうなんです。ただ、そ

うは言っても、今回は自分たちの同級生と一緒に

見たことで、親子では感じられなかった新たな発

見があったり、お友達が涙しているのを見てどう

こう思ったというようなことで、かなり活発にお

食事のときに意見交換ができたということがあり

ました。 

  それと行き帰りバスで移動しているということ

で、その中でもかなり盛り上がりがあるというこ

となので、単に家族で行くだけでない価値がある

事業なので継続してほしいという御要望はいただ
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きました。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。区の職

員の方からお話を聞くと、結構前から続いている

事業ということなんですが、この事業は何年ぐら

い続いているんですか。 

○地域文化課長 令和４年度から実施しておりまし

て、今年３年目になります。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。本当に

区への愛着を持つ観点からとてもよい事業だと思

います。中学校では何かこういったものはあるん

でしょうか。 

○長沢興祐委員長 地域文化課長、時間が限られて

いるので簡明に願います。 

○地域文化課長 地域文化で実施しているこのよう

な中学生向けの事業というのはございませんが、

各種地域文化の事業の中で、招待事業、そういっ

たものもございます。年齢制限のないものもござ

いますので、そういったところで参加いただける

と思っております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。歌舞伎

とか宝塚歌劇団とか、そういった歴史文化を学べ

るようなものがいろいろありますので、前向きに

御検討いただけたらと思います。 

  以上で質問を終わりにいたします。ありがとう

ございました。 

○長沢興祐委員長 引き続き市川委員から質疑があ

ります。 

  市川委員。 

○市川おさと委員 こんにちは。市川です。よろし

くお願いします。 

  まず、今定例会に提出されました報告事項で、

専決処分した事件の報告についてということであ

りました。これは令和２年７月に足立区立小学校

内で発生した児童の事故に関わる損害賠償請求訴

訟について和解が成立したということで、３０万

円支払ったということであります。事前に資料を

頂いたんですけれども、令和２年に小学校の廊下

で、原告が休み時間に鬼ごっこをしていて階段か

ら転落し、翌日病院で右足首の骨折で２週間の安

静加療を要すると診断されたと。それから２年後、

令和４年に原告は、担任養護教諭は原告を救急搬

送するべきところ、必要な措置を怠った。また、

担任は関係児童が原告を仮病と中傷するのを放置

したとして、区と関係児童の保護者に２１０万円

余りの賠償を求め、提訴したということでありま

す。 

  これは訴訟でありますから、区は区で主張があ

ったはずなんですけれども、区はどのような主張

をなさったんでしょうか。 

○教育指導課長 区としましては、学校から、本件

につきましては、まず、救急搬送しなかった等に

つきまして、児童が自ら保健室に行って本人がひ

ねったとしか伝えなかった。また、養護教諭も骨

折を疑うほど腫れていなかったと判断したと当初

ございましたので、我々としては、学校の報告を

受けまして、そのようなけがであるとまずは認識

して、その後保護者からの訴えがあって、本件に

つながっていたという過程がございます。 

○市川おさと委員 訴訟があったわけですけれども、

区側の主張というのがあったはずで、どのような

主張をなさったんですか。 

○教育指導課長 区としましては、まずはこの学校

の過失につきまして弁護士等と相談しながら、

我々としましては、学校に一定の過失があったと

認めて、今回の訴訟の裁定となったところでござ

います。 

○市川おさと委員 やりとりがかみ合ってないんだ

けれども、要するに過失割合ですね。そこで争い

があったということですね。 

○教育指導課長 市川委員おっしゃるとおりでござ

います。 

○市川おさと委員 こういった事案があった。事案

があったことを受けまして、現場にこの和解が成

立した、あるいは訴えが起こされた、それぞれの
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段階があったんだけれども、現場に対してはこの

件を受けてどのような周知を行ったんでしょうか、

あるいは行わなかったんでしょうか。 

○教育指導課長 教育委員会としましては、この事

件が発生する前から、まず、少なくとも首から上

のけがに関しては原則救急搬送を依頼しておりま

す。また、それ以外のところにつきましても、子

どもの声をうのみにするのではなく、しっかりと

保護者と連携を図りながら、最悪の事態を想定し

ながら対応していくようにと日々指導していると

ころでございますが、この件を受けまして、なお

一層学校に対しては校長会等を通じて指導してい

るところでございます。 

○市川おさと委員 既に指導しているということを

今聞きました。３０万円という和解の金額ですけ

れども、そのお子さん、５年前の事故ですけれど

も、お子さんに関してその後の健康状態、何か後

遺症が残ったとか、精神的なダメージが残ってい

るとか、そういったことは区としては把握してい

らっしゃいますか。 

○教育指導課長 このお子さんですが、私もヒアリ

ング等学校からも報告を受けておりますが、その

後中学校に行ってサッカー部に入部しまして、楽

しく活動していたということを報告を受けており

ます。 

○市川おさと委員 分かりました。この件はいい。 

  それから更に、また私は個別に相談を受けたん

ですけれども、３０年前の話です。３０年前に、

区立の中学校で運動会の練習中に、どこからか石

が飛んできたと。恐らく誰か子どもだとは思われ

るんですけれども、石が投げられて、それが右目

に当たって気絶をして出血をしたと。御当人は救

急車を呼んでもらいたいということを主張したに

もかかわらず、３０年前の話ですけれども、何や

かや先生が言って救急車を呼ばなかったと。その

後、地元の眼科に診てもらったところ、とてもう

ちで面倒を見られないということで、当時の女子

医大に行ったということ。その後、３０年前なん

ですけれども、人工レンズを入れるとか様々な治

療を受けながらも、視力がほぼ回復しないような

状態になっているということであります。 

  まず、事実関係ですけれども、３０年前の区立

の中学校でそのような事案があったということを

御本人も指導課に相談しているそうですけれども、

指導課としては、事実関係は把握してらっしゃい

ますか、あるいは確認していらっしゃいますか。 

○教育指導課長 数少ない情報でございますが、当

時勤務していた職員数名からのヒアリングを行い

ました。相談者からの訴えがあったような事案は

確認ができました。全てか分かりませんが、相談

者がおっしゃっているような事案は発生したとい

う確認をとっております。 

○市川おさと委員 おおむね事実関係においては争

いがない。ただ３０年前というと、すごい昔のこ

とと思う方もいらっしゃるかもしれない。しかし、

右目が大きな障害を受けるに至ったということに

鑑みれば、本人にとっては、これは本当に現在進

行中の事故だということで、お伺いした限り、そ

の方が聞きましたら、恐らくこの件がきっかけで

精神的な疾患も得るに現在至っていると、そうい

う話も聞いておるところであります。 

  この件に関しましては、どのような評価をする

のか。３０年前の話だけれども、私は初期対応に

大きな誤りがあった、少なくとも本人が救急車を

呼んでくださいと言うほどの、そしてまた、失明

に近いような状態になるほどの大きなけがであっ

たわけですから、まずは救急車を呼ぶべきだった

なと、そういった初期対応に誤りがあったのかな

と思うんですけれども、区の認識はいかがですか。 

○教育指導課長 今、市川委員御指摘のように、３

０年前の事案でございますので、今、相談者から

も、我々も御相談を受けておりますが、様々な資

料等が廃棄の保存年限を超えてますので、なかな

か御相談内容に沿えることができないところであ
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ります。また、この初期対応につきましてですが、

先ほど答弁させていただきましたように、首から

上のけがに対しては、原則救急搬送することが適

切だと判断しておりますので、そういった観点か

らいきますと、３０年前の対応が果たして適切で

あったかどうかということは疑わざるを得ない状

況にあると考えております。 

○市川おさと委員 今のやりとり聞いて、教育行政

のトップである教育長は思うところがあれば、お

っしゃってください。 

○教育長 ３０年前とはいえ、やはり目、顔の部分

に石が当たった事故ということで大変な事故だっ

たと思います。ですので、そのときの対応に関し

て、現在はいろいろ校長会でも周知徹底を図って

おりますけれども、安全であるべき場所にそうい

った事故が起こらないように今後もしっかりと徹

底をしてまいりたい。 

○市川おさと委員 事故が起こらないようにと言っ

ても、子どものことですから事故は起こり得る。

５年前の小学校の事故にしても、事故はないほう

がいいに決まっています、教育長。ないほうがい

いに決まっているけれども、やはり起こり得る。

やはりその場のどんな対応するのというところ、

その後の対応です。３０年前の話でいうと、やは

り現場で過小評価するというか、隠そうとすると

いうか、そんな思いもあったのかなと。それは今

であっても確認できないことではありますけれど

も、そういうことがないようにということは、や

はり教育委員会としても各現場にしっかりと今後

の話です、今後の話としては、私も強くお願いす

る。この件の相談を受けながらも、私も本当につ

らい気持ちになりました。その人に対して何がで

きるということも私としてもよく分からない部分

はあるんだけれども、やはり事故というのはこれ

からも起こり得ますから、教育長、改めていかが

ですか。 

○教育長 事故が起きたときの速やかな対応を徹底

してまいりたいと思います。 

○市川おさと委員 区長、いかがですか。 

○区長 今、教育の課長がそういう事案について、

正直言って私までそういう情報は上がっていませ

んでした。申し訳ありません。 

  実際に今おっしゃるとおり、区として３０年た

った今、事実関係が詳細に確認できない中で何が

できるのか分かりませんけれども、弁護士にも相

談しながら誠意のある対応をとるべきだと考えて

おります。 

○市川おさと委員 ３０年前のことで当時の対応も

あったでしょうから、なかなか今現在、何ができ

るかというのは分からない。ただ、やはりそうい

った精神的なダメージも残っていらっしゃいます。

はっきり言って。では、どこをどうするんですか

というのは私もここではなかなか言えない問題で

すけれども、もうそれは処理済みだとか、少なく

ともそういう話にはしないでほしいと思います。

この件はこれで終わります。 

  次に、駐輪場の件に関してお話を申し上げます。 

  今度、ららテラスが北綾瀬駅のそばにできると

いうことなんですけれども、こうした大きな商業

施設ができた際には、区の条例、足立区自転車等

の駐車秩序及び自転車等駐車場の整備に関する条

例というものがありまして、この条例に基づいて

自転車の駐輪場の附置義務があるということにな

っております。そういうことでよろしいですね。 

○交通対策課長 市川委員のおっしゃるとおりでご

ざいます。 

○市川おさと委員 ところが、この条例の中身、条

例には、これだけの施設の規模にはこれだけの台

数の駐輪場を造りなさいということが書いてある

んです。ところが、どんな自転車に対応するのか、

どんな自転車にも対応できるのかという、そのこ

とは何も書いてない。つまり、皆さんも自転車の

駐輪場はよく知っていると思いますけれども、ラ

ック式、ラック式といってもいろいろあるんです。
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タイヤがある程度細くないと使えないとか、太く

ても使えるとか、あるいは平場の大型の自転車も

使えるとかあるんですけれども、そういったもの

を、どれをどのぐらい設置しろということは、こ

の条例では全く書かれていない。つまり逆に言う

と、事業者任せになってしまっているという形に

なっております。そうしますと、例えば大型の商

業施設というのは、それは民間だから民間の事業

だよというわけではないんです、これは。皆さん

御案内のとおり、区の事業だって、例えばアリオ

にしても、西新井東口のイオンにしても、あるい

は今度始まるららテラスにしても、区の事業をや

っていくわけです。そうした際に、例えば子育て

の関係の事業をするときに、今お母さんなんか後

ろにも前にもお子さんを乗せられる大型の自転車

があるんですけれども、ラック式だと使えないで

す。ラック式は使えないので、そうした大型の自

転車なども対応するような形でこの条例を改正す

るべきだと思います。特に、２０条第３項で、利

用者の安全が確保され、かつ自転車が有効に駐車

できるものでなければならないと書いておるわけ

でありますけれども、これに新しい条文を加えて、

利用者の安全の確保には大型自転車等の駐車への

配慮に関する努力を含むと、これを加えてほしい

んです。そうすると、行政指導ができると。ちゃ

んとやってくださいねということができるんです

けれども、このあたりについて、事前にいろいろ

お願いしたんですけれども、今現在、検討状況は

どうかお聞かせください。 

○交通対策課長 市川委員のおっしゃるとおり、大

型施設を造るときは、台数については、今言った

ような台数をこれだけ確保しなさいというのはあ

るんですが、大型の自転車を止められるようにと

いうような内容は入っていません。それで条例規

則のほうに、自転車駐輪場を造るときは大型自転

車を止められるように配慮すること、こういう文

言を入れる方向で検討していきます。 

○市川おさと委員 私が言っている内容というのは

★★ないと思いますので、実はこれは私自身の問

題でもあるんです。知っている人は知っているけ

れども、車椅子に付ける大型自転車があるんです

よね。これでいつも行くと止めるところがなくて

困ることがよくあるんです。大型自転車というの

はさっき言った３人乗りのお母さんが乗るような

自転車もあるし、高齢者が乗る三輪自転車なんか

もありますので、区の施設なんかは、今そういう

のをちゃんと対応するようになっているんだけれ

ども、区の事業は区の施設だけでやるわけじゃあ

りませんから。さっきも言ったように大型商業施

設を借りたりして様々な事業をやっておりますの

で、大型商業施設新設の際には、駐輪場のそうい

った対応をするようにということ、それをお願い

できる根拠としての条例です。条例規則かもしれ

ないけれども、それをつくるということで、今、

検討すると坂本課長が力強くおっしゃっていただ

きましたので、僕は心から信じておりますので、

是非よろしくお願いします。 

  次にいきます。障がい者の運動について。 

  運動、エクササイズ、身体活動についてなんで

すけれども、区は障がい者が運動するということ、

スポーツをするということ、身体活動をするとい

うこと、これについてどのような考え方を持って

いるのか、まずお聞かせください。 

○スポーツ振興課長 足立区の運動・スポーツ推進

計画では、年齢や性別、障がいの有無にかかわら

ず、区民の方が気軽に運動・スポーツに取り組ん

でいただくということを目指す姿として定めてお

りますので、区としては、障がい者の方にも運

動・スポーツに取り組んでいただきたいと考えて

おります。 

○市川おさと委員 正にそのような基本的な方針が

あって、例えばスペシャルクライフコートとかで

あって、いろいろな障がい者スポーツ、パラスポ

ーツなどの普及なども区はいろいろな形でやって
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いる。やっているんだけれども、これは私から言

わせれば不十分だなと。これは区に対するという

か、今の日本社会に対する問題なんです。実は、

２０２３年に厚生労働省が出した「健康づくりの

ための身体活動・運動ガイド２０２３」というの

があるんです。厚生労働省が出したんだけれども、

これはどういったものかというと、「はじめに」

を読みます。 

  「令和２年に世界保健機構ＷＨＯが公表した身

体活動・座位行動のガイドラインでは、身体活動

を実施することによって、循環器病、２型糖尿病、

がんが予防され、鬱や不安の症状が軽減されると

ともに、思考力、学習力、総合的な幸福感を高め

られるとされている。 

  また、身体活動による妊婦及び産後の女性、慢

性疾患や障がいのある人を含む全ての人が健康増

進効果を得られているとされており、身体活動、

運動は全ての国民が取り組むべき重要課題である

とされている」と書いてあるんです。 

  なるほど、いいことが書いてあるなと思うんだ

けれども、一方において、この「運動ガイド２０

２３」において、障がい者についてどんなような

スポーツをしろと書いてあるかというと、「おわ

りに」を見ると、何も書いてないんです。何で書

いてないかというと、おわりに、「本ガイドは、

令和５年時点の科学的知見に基づき作成したもの

である。本ガイドの作成時点では、我が国におけ

る科学的知見が現時点では不十分と思われること

等の理由から、妊産婦や障がいのある人などを対

象とした推奨事項を示すには至らなかった」と。

要するに推奨してないんですよ、障がい者の運動

は全然。２０２３年の厚生労働省のガイドでは推

奨してないということになっちゃっているわけで

す。 

  ところが、２０２０年のＷＨＯの「身体活動及

び座位行動に関するガイドライン」によれば、Ｗ

ＨＯ日本語版には、ちゃんと障がい者もさっき言

ったように、活動するように、運動するようにと

いうことで書かれているわけです。日本のが出た

のは２０２３年、２０２０年には障がい者もちゃ

んと運動しろと、そのほうがいいんだよというこ

とが書いてある。いっぱい人が載っている表紙が

あるけれども、車椅子の人とか、つえをついた人

とかもあるわけです。 

  さっき課長も言ったけれども、足立区でも障が

い者はスポーツやってくださいということを言っ

ている。ところが、先日３月２日にリバーサイド

ウォーキングというものがありました。これは、

ふだんから体をばりばり鍛えている人が時間を競

うとか、そういうんじゃないんです。この趣旨と

いうのは、私の理解によれば、これをきっかけに

運動に親しんでください、健康に気を使ってくだ

さいと、そういう趣旨だろうと私は思うんだけれ

ども、いかがですか。 

○スポーツ振興課長 気軽にウォーキングをしてい

ただいて、健康増進ですとか、そういったところ

を図っていただきたいと思っています。 

○市川おさと委員 ところがこのチラシ、これはＰ

ＤＦに印刷したものなんだけれども、チラシの中

に注意事項として、各自の責任において健康管理

し、体調が悪い場合や既往症、持病をお持ちの方

は御遠慮くださいと。嫌らしい言い方なんだ。参

加しちゃいけないというんではなくて、御遠慮く

ださいという、任意で参加するなんて、体調が悪

い場合、それはしょうがない。既往症や持病をお

持ちの方は御遠慮くださいと。障がい者で既往症

がないとか持病がないとか、そんな人はいるわけ

はないんですよ。既往症とか持病といったって、

いろいろな程度があるわけで、こんなモワッとし

た既往症とか持病がある方は来るななんていうの

は、リバーサイドウォーキングの趣旨から言って

も、誠におかしい。これは、私は区を批判してい

るというよりも、日本の社会全体が障がい者に対

して運動しろ、パラとかいろいろなことで運動し
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ろ、運動しろと言っておきながら、肝腎要の地域

の中で運動に親しんでくださいというところでは、

妙な形でブロックをしているように見えるんです

よ。ですから、私は別に足立区の書きぶりを批判

しているんじゃない。これは区民委員会でも言っ

た。批判しているというよりも、そうじゃなくて、

ちゃんと参加してくださいということ、そういっ

たことを勇気付けるような、そういった文面にし

てもらいたいなと思うんですが、いかがですか。 

○地域のちから推進部長 我々、パラスポーツ推進

協議会を設置させていただいて、障がいをお持ち

の方のスポーツの普及にも力を入れているところ

でございます。今、市川委員御発言のチラシの案

内については、私も間違えていると思っておりま

す。確かに体調が悪い方は御遠慮いただきたいと

思っておりますが、持病をお持ちの方は御遠慮く

ださいとしてしまうと、やはり高齢者の方、参加

できない方が多数になってしまいますし、そうい

った表記については、改めて点検をして、そうい

う表記のないように努めてまいりたいと思ってお

ります。 

○市川おさと委員 私も参加しました。このロング

コースが９キロでショートコースが４．５キロで、

ロングコースに参加したんですよ。そんな大した

ことない。ロングコースに参加して、すごくいい

運動になってよかったなと思うんですけれども、

車椅子の人は僕だけだった。でもほかにも、白杖

をついた視覚障がいの人、こういう人も２人参加

していました。ガイドヘルパーと一緒に参加して

いるのを見て、これはいいことだなと。要するに、

リバーサイドウォーキングというのは、はっきり

言ってその程度の運動量の本当にいろいろな人に、

全ての人に運動に親しんでもらいたいという程度

のものなんですから、そういうところでこういう

既往症や持病をお持ちの方は御遠慮くださいなん

ていう、そういう書き方はしてはいけないなと思

います。 

  これは別に足立区だけの話じゃなくて、例えば

東京都もＴｏｋｙｏ健康ウオークというのを去年

１１月にやったんですよ。この中でもチラシを見

たら、配慮が必要な方、車椅子、ベビーカー等を

使用されている方、聴覚や視覚に障がいをお持ち

の方には、安全面の観点から、お１人での参加を

お控えください。付添いの方も申込みの上、御参

加をお願いしますなんてふざけたことを書いてい

るんですよ。１人で参加したって全然問題ないん

だけれども、要するに、東京都だってパラスポー

ツとかいろいろなことを言っているけれども、肝

腎要の地域のいろいろな人が気軽に参加できるよ

うなところでは妙にブロックするような、そうい

う形になっている。それは東京都、足立区に限ら

ず、恐らく日本全国がそうなっているのかなとい

うような気もするところであります。ですから、

逆に言えば、これはブルーオーシャンですよ、ビ

ジネスの言い方で言えば。こういったことに足立

区はしっかり取り組んで、皆さんどんどんいらし

てくださいという形になれば、本当に日本、東京

などを引っ張っていく、そういったすばらしい施

策になっていくだろうと。パラスポーツとか障が

い者スポーツと看板を出しているところにだけ来

ればいいというんじゃない。こういった正に一般

的な施策の中にも、参加してもらうということは

非常に大事なことですので、課長、いかがですか、

決意の言葉。 

○地域のちから推進部長 市川委員御発言のとおり、

パラスポーツの分野だけではなく、様々な施策に

障がい者の視点を取り入れる、また、適切な配慮

をしていくということは重要だと思っております

ので、これからも引き続き積極的に取り組んでい

きたいと考えております。 

○市川おさと委員 パラスポーツの有名なレジェン

ドでスイスの選手でハインツ・フライさんという

人がいるんだよね。この人の有名なせりふで、

「健常者は運動したほうがよいが、障がい者は運
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動しなければならない」というものがあります。

伊東室長、御存じですね。 

○あだち未来支援室長 その言葉を聞いたことはあ

ったんですが、どなたの言葉かは不勉強でした。 

○市川おさと委員 こないだパラスポーツの会合で

一緒に講義を聞いたじゃないですか。そのときち

ゃんと言ったじゃないですか、一緒に。だからわ

ざわざ伊東室長を指名したんだ、僕は。ハイン

ツ・フライさんはそういうことを言っているんで

すけれども、車椅子ユーザーにスポーツを勧めて

いるのは、全員がパラリンピックに出場できるよ

う、アスリートになってもらうためではありませ

ん。スポーツを通じ、体力をつけて諦めずにチャ

レンジする精神を養えば、自立した日常生活を送

るための助けになります。すると自らに誇りを持

てるようになる。障がい者こそスポーツをやるべ

きなんですと、そういうことであります。 

  私も、年明けぐらいから結構スポーツをやって

いまして、酒も控えて、ポータブルのエルゴメー

ターでぎゅうっとやるんです。あれをやるとカロ

リー消費が出るんだよね。日常、アプローチで大

体１００キロぐらいやるんだけれども、それで大

体２００キロぐらいやって、１日３００キロカロ

リーぐらい大体消費する。３００キロカロリーと

いうと、１万歩歩くぐらいなんだって。だからそ

れで毎日やっていますので、私も健康になってい

きたいなと思います。 

  最後に、シアター１０１０の件をやりたかった。

１分で大丈夫かな。シアター１０１０の件なんで

すけれども、「美女と野獣」を私も見に行きまし

た。車椅子席というのが真ん中ぐらいの結構いい

ところにありました。シアター１０１０に関しま

しては、２０年前にできたんだけれども、車椅子

席というのが一番後ろになって、そんなにいい席

ではない。要するに２０年前の感覚だと、法令に

従っていればいいわけで、どこでも構わないんで

す。どこでも構わないんだけれども、舞浜アンフ

ィシアターで見たときには真ん中ぐらいにあって、

非常によかったなと思いました。隣に小学校５年

生の車椅子の男の子もいたんだけれども、その子

と一緒に見て非常に感動したということがありま

す。シアター１０１０とか西新井もそうだけれど

も、車椅子席の場所を変える話もしたいんだけれ

ども、１０秒しかないからこれは総括のほうにし

ます。 

  どうもありがとうございます。失礼します。 

○長沢興祐委員長 次に、共産党から質疑がありま

す。 

  西の原委員。 

○西の原ゆま委員 日本共産党の西の原ゆまです。

よろしくお願いします。 

  昨日に引き続き、英語スピーキングテストから

行います。 

  学力定着推進課長から、先日学校を見てきた。

試験時間と同じぐらいの説明をしていたので、同

じようにやってもらえれば公平性は保てると思う

と答弁されていました。当日、受験生は５時間以

上も待たされ、その日に受験できなかった受験生

と丸聞こえの状態で待たされた生徒は、その後全

く同じ問題を受けた受験生がいることのどこが公

平性が保たれているのでしょうか。どうですか。 

○学力定着推進課長 私が見てきたのは、Ｙｅａｒ

１、Ｙｅａｒ２、１年生の授業を見てきたわけで

すけれども、その実施に当たって事前の説明は、

ビデオを見ながらこうやって機械を使ってくださ

い、また、こうやって始めてくださいということ

で、丁寧に説明をしていました。ただ、実際の試

験会場でその試験を進行するもののそれぞれのや

り方というのがどれくらい差があったというのは、

私ども存じてはおりませんが、マニュアルに従っ

て一定のやり方でやっていたかと思います。 

○西の原ゆま委員 試験会場は実際見てきてなかっ

たけれども、中学校１年生を見てきたということ

ですが、今年から中学校１年生・２年生の生徒も
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試験対象となりました。実際に試験監督をした区

内の教員に声を聞くと、３７人の生徒が一つの教

室に入っての実施でした。相手に好きな歌手を聞

いてくださいという問いに、１人の生徒がホワッ

ト・シンガー・ドゥ・ユー・ライク？と初めに答

えたら、１秒後に、その隣の生徒は同じフレーズ

で大きな声で答えて、更にその１秒後に教室中に

そのフレーズが響きわたりました。多くの生徒が

大きな声の生徒の回答に引っ張られていました。

本当にあり得ないと言っていました。 

  ＡＳＰが始まった年に、英語スピーキングテス

トの実態を前大山教育長のときは都教委に声を届

けてくれました。中村教育長も実態を把握して、

教育長会なり東京都に届けてきていただきたいで

すが、どうですか。 

○教育指導課長 今２３区には、私のような教育指

導課長会がございます。その中でこのスピーキン

グテストにつきましては、それぞれの区が課題と、

また、改善策について都教委に対してしっかりと

意見をしていかなければならないという考えを持

っておりますので、我々の教育指導課長会の中で、

都の担当にはしっかりと声を上げていきたいと思

っております。 

○教育長 このスピーキングテストに関しては教育

長会でも実は問題にしていまして、東京都から報

告を受けた際に、やはり今回の委託事業者の対応

はあまりよくないということを指摘させていただ

いておりますので、その結果をまた今後もしっか

りと見ていって、問題があるときには随時教育長

会として声を上げていきたいと思っております。 

○西の原ゆま委員 是非実態を把握して届けていき

たいと思います。問題だらけの英語スピーキング

テストに１年間契約で４３億円の税金がつぎ込ま

れていますが、今回この４３億円あれば、正規の

英語の先生７８０人分を雇用することができます。

タブレットに向かって話して、どれぐらい英語が

達成できたかを測るよりも、対面で話して英語で

コミュニケーションをとろうとする英語専科の先

生を配置したり、教員を増やすことのほうが今求

められています。 

  区教育委員会も、実際の英語スピーキングテス

トの内容を学校に聞き取りをして、東京都教育委

員会に実態を上げていただくことを要望しまして、

次に移ります。 

  教員の働き方について。 

  令和６年度中に教員業務負担状況調査を行うと

言っていました。進捗状況はどうですか。 

○教育指導課長 こちら今、令和６年１２月から１

月下旬にかけまして、全教職員に対しまして学校

の働き方改革の推進に向けた教員の業務状況調査

を行ったところでございます。こちらちょうど今、

当課で取りまとめ、また、分析をしているところ

ですので、この後、庁内の決裁、確認をとりまし

て、また議会にも御報告させていただきたいと思

っております。 

○西の原ゆま委員 今、病気休職者が増えている、

６月、１１月が一番増えているといわれています

が、１２月、１月、特に忙しい時期に、教員業務

負担状況調査を行ったのは教員の働き方を考える

大事な機会だと思いました。今、結果の集計中と

のことですが、出された声を生かして、教員たち

が負担だと感じている業務が何なのか、そして改

善できることがあれば、改善できるように取り組

んでいってほしいですが、いかがですか。 

○教育指導課長 西の原委員御指摘のとおり、我々

もこの調査を行って分析を行いまして、先生方の

業務改善に向けてできる限りの方策はとっていき

たいと思っております。 

○西の原ゆま委員 区内教員の超過勤務時間につい

て聞きます。 

  時間外勤務が、令和５年度は、月８０時間以上

は６０名、１００時間以上が２２名でした。令和

６年度はそれぞれ何名になったのか教えてくださ

い。 
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○学校支援課長 １月まででございますが、８０時

間超えの１か月平均が８３人でございます。うち、

１００時間を超えている教員は１か月１８人でご

ざいました。 

○西の原ゆま委員 これは１か月までということな

んですけれども、過労死レベルです。今３月です

けれども、令和６年度の時間外勤務は、数は１月

までなので、２月、３月は卒業式の準備、異動さ

れる先生の勤務先が決まる月でもあって引継ぎも

必要になります。この１月時点で８０時間以上の

勤務の先生、これは月です、１００時間以上勤務

の先生が８８名以上いるというのは、足立区内に

今学校は１０２校ありますので、１校に１人いる

かいないかの規模であって、早朝から学校にいる

先生、夜遅くまでいる先生、つまり長時間労働の

勤務によって学校が保たれていると言っても過言

ではないと思います。対策が求められていると思

いますが、いかがですか。 

○学校支援課長 ちょうど１月に学校の安全衛生委

員会がありまして、その中で委員の中から、各校

に超過勤務の削減の取組についてアンケートをと

ってくれという希望がありまして、その辺をとっ

て分析し、各校に情報提供しているところでござ

います。 

○西の原ゆま委員 １月最後、今年度最後の労働安

全衛生委員会にあったと。そこで長時間労働のア

ンケートを校長先生に行ったとありましたけれど

も、時間外労働勤務を減らすための対策、そこか

らどんなことが見えたのか教えてください。 

○学校支援課長 全校から聞いたわけですが、特段

これといった目新しい取組はないんですけれども、

会議を精選して時間を削減したりとか、定時退校

の日を定めて、管理職が積極的に声掛けをして、

そのような地道な取組をしている学校が多かった

状況でございます。 

○西の原ゆま委員 できるだけ早く帰るように校長

先生が呼び掛けるとか、そういうことしかやって

ないということなんですけれども、この労働安全

衛生委員会で分かったことは、時間外労働が長い

時間と短い学校の取組の差は大きな違いはなかっ

たということ、更に、助け合いがある職場はスト

レスが少ないということも分かったと聞いていま

す。ここから言えることは、助け合いがある職場

環境に変えていくこと、そういう学校を一つでも

多くしていくことが求められていると思います。

この助け合いがある職場にしていくためには、や

はり人を増やすことが一番の解決策だと思います。

例えば、教材研究にも部活指導にも生活指導にも

熱心に取り組みたい、そういった教師がいること

は事実であり、そういう教員は時間外労働が当然

長くなってしまう傾向があると考えます。校長先

生から早く帰るようにと言われても、きっと持ち

帰って家で仕事をしている現状です。だとするな

ら、教員を増やして、それぞれの業務負担を分け

ていけば、１人の負担が軽減されて、助け合いが

できる環境がつくれます。どの分野にも熱心に取

り組みたい教員も自分の負担が減れば、勤務時間

内に終わらせることができます。心に余裕ができ

れば、どの先生が今困っているのか、今大変な学

年はどこなのか、客観的に見ることができ、声掛

けなども増えてくると思います。お互いに助け合

える関係性、同僚性を高めていく必要があると思

いますが、いかがですか。 

○教育指導課長 教員の増員につきましては、東京

都教育委員会の協議、又は東京都教育委員会に要

望は出していきたいと思っておりますが、協調性、

また、助け合いができる学校というところにつき

ましては、まずは校長のトップマネジメントの下、

教職員が助け合いながら一つ一つの仕事を明るく

楽しくやっていけるような学校における文化、風

土が大切だと思っておりますので、そういったと

ころは我々指導課としましても、指導主事等を派

遣しながら、学校の様子など逐一観察、また、指

導していきたいと思っております。 
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○西の原ゆま委員 病気休職者が１月時点で８０名

以上となる実態から目をそらさずに、相談できる

場所があること、助けてと言える学校内又は学校

外にそういう対策が求められています。一人で悩

まないでカード以外にも、対策が必要だと思いま

す。いかがですか。 

○教育指導課長 十分かどうかというのはまだ何と

も言えないところですが、本年度、教育指導課に

そのような先生方からのお声が複数寄せられまし

た。その中で服務担当の係長と私と面談をしなが

ら、病気の教員が復帰できたというケースも多々

ございます。ですので、私たちにできることを一

つずつ丁寧にやっていきながら、病気休職の先生

方の数を少しでも減らしていきたい、そう思って

おります。 

○西の原ゆま委員 次に移ります。 

  実際の学校で起きていることです。中学校２年

生、３年生で３５人数学級が求められていると実

感しています。元勤務校では、中学校１年生の学

年になった正規の先生が異動で来ました。副担任

として支えてくれていましたが、中学校２年生に

持ち上がるとき、３５人数学級ではなくなるため、

３クラスから２クラスになり、この乗ずる数の計

算によって、こちらの先生がほかの自治体へ異動

してしまったのです。たった１年間で、しかも中

学校１年生から入れたので、３年間を通して子ど

もたちの成長を見ることができる配置でした。こ

の１年生の学年は３クラスで、１クラス２５人か

ら２６人のクラスでゆとりのあるクラス配置であ

りましたが、中学校２年生になって１クラス３６

人から３７人のクラスになり、しかも正規の先生

が１人マイナスになってしまいました。クラス人

数が１０人近く増えました。かなりの負担です。 

  政府は、令和８年度から中学校１年生から３５

人数学級を実現していくとしていますが、東京都

は既に中学校１年生は３５人数学級を実現してい

ます。一刻も早く、中学校で中２、中３も３５人

数学級を実現してほしいですが、東京都に求めて

いただきたいですが、どうですか。 

○教育指導課長 中２、中３の３５人学級につきま

しては、２３区の教育指導課長会を通しまして東

京都には要望を出していきたいと思っております。 

○西の原ゆま委員 地方自治体でできることもある

と慶応大の佐久間亜紀教授は提案しています。病

休・育休復帰支援を行うこと、授業時数の適正化

を図ることです。東京都は病休・育休復帰支援は、

都立学校で教員休職者等に休職者の初期段階から

復職まで、心理士等による一貫した伴走型支援を

実施し、円滑な復職を促進する事業を新規で行う

予定です。足立区も区内の教員に病気休職者の伴

走型支援が求められていると思います。行うべき

だと思いますが、どうですか。 

○教育指導課長 東京都教育委員会が新規にそのよ

うな制度を導入するのは認識しております。都の

制度の実態なども考慮しながら、本区でできるこ

とを検討していきたいと思っております。 

○西の原ゆま委員 そして教員には時短勤務の制度

上あります。それが実態の教員たちは使えていま

せん。時短勤務の短い時間に非常勤講師を見付け

るのがかなり大変だという声があるからです。時

短勤務ができるように臨時教員の確保を区教委が

努力すべきですが、その点はどうですか。 

○教育指導課長 非常勤講師の配置につきましては、

我々も様々なところに声を掛けてあり、また、人

脈を使いながら、１人でも多くの人材バンク確保

できるように努めているところでございます。 

○西の原ゆま委員 是非検討してください。 

  授業時数の適正化もできます。学習指導要領で

１，０１５時間と決まっていますが、実際は多く

の学校現場であらかじめ標準よりも多めに授業時

数が定められています。授業時数の決定権は校長

にあります。ほとんどの学校で授業時数が多めに

設定されているのはインフルエンザなどの学級閉

鎖があるためですが、授業時数が多過ぎるのも、
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子どもにとっても教員にとっても負担となります。

各校長と連携をして、授業時数の適正化に向けた

リーダーシップを区教委がとることができると思

いますが、いかがですか。 

○教育指導課長 教育指導課長、時間なので簡明に

願います。 

○教育指導課長 今、正に次年度の教育課程の編成

の我々受け取りをしております。予備時数が多く

なり過ぎないように学校には指導してまいりたい

と思います。 

○西の原ゆま委員 区教育委員会でできることを模

索し、病気休職者を減らしていく、働きやすい学

校環境をつくっていく、その努力をしていくこと

を求めまして質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

○長沢興祐委員長 この際、審査の都合により暫時

休憩いたします。 

  再開は２時５０分といたします。 

午後２時３２分休憩 

午後２時５０分再開 

○長沢興祐委員長 委員会を再開する前に執行機関

から発言を求められていますので、これを許しま

す。 

  区長。 

○区長 おわび、訂正させていただきます。 

  先ほど市川おさと委員からの御質問の中で、３

０年前に起こった投石の事故の件がございまして、

私、先ほどの課長の発言で初めて知ったと申し上

げましたけれども、昨年１１月に区民の声のほう

にお声をいただいておりました。大変申し訳ござ

いませんです。訂正しておわびをさせていただき

ます。大変失礼いたしました。 

○長沢興祐委員長 委員会を再開いたします。 

  自民党から質疑があります。 

  吉岡委員。 

○吉岡茂委員 こんにちは。早速ですが、質問に入

りますと言う予定だったんですけれども、やっぱ

り一言言いたくなっちゃう。今日、政策経営課長

と完全にネクタイがかぶっているけれども、どこ

で買ったんですか。どうでもいいので、やっぱり

リズムをつかめなくて、余計なことを言っちゃう

んですけれども、目の前にいられると、何か同じ

だなと思って。 

  では、質問に入らせてもらいます。 

  先月の２月１２日に我々が心待ちにしていた綾

瀬川の端に川辺の遊歩道が開設されました。週末

に見に行きますと日中親子連れの方々なんかが楽

しそうに話をしながら散歩をしている姿を見るこ

とができます。また平日も、高齢者の方が散歩さ

れたりですとか、子どもたちが走り回っている姿

も大変ほほ笑ましく思えます。ただ、遊歩道の近

所にお住まいの方の話を聞いて、私も初めて気付

いたんですけれども、開放された遊歩道に照明器

具が全くないという状況があります。子どもたち

もまだこれから夏になれば少し日は延びてきます

けれども、今の段階では、やはり５時になるとや

や薄暗くなってくる、そんな状況でありますので

心配になって、そこで質問したいと思います。 

  照明器具が付いていないのは初めから設計であ

ったのかどうか、まず最初に、これは東京都が準

備したものなのか、それとも足立区で設計施工し

たものなのか。 

○事業調整担当課長 設計、施工とも東京都第六建

設事務所でございます。 

○吉岡茂委員 あまり足立区に強く言っても仕方が

ないんですけれども、建物とかそういったものを

造ると、自費で造ったときなんかは一生懸命設計

図を自分たちで考えながら、ここに照明を付けよ

うとかと考えます。考えて考え抜いて、建物の設

計に終わって建って、引渡しになって、それで住

み始めて気が付くということもままあります。た

だ、問題なのは、公共の施設は、やはりお金、原

資は区民の税金であるということでありますから、

その辺についての設計ですとか、そういった段階
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でどのような考え方で進めておられるのか、参考

までにお聞かせください。 

○事業調整担当課長 以前に吉岡委員からも、午前

中長井委員からもお話はありまして、当初から照

明については付くんですかということで御意見を

聞いていたんですけれども、もともと綾瀬川の関

係者堤防の計画のところには照明を付けるという

のは計画してないということで、設計段階から付

けないということで東京都から聞いております。 

○吉岡茂委員 午前中、所用で欠席していて長井委

員の質疑を聞いてなかったので、かぶる部分もあ

るかもしれません。 

  照明器具を設置する意図があるのか、ないのか、

もう一度確認で。 

○事業調整担当課長 現在のところ、照明を付ける

計画はないと東京都から聞いております。 

○吉岡茂委員 やっぱり地元としては、事件だとか

事故、今そういう子どもたちが巻き込まれるよう

なこと、しかも水辺ですから、危ないといったら

相当危ないような気もするんです。ですからその

辺については、再度区からも東京都にもう少し何

とかならないのかという声が地域から上がってい

ますという話はしてもらえますか。 

○区長 来週早々、工藤副区長と２人で現場を見ま

して、どういう対応ができるのか確認した上で、

六建の所長にきちっと申し入れてまいりたいと思

います。できるだけ早く設置できるように努力し

てまいります。 

○吉岡茂委員 別の案件でも申し上げ続けてきてい

るんですけれども、事件や事故が起きてからでは

遅いんです。やっぱりどうしても区民の印象とし

ては、役所はそういうところだと思っちゃってい

る部分がありますから、是非そういう形で、区長

をはじめ副区長にも東京都に強くお伝えいただき

たい、このことを要望しておきます。 

  では次に、これも六町に関連したことでありま

すけれども、先月２月１９日と２月２４日の両日

にわたって保塚地域学習センターで、（仮称）六

町２号公園基本設計（案）地元説明会が行われま

したが、これは長井委員の質問もあったりしまし

たか。これをやったか、やらなかったか、併せて。 

○パークイノベーション推進課長 午前中長井委員

から、整備内容とかそういった点についての質疑

はございました。 

○吉岡茂委員 １９日は私も出席して、課長にもお

目にかかっておりました。その日の参加者は極め

て少なかった。私を含めて恐らく四、五人、実際

の参加者は四、五人だったような気がするんです

けれども、どうでしょう。 

○パークイノベーション推進課長 初日の１９日は、

最大級の寒波というか、そういう寒い時だったせ

いもあるのか、５名ほどの参加者人数でございま

した。 

○吉岡茂委員 たしかそうだったですよね。当然私

もそこにいたわけですから、どのような質疑があ

ったのかというのは大体覚えていますけれども、

ただ、夜だったので記憶も曖昧なところがあるん

ですけれども、私は２号公園に桜の植樹の話が、

こうしてほしいというような要望があった。それ

からパークイノベーションが、何かに関する話を

していた方がいらっしゃったように思ったんです

が、どうでしょう。 

○パークイノベーション推進室長 桜に関しまして、

委員からもお話があったのと、また地元の方から、

公園に植える樹木は全て桜にできないかというよ

うな御質問もございました。 

○吉岡茂委員 たしか桜についてはそんなような話

がありましたね。ただ、私は区の説明としてその

とおりだなと思ったのは、やっぱり桜はいっとき

で終わっちゃうわけでありますから、区の考えて

いるように、四季折々の花あるいは木があったほ

うが１年間を通していろいろな意味で楽しめるの

かなと私は感じてその日は帰っていったわけです

けれども、問題は２４日に行われた同様の説明会
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なんですけれども、私は１９日の帰るときに課長

に、２４日はもしかしたらこんな静かに終わるか

どうか分からないよとお伝えしたのを覚えていま

すか。 

○パークイノベーション推進課長 吉岡委員から、

そのような地元の、言葉を選んでしまうんですけ

れども、そういう方がみえるんじゃないかという

お話は受けておりました。 

○吉岡茂委員 私はそんな変な表現の仕方はしてお

りません。決して誤解のないようにしてほしいん

ですけれども、２４日の件でもう一つ確認でした。

説明会に参加された数、それとどんな質疑とかや

り取りが大体概要としてはあったのかだけお伝え

願えますか。 

○パークイノベーション推進課長 参加者は１日目

よりも多く、１４名の方が参加されました。質疑

の内容としましては、先ほどありました桜の件と

か、駐輪場が整備される予定であって、図面上は

屋根がなかったりしているんですけれども、昨今

のゲリラ雷雨とかそういった絡みで屋根なんか付

けたらどうなのか、あと、若い人たちとか地域で

活動したいという方々の活動場所というか、そう

いうような拠点みたいな形にできないのかという

ような質疑がございました。 

○吉岡茂委員 それと、もしかしたらなんですけれ

ども、六町地域の今までの変遷といいますか、昔

はこうだったんだよ、何十年前にここにはこれぐ

らいの水道管が入っていて、そのときに無理な工

事もあったりして、それを東京都と足立区でしっ

かりと議論をして、そして今に至っていると。た

だ怖いのは、先般起きた八潮の陥没事故のような

ことが起きるのも心配なんだと、昔から住んでい

る方はそんなようなことをお話になった方はいま

せんでしたか。 

○パークイノベーション推進課長 失礼いたしまし

た。まず、六町地域は現在も事業中ですけれども、

区画整理事業の件、もともとお住みだった方々の

努力といいますか、減歩によっていろいろな施設、

公園もそうですし、道路も、そういったものも造

り上げられたんだというようなお話、あと、今委

員からお話がありましたように、災害時とかそう

いったときの心配のようなお話もございました。 

○吉岡茂委員 この間、先般の私の一般質問で申し

上げて、これも何回も言っていますけれども、や

はり六町のまちづくりについては、地域の皆さん

の多大なる御協力等々があって今日に至っている

ということ、実は一般質問させていただいたとき、

時間が超過しそうだったので、１ページ、私は飛

ばしてしまったんです。既に当日、区議会事務局

のほうに読み原稿もお渡ししてありますので、記

録としては残っているんですけれども、こんなこ

とを言うつもりでいたんです。 

  この区画整理事業がスタート前に、地元住民に

向けた説明会が旧加平小学校の体育館で行われた

際のことは、今も忘れることができません。東京

都や足立区が想定していたより、地元住民の区画

整理に対する関心は高く、行政が事前に用意した

会場内の椅子や資料が全く不足しており、会場に

は怒号が飛び交い、ものものしい雰囲気に圧倒さ

れた私は、何とすごいところに来てしまったんだ

ろうと、六町に住むことに二の足を踏んだことを

生涯忘れることはないでしょう。 

  あれから３０年が経過し、せっかく今日の六町

周辺地域のまちづくりが進んできたのであります

から、これから先も地元住民、東京都、足立区が

しっかりと足並みをそろえて最終コーナーを駆け

抜けたいと考えておりますと、これを一般質問の

中で枕として付けたかった。ただ、時間がなくて、

ここまで言えなかったんですけれども、正にこの

ことがこれから起きてくるんだろうということを

想定されることがあったんです。 

  これを２月２５日に一般質問して、その日の日

付で、私のところに、タイトルが「六町２号公園

仮称基本設計案、地元説明会に対する意見書・質
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問書」という印刷物、こちらがその実物です。３

ページにわたるこの印刷物が届きました。最初は、

２５日にケーブルテレビか何かで一般質問を見た

地域の方が関心というか、私に対してもっとこう

言えばいいのに、ああ言えばいいのにという、そ

んなような話なのかなと思っていたんですけれど

も、実際にこれの中身を確認したところ、私が想

像していたことをはるかに超えた中身の意見、質

問書であって、到底私の知り得る範囲ではお答え

できないかなと実は思ったんです。今までやっぱ

り私が六町に関することや何かで、この場で質問

させていただいたことというのは、大体話として

意見だとか質問が私のところに来て、改めて私の

ほうで聞き取りを行ったりして、私なりに理解と

か解釈をして、それで区に対しての質問を進めて

きたんですけれども、今回の内容については、そ

れすらも私もどうなんだろうと思うような内容だ

ったので、そこで思ったのが、予算特別委員会も

近いので、ＹｏｕＴｕｂｅの中継を通じて私が発

言していることの中身の確認と区がお考えになっ

ていることの答弁、その内容を確認してもらった

ほうが一番間違いないだろうと。話にずれが生じ

たり、誤解を招いたりすることもないんだろうな

という、そういう意味で、今回は質問をさせてい

ただこうかなと思っておりました。 

  ただ、これは本当に今日１回では全く時間が足

りません。持ち時間の中では足らないので、次回

にまた中身については触れることになるんだと思

うんですけれども、可能な限り、１点はできるか

なと思っています。 

  まず、そのまま言います。①１ページ、これ実

は、今申し上げますけれども、数日前に担当には

こういうような中身の質問が来ているから、答弁

を少し考えてくれないかなというお願いはしてあ

りました。①１ページ、１ページというのは、そ

の説明会で配られたこちらの資料のことを言って

います。ですから、委員の皆さんにも、所管外の

皆さんにも、この資料がないから少し話としては

分かりにくいかもしれませんけれども、まず、担

当課についての確認事項という小タイトルが付い

ていて、本件計画の担当は、足立区都市建設部道

路公園整備室のパークイノベーション推進課とあ

るが、イノベーションと名のる以上、イノベーシ

ョンの意味を理解しているのか、この課が目指す

ところの趣旨を伺いたい。 

  本計画書を議論する前の大前提としてという質

問がまず最初に来たんですね。これにどうお答え

になりますか。 

○パークイノベーション推進課長 パークイノベー

ションの意味としましては、先般、足立区の公園

は個性に乏しいというものと、どこへ行っても同

じ。あと、公園の施設が偏在しているという課題

がございました。また、目的に合わせて、そうい

った問題を解消することを目的として、目的に合

わせて区民の方々が選べる公園をつくっていこう

という形の整備をしていこうというのが一つあり

ます。 

  それと、足立区の公園は５００か所近くござい

ます。それを維持していくためには、やはり総量

抑制をしながら適切な管理をしていかなければい

けないというその方法に関して、どうしていくか

という計画を立て、それに基づいて改修とかをし

ていくような形で進めているところでございます。 

○吉岡茂委員 大変に丁寧な答弁であるとは認識で

きます。ただ、やっぱりこれを私が今日この場で

聞いた答弁を区民の皆さんに分かりやすくそのま

ま意味が伝えられるかといったら、大変これは難

しいものがあります。したがいまして、実は昨日

の質問でやや二、三分、岡田委員の時間に食い込

んでしまったので、今日それをお返ししなければ

いけない。あと、実は２分半ほど残っていますけ

れども、今日はここにとどめます。残りについて

は、もしかしたら更に時間が足りないかもしれな

いけれども、とにかく分かりやすい、そして丁寧
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な説明ができるようにしっかりと答弁を精査して

ほしいなと思うんですが、どうでしょう。 

○パークイノベーション推進課長 吉岡委員のおっ

しゃるとおり、答弁の内容を精査し準備してまい

りたいと存じます。 

○吉岡茂委員 よろしくお願いします。ありがとう

ございました。 

○長沢興祐委員長 岡田委員。 

○岡田将和委員 足立区議会自由民主党の岡田将和

でございます。 

  まず初めに、竹の塚二丁目のワンルームマンシ

ョン建設問題についてです。 

  第一種中高層住居専用地域、容積率３００％の

エリアです。まちの中を歩くと２階建てと３階建

てが建ち並ぶエリアに、９階建てのワンルームマ

ンションが建設される建築標識が設置されたのは

昨年の１２月です。なぜ２階建て、３階建てのエ

リアに９階建てが建つのか、これは問題ないんで

しょうか。 

○開発指導課長 一応建築基準法、都市計画法にの

っとって設計されているということでございまし

た。 

○岡田将和委員 建築基準法上も条例上も全く問題

がないということではありますが、昨年１２月に

建築標識が立たれて、１月３１日に１回目の説明

会、そして２月８日に２回目の説明会、約５０名

を超える地域住民の方が集まり、今、反対の機運

が高まっております。その状況を見ていかがでし

ょうか。 

○開発指導課長 岡田委員おっしゃるとおり、地域

の特性、２階建て、３階建てということも、私も

現場へ行かせていただいて、確認をさせていただ

いております。難しいんですけれども、地域の

方々の意見と法律ということもありまして、今、

間に入っているという状況でございます。 

○岡田将和委員 ここの土地は、二つ三つ不動産業

者が入りまして、旗さお地という区画を分筆をし

て、幅員が８ｍの道路に接道するという、うまく

建築基準法を活用して９階建てのマンションが建

築予定をされております。足立区集合住宅の建築

及び管理に関する条例、通称ワンルーム条例の中

では、ワンルームマンションを建築する場合は近

隣説明の義務を課しております。地域の方がご立

腹されている理由の一つに、１２月の年末年始の

時期、そして説明の書類が入っている住宅と入っ

てない住宅があった。こういうような説明の仕方

をされていたということが一つ立腹の原因になっ

ていると思うんですけれども、そのあたり細かい

規定などございますでしょうか。 

○開発指導課長 エリアといたしましては、建物の

高さに関係してきて、例えば高さ★★としますと、

★★というエリアでの説明会のチラシの送付とい

うことでやっていると思います。 

○岡田将和委員 住民の方と何回かお会いしました

が、行政に声を上げてものれんに腕押し状態、竹

の塚に何十年も住んできているのに、何で、何で、

非常に苦しんでいます。今現在、３回目の説明会

を待つ状況なんですけれども、足立区ができるこ

とはないでしょうか。 

○開発指導課長 今、岡田委員おっしゃるとおり、

３回目の説明会というお話は業者のほうからも、

住民の方からもお聞きしております。その結果も

聞きたいというのもございますし、もしそこの★

★で今署名等も来ているというのをお聞きしてい

ますので、その辺も精査しながら、対応を考えて

いきたいと思います。 

○岡田将和委員 また、款は違うのでここでは質問

いたしませんが、竹ノ塚駅前通りに構える中国人

向けの本格的な中華料理店、ガチ中華が建ち並ぶ

エリアの裏のエリアでございます。日頃から中国

人の方々のごみ出しのマナーが悪い、私たちの生

活が脅かされていると、大変不安に思っているエ

リアでございます。そういった日々の生活が積み

重なって、このように地域住民が悲鳴を上げてい
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るんだと私は原因の一つじゃないかなと感じます。

地域住民の安心のためにも、足立区で事業を行い

たいとしている事業者のためにも、よくまちづく

りのことを検討しなければならないのではないで

しょうか。 

  続きます。 

  地下鉄８号線延伸です。２月に配布されたこの

地下鉄８号線ニュースは地域のどこまで配られて

いるんでしょうか。 

○交通対策担当部長 東側のエリアの、佐野区民事

務所、綾瀬区民事務所、中川区民事務所管内でご

ざいます。 

○岡田将和委員 全ての足立区民が交通弱者となら

ないよう、持続可能な交通手段の実現を求める決

議が採択された足立区です。令和５年４月に茨城

県、千葉県、埼玉県の１１自治体が加盟している

地下鉄８号線期成同盟会に加盟したのはなぜでし

ょうか。 

○交通政策担当部長 北側の自治体と一緒にという

ことで、取組を進めていこうということで令和５

年に参加させていただいたと。 

○岡田将和委員 令和６年１月には八潮、令和６年

１１月には坂東市にて、東京直結鉄道建設誘致促

進大会が開催され、私も参加してまいりました。

２回参加して感じたことは、本来、南の半蔵門線

押上駅がある墨田区から、南側から地下鉄８号線

が延びてくるイメージを持っておりました。しか

し、期成同盟会で出てくる話は、千葉県野田市か

らつくばエクスプレス線八潮駅までの先行整備を

進めたいという強い意思でした。足立区はそれを

応援しているということでよろしいでしょうか。 

○副区長 当初、令和５年に加盟した理由は、足立

区を通る亀有へのルートが採算性も高いし、是非

足立区と一緒にやっていきたいというお話があり

ましたので、私どもも参加する意義があったなと

いうことで参加をいたしました。 

  ただ、その後、市長とか代わったりしているん

ですけれども、その方針がどうなっているかとい

うことを確認をやっぱりする必要があると思いま

すので、私が野田の市長か副市長のところにお話

を聞きに行って、その方針がどうなっているのか

を確認したいと考えています。 

○岡田将和委員 御出身の我が党の伊藤のぶゆき議

員も、足立区は本来北側の期成同盟会ではなく、

東京都江東区、墨田区、葛飾区、松戸市が加盟す

る地下鉄８号線・１１号線促進連絡協議会のほう

に加盟すべきではないんじゃないかという御意見

がありました。先ほど工藤副区長がおっしゃられ

た調査の結果を待ちたいと思いますが、私はこの

２月のニュースを見て、横断幕を新しくしたと書

いてありますけれども、正確には、野田市から八

潮駅まで先行整備する地下鉄８号線延伸と括弧書

きでもいいから書かなきゃいけないんじゃないか

なと思ったんですけれども。 

○交通対策担当部長 足立区内ですので、その点に

つきましては、やはり南側押上から延びてくると

いうことで地元の皆さんともそのことについては

活動していこうということでお話はしております。 

○岡田将和委員 やはり野田市から八潮駅までの先

行整備、野田市の方々からすればごもっともだと

思います。ただ、足立区民のためにも南から延伸

するという強い姿勢がないといけないと思うんで

すね。私は２回参加して、すごくそれを感じてお

りますし、１０年前か何年前かは覚えておりませ

んが、中川小で行っていた地下鉄８号線促進大会、

中川小の子どもたちが足立区の明るい未来、地下

鉄８号線が通った未来に対して夢や希望を持って

いて、それを発表されている姿を今でも覚えてい

ます。ですから、足立区民のために南側から延伸

していただけるようにしっかり闘っていただきた

いと思います。 

  続きまして、綾瀬のまちづくりの課題について。 

  昨年１２月１４日・１５日に行われましたサン

アヤセイルミネーションなんですが、地域の皆様
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から、クリスマスを前に綾瀬の駅前のイルミネー

ションが終わってしまう大変御不満な声を聞きま

した。これについて、もう少し足立区はサポート

を大きくできないんでしょうか。 

○産業振興課長 期間が短い１日で終わってしまう

というお話だと思いますが、商店街が中心に企画

運営を進めておりますので、商店街とも調整しな

がら、延ばせるのかどうかも確認したいと思いま

す。また、費用も非常に掛かってきておりますの

で、こちらの費用についても今後少し配慮できる

ように検討を進めていきたいと思っております。 

○岡田将和委員 今、綾瀬の駅前には３２階建ての

タワーマンションが建設されております。恐らく

来年からは多くの担税者の方々がお住まいになっ

てくるのかなと予測しているんですけれども、そ

ういった新しく住まう方々にとっても、綾瀬、盛

り上がっているよねと言われたいので、是非寄り

添って御検討してみていただければと思います。 

  隣のハト広場で行われているぐるぐる博などで

も、会場を通り抜ける若い女性の２人組の方が、

綾瀬の駅前はこういうイベントスペースがあって

いいよねと会話をしながら擦れ違っていたのを見

て、やはり綾瀬にとってここのスペースというの

はとてもすばらしい場所なんじゃないかなと思い

ます。 

  昨年の１２月７日にへんみ委員の母校である東

綾瀬中学校６０周年記念式典が行われました。式

典へは地域の皆様だけでなく、東綾瀬中学校の生

徒も一緒に参加されていました。１０年に一度の

記念式典です。生徒たちも一緒になって新しくな

った校舎で一緒にお祝いをしました。来賓として

御出席いただいておりました教育長、よろしけれ

ば感想をお聞かせいただけますでしょうか。 

○教育長 東綾瀬地区です、待望の新しい学校がで

きたということで、本当に皆さんが歓迎してとて

も温かな式典だったと思います。 

○岡田将和委員 式典、それから懇親会までありが

とうございました。主催した実行委員会では、歴

代のＰＴＡ会長を中心としたメンバー、地域で活

躍する方々です、地域と一緒になって未来を担う

子どもたちを思う、本当にすばらしい式典でした。 

  昨日の我が党の鹿浜昭幹事長からお話がござい

ましたスクールゾーンのお話に続きます。 

  東綾瀬中学校と西側にある東京武道館の間にあ

る区道は、土日祝を除く朝８時から９時までは歩

行者専用道路になっておりました。しかし、昨年

１１月の東綾瀬中学校の新校舎へ引っ越しした際、

既にスクールゾーンはなくなっていたそうです。

管轄である綾瀬警察署から学校への説明は一つも

なかったそうです。学校とＰＴＡからは、子ども

たちの安全を考えると、元に戻してほしいという

要望が上がっております。是非足立区として要望

を上げていただきたいんですけれども、いかがで

しょうか。 

○交通対策課長 あそこにつきましては、綾瀬警察

に一度問合せしております。スクールゾーンをな

ぜ廃止してしまったのかということです。歩行者

と車道が分離されているということ、それと通学

路ではないということで、以前通学路だったんで

すが、そのまま残っちゃっていたので、歩行者専

用にしたというお話でした。今日、岡田委員のお

話がありましたので、もう一度改めまして、綾瀬

警察署に要望してまいります。 

○岡田将和委員 あの通りには綾瀬三丁目自治会の

会館もあります。綾瀬三丁目自治会の役員の方に

確認をとりました。綾瀬警察署からは説明はなか

ったそうです。東綾瀬中学校の西側に落ち葉が落

ちたとき、生徒たちはみんなで掃除をします。西

門の前に横断歩道がありません。歩道が広いから

といって、本当に東綾瀬中学校の子どもたちは安

全なんでしょうか。地域、ＰＴＡ、開かれ、そし

て東綾瀬中学校の学区域である綾瀬五・六丁目町

会、綾瀬三丁目自治会、綾瀬東町会、東綾瀬自治

会、きちんと綾瀬警察署から説明会を開いていた



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ５６  

 

だきたいと思います。学校も説明がないので何で

そうなったのか分からないと今言っているような

状況です。よろしくお願いいたします。 

  綾瀬青少年対策綾瀬地区委員会、通称綾瀬地区

対、今年２月２３日は書道展が行われ、昨年１１

月には、歩け歩け大会が行われました。参加者は

３３６名、東綾瀬小学校から出発して、綾瀬駅の

前を通って東綾瀬公園をぐるっと一周する歩け歩

け大会です。おじいちゃん、おばあちゃん、お父

さん、お母さん、そしてお子さん、お孫さん、３

世代が一緒になって楽しめるイベントでございま

す。その東綾瀬公園というのは、千住の魅力や亀

有の魅力もちろんあるかと思うんですけれども、

綾瀬の魅力は何だろうかと考えたときに、やはり

駅前に都立東綾瀬公園が広がっているというのは

綾瀬の魅力の一つなんじゃないかなと私は考えて

おります。都立舎人公園で行われたネモヒラを見

に多くの人が公園を訪れました。先日、２月２８

日から江東区にある都立木場公園では、「花と光

のムーブメント」木と触れ合うボタニカルイルミ

ネーションが始まりました。是非、都立東綾瀬公

園にも、東京都の事業、花と光のイルミネーショ

ンを誘致していただくように働き掛けができない

でしょうか。 

○事業調整担当課長 花と光のイルミネーションは

舎人公園でも昨年やったと伺っています。 

○岡田将和委員 質問に答えてください。できない

でしょうかということです。 

○事業調整担当課長 東京都に確認してみます。 

○岡田将和委員 そうなんです。おっしゃるとおり、

舎人公園ではネモヒラの光と花のムーブメントが

行われたんですけれども、都立東綾瀬公園のほう

にも是非お願いいたします。 

  先日見に行った木場公園のイルミネーションで

は、公園内に４か所設置された光と花による演出

で来園者が集まり、いつもとは違った木場公園の

顔を見せておりました。 

  東綾瀬公園というのがやはり住宅と非常に近い

公園ではあると思うんですけれども、例えば今年

６月に開業するららテラス北綾瀬のオープンが予

定されておりますし、今後、例えば北綾瀬ららテ

ラスに行った帰り道、もちろん東京メトロで帰る

こともいいんですけれども、しょうぶ沼公園、都

立東綾瀬公園を通って綾瀬駅までウォーキングコ

ースをつくってみるですとか、そういう啓発なん

かも併せて一緒にできるかと思うんですけれども、

いかがでしょうか。 

○都市建設部長 今、岡田委員の御提案があった件

につきましては、まず、東京都に確認すること、

あと区の庁内でどういった連携ができるか、例年

しょうぶまつりもありますけれども、そういった

こと、要は趣旨としては、広く区外にも魅力を周

知するという御趣旨だと思いますので、それにつ

いては少し検証してみたいと考えております。 

○岡田将和委員 この木場公園の２月２８日から３

月１６日という期間なんですけれども、３月２日

と３月１６日にわんにゃんＨＡＰＰＹフェスとい

う、江東区で犬や猫をかわいがっている方々が集

まるイベントも同時に行われておりました。やは

り東京都の議事録を確認しましたところ、２億円

から５億円の予算を掛けて、単発で終わってはい

けないという課題があるそうですので、是非らら

テラス北綾瀬が来る、そして都立東綾瀬公園の認

知度を高めながらもそういう動線をつくっていく

こと、また、しょうぶまつりもありますので、是

非全庁的に御検討いただければ大変ありがたいで

す。 

  続いて、６番土木費、街路費の改修事業９億６，

３００万円余の件でございます。白本１４４ペー

ジでございます。 

  東綾瀬公園に続く八か村落し親水緑道という緑

道がございます。私も綾瀬の東綾瀬公園とこの緑

道は大変好きな場所でございます。いつも通ると

思っていたのが、街路灯がＬＥＤに替わったんで
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すね。ＬＥＤに替わった経緯を教えてください。 

○安全設備課長 街路灯の耐用年数が来まして、Ｌ

ＥＤ化にしたという形でございます。 

○岡田将和委員 地元の東綾瀬自治会に説明などし

ていますでしょうか。 

○安全設備課長 町会には説明はしておりません。

沿道の方々に街路灯を替えるという形で説明させ

ていただきました。 

○岡田将和委員 私もいつも通っているんですけれ

ども、確かに暗い親水緑道です。だけれども、当

時あった街路灯というのは、都立東綾瀬公園の中

にある街路灯やベルモント公園の中にある街路灯

と似た趣があります。明るくなったんですけれど

も、大変趣がなくなったなと感じましたし、綾瀬

というまちのイメージ、街路灯一つからでも綾瀬

のまちのメッセージは伝えられると思うんですね。

第７７代ただ太郎議長、おじいちゃんの第５１代

河合平内議長がお眠りになる円性寺の前には、レ

ンガ調の塀がありまして、そこにはまだ街路灯が

残っております。無機質なＬＥＤに替えられるん

でしょうか。 

○安全設備課長 独立の街路灯につきましては、電

柱の添架という形でＬＥＤに替えているところで

ございます。★★が必要というような形になれば、

街路灯を今後どうするかということで検討する領

域があるかと考えてございます。 

○道路公園整備室長 岡田委員おっしゃるとおり、

ＬＥＤ灯が出たときには同じような明かりしかで

きなかったんですが、最近は色が変わるような暖

色用のＬＥＤというのも出てまいりました。その

辺も含めて景観に配慮して皆様にお伺いを立てて

どのように替えたらいいのか、予算も含めて検討

してまいりたいと思います。 

○岡田将和委員 安全設備課長はおっしゃいました

けれども、綾瀬駅前交通広場の横にある照明は新

しくなりましたけれども、東綾瀬公園と同じよう

な街路灯になっております。やはり東綾瀬公園と

いう公園は、地域の方々が当時区画整理のときに

自分の土地を１４％拠出して未来に住む住民のた

めに残してくれた公園です。皆さん１００㎡の土

地を持っていて、１４㎡提供できますか、未来の

方々のために。できるとは思うんですけれども、

そういう思いが込もった公園ですので、是非そう

いったことも認識して税金を使っていただければ

と思います。 

  以上です。 

○長沢興祐委員長 続いて、公明党から質疑があり

ます。 

  いいくら委員。 

○いいくら昭二委員 皆様こんにちは。公明党のい

いくらでございます。残りの３０分間、よろしく

お願い申し上げます。 

  最初に、足立はばたき塾についてお伺いいたし

ます。 

  新年度予算のあらましの区長の挨拶でも、こど

も真ん中社会の実現に向けての予算組みをしてい

るとおり、子育て支援はしっかりと推進していか

なければなりません。昨年、決算特別委員会で、

私は足立はばたき塾などについて質問しました。

特に学習環境において、経済的理由等により光が

当たることができない家庭環境にも推進できる施

策として、新年度においても足立はばたき塾の塾

生が更に大きく羽ばたいていってもらいたいとの

思いで、この塾生たちは今年度はどのようなとこ

ろへ進学したのか、また、新年度、来年度、どの

くらいの応募があり、何人が新年度から通うので

しょうか。 

○学力定着推進課長 今年度の受験生の結果につき

ましては、ただいま報告を受けている最中であり

ます。ただ、口頭ベースではありますけれども、

都立日比谷高校に２名受かったという報告は受け

ております。また改めて数字等まとまりましたら、

御報告したいと思っております。 

  また、今年度、来年度の塾生に向けて申込みを



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ５８  

 

受け付けたところ、１１５名申込みがありまして、

まだ所得審査をして、先日の３月２日日曜日に入

塾試験をやらせていただきました。結果はまだ出

ておりませんので、何人になるかはまだ分からな

いところです。 

○いいくら昭二委員 今、御答弁で日比谷高校にも

入れたということで、過去にこういう複数名で入

ったという経緯はあったんでしょうか。 

○学力定着推進課長 複数名ということではなかっ

たかと思います。 

○いいくら昭二委員 是非ともはばたき塾は子ども

たちのためにもしっかりと羽ばたいていただくよ

うなことを行政も寄り添って推進していっていた

だきたいと思っております。また、決算特別委員

会での前向きな答弁として例えば未来塾との連携、

はばたき塾ＯＢとの連携、江戸川区のＥＤＯ塾と

の関係など、新年度予算にどのように反映されて

いるんでしょうか。 

○学力定着推進課長 金額的・予算的には、はばた

き塾はプロポーザルで決まっておりますので、ほ

ぼ変わらないんですが、私ども決算委員会での委

員の御提案を受けまして、まずはＥＤＯ塾を見せ

ていただきました。ＥＤＯ塾の担当している江戸

川区の職員もはばたき塾を見に来るということで、

お互いにそれぞれやっていることを見て、子ども

たちの負担にならないように、モチベーションを

上げることで何かできないかということで話はし

ております。また、未来塾につきましては、３月

末に現塾生の最後の集まりがあるんですけれども、

そこで未来塾の御案内をしたいと思いますし、ま

た、塾生に対して、今後、はばたき塾の後輩に対

してモチベーションを上げられるようなお話をし

てもらえないかということでお話はしていきたい

と思っています。 

○いいくら昭二委員 これからもよろしくお願い申

し上げます。 

  次に、他の委員の方々も質問がありましたけれ

ども、私も千住宿開宿４００周年記念事業につい

てお伺いいたします。 

  千住宿開宿４００周年記念事業は、区内外に千

住のまちの魅力をアピールする絶好の機会だと思

っております。これを機会に、産業育成、経済発

展、観光発展のために、人が集まる場所、人を集

める場所に積極的に進めていきたいと思っており

ます。 

  私もこの記念事業を区内外に積極的にアピール

したいと思っておりますが、千住にお住まいの

方々にこの４００周年記念事業が深く浸透してい

ないなという感じを私はしております。人に推進

するためにはまず、私が千住の歴史をしっかりと

理解するために勉強させていただきました。また、

今日はＹｏｕＴｕｂｅで配信され、区内外の皆様

も見ていらっしゃいますので、これを機会に積極

的にＰＲをしていかなければいけないと思ってお

ります。そこで千住の歴史についてシティープロ

モーション課や観光交流協会の方は分かっている

と思いますが、それ以外の方で千住の歴史を説明

できる方はいらっしゃいますでしょうか。 

○高齢医療年金課長 昔、博物館におりましたので、

千住のことはある程度は知っております。徳川幕

府が北方の日光街道を整備するときに千住宿とい

うのはつくられたということで発展を迎えている

ところでございます。 

○いいくら昭二委員 観光交流協会で分かる範囲内

で教えてください。 

○観光交流協会事務局長 千住につきましては、日

光街道、奥州街道の一つ目の宿場町として今年４

００周年ということで、１６２５年に宿場として

指定をされたという場所になっております。特に

街道の陸運と水運に優れたことから商業的にも栄

えたことで、美術ですとか、文化ですとか、そう

いったものにも大きな恩恵を与えたと。また、青

物市場、今現在の足立市場です、そういった市場

もあったことから、江戸四宿の中でも一番栄えた
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宿場町として認識しております。 

○いいくら昭二委員 もう少し私のほうが詳しくお

話しさせていただきたいんですけれども。 

  千住宿は１６２５年に開宿され、東海道の品川

宿、中仙道の板橋宿、甲州街道の内藤新宿と並ん

で江戸四塾と呼ばれました。その当時の時代背景

は、徳川家光が第三代将軍になったのが１６２３

年ですので、徳川家光が安定的な国造りを目指し

て進もうとしている２年後にこの千住宿が開宿さ

れました。ちなみに、世界に目を移しますと、ド

イツでの３０年戦争の真っ最中でございました。 

  このような時代背景の中で、日光街道の成り立

ちは、資料によると、江戸幕府は寛永元年、１６

２４年、日光山造営八棟を出して日光と江戸を結

ぶ日光道中の整備を始めました。日光道中は幕府

が管理する５街道の一つで、千住から初石までの

２３の宿場がありました。千住宿は寛永２年、１

６２５年に建設され、街道沿いに短冊型の地割を

行い、周辺の家々を集めました。 

  当初の宿場は千住一丁目から五丁目でしたが、

交通量増大により開宿後２３年後の１６５８年に

は、掃部宿、河原町、橋戸町が加えられ、更に３

年後の１６６１年に千住南側、今の荒川区の小塚

原町、中村町が宿場に加えられました。千住宿は

一般に墨田川北側の今の足立区の八つの町をいい

ますが、隅田川南側、今の荒川区の小塚原町、中

村町まで含んでいたそうです。また、先ほどお話

がありましたように、この千住宿場は大名などの

通行のために次の宿場までの荷物の輸送、宿泊施

設の設置などの機能を果たしていました。 

  千住宿は宿場であるとともに、流通の街として

にぎわい、橋戸河岸には荒川や綾瀬川を利用する

船が発着し、米穀や野菜などの様々な物資が流通

しました。また、千住掃部宿市場には、開宿後約

１００年後の１７３５年に御用千葉市場となり、

米穀、洗剤、★★などの問屋が軒を連ねていまし

た。また、荒川区との区境の千住大橋は千住開宿

より古く、千住宿開宿前２９年前の１５９４年に

普請奉行伊奈忠次によって架けられ、隅田川に架

かる橋の中で最も古いものであるそうでございま

す。 

  そのような中で、千住宿開宿４００周年記念事

業の予算額を含めた新年度の足立区のいわゆる５

大イベント予算額のグラフをここに私自身がまと

めさせていただきました。縦軸は金額で、横軸は

各５大イベントの新年度に予定していた予算額に

なります。オレンジ線は足立の花火でございます。

昨年は中止となったわけでございますが、当初の

新年度予算額で記載させていただきました。黄色

の線は光の祭典、グレーの線はあだち区民まつり、

薄いブルー線は舎人公園千本桜まつり、一番下、

下段の線はしょうぶまつりです。 

  令和２年から４年にかけてコロナ禍により、一

部を除いて５大イベントは中止になりました。こ

のグラフ見えてくるのは、平成３０年頃、５大イ

ベントは同程度のボリュームで進んでいたわけで

ございますが、令和５年頃を境に足立の花火以外

のイベントは物価の上昇分が上がったものと感じ

ますが、足立の花火については、物価の高騰に加

え、他の要因も含まれているのかと思いますが、

今日は新年度予算を審議しておりますので、令和

７年の開催に際して足立の花火だけが経済学でい

うワニの口のように大きく広げておりますが、こ

の上昇の要因、具体的には令和６年は２億７，０

００万円余、令和７年は約３億８，０００万円と

して約１億円強の増加、これは観光交流協会の金

額でございますが、これはなぜでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 令和７年度の花火につき

ましては、昨年度警備が西新井橋の上流側はこれ

まで足立の花火は会場としておりませんでした。

ただ、一昨年花火を実施した際に、７４万人の御

来場者の方に御来場いただきまして、千住のいわ

ゆる鉄橋から西新井橋の間で観客が入り切らない

という現象が起きたことから、昨年度、西新井橋
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上流側を広く会場として警察で誘導をスタートい

たしました。今年もそういったことから警備員の

人数が大きく増加していることから、金額のほう

が大きく上がっているという要因になっておりま

す。 

○いいくら昭二委員 令和７年でいくと、このよう

な形で、大分急角度の右肩上がりになっているん

です。これは令和８年、９年になってくるとこれ

はどのような形で推移、このまま大きくまた右肩

上がりでいくのか、区はどのように考えているん

でしょうか。 

○観光交流協会事務局長 今年、実際に開催をして

みなければ分かりませんけれども、これ以上会場

を広げることは難しいかと思いますので、警備員

の増は見込んでおりませんので、大きくほかの要

因がなければ今年度ベースで推移するのではない

かと想定をしております。 

○いいくら昭二委員 区民の皆様方からいただいて

いる大切な税金ですので、これからも効果的に推

進していただけるように要望いたします。 

  ちなみに、千住宿開宿４００周年の記念事業の

予算額というのは、ここら辺でちょうど同程度、

５大イベントと同じようなイベントの金額になっ

て５，７００万円、観光交流協会の総額で言うと

１億２，０００万円余という話なんです。ここら

辺のところで今なっているそうでございます。 

  次に、新年度予算の審議でございますので、令

和７年度の観光交流協会が把握して５大イベント

に、千住宿開宿４００周年記念事業をこの円グラ

フにまとめてみました。総額は約６億８，０００

万円余、その内訳は、グリーンの部分は千住宿開

宿４００周年の記念事業でございまして、オレン

ジの部分、約５６％に相当するのが足立の花火の

部分になります。また、ブルー部分はしょうぶま

つりで全体の４％、白い部分は舎人の千本桜まつ

りで全体の９．７％、イエロー部分は光の祭典で

１１％。また、グレー部分は区民まつりで１１％

になっております。観光交流協会の５大イベント

の新年度予算額を見ても、足立の花火は全体の５

６％の支出額を見ても、重要な施策だと思います。

ちなみに、観光交流協会が支出した平成３０年度

の全体の総額は約２億４，０００万円、令和７年

度に２．８倍にもなっているわけでございますが、

新年度予算を含めて今後の方向性について、６億

８，０００万円で限度なのか、今後また物価高騰

もありますので観光交流協会はどのような認識に

なっているんでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 資材高騰、また、運送費

の高騰、人件費の高騰といったものがありまして、

ここ近年右肩上がりになっているところでござい

ますけれども、新年度予算につきましては、事業

者から見積りをいただきながら検討になりますけ

れども、右肩上がりの状況はいいとは思っており

ませんので、しっかりと精査して、予算は計上さ

せていただきたいと思っております。 

○いいくら昭二委員 産業経済部長は同じような答

弁でよろしいでしょうか。 

○産業経済部長 やはり費用対効果というのは考え

る必要がございます。警備というところで安全性

を確保しなければならないというところはやはり

大事なんですけれども、全体の予算は大切に使う

必要がありますので、その辺は精査をしっかりと

してまいります。 

○いいくら昭二委員 そうしますと、先ほど観光交

流協会事務局長のお話があったように、やはり今

後支出も多くなるかも分からないんですけれども、

やはり自主財源割合という部分もしっかりと区と

しても考えていかなくてはいけないと思います。 

  この表に出しました５大イベントの各イベント

の収入をイベントの支出額で割った自主財源割合

を平成３０年から新年度までグラフ化させていた

だきました。オレンジ線は足立の花火、濃いブル

ー線はしょうぶまつり、ベージュ線は区民まつり、

薄いブルー線は舎人公園千本桜まつり、イエロー
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線は光の祭典であります。各イベントの平成３０

年から令和７年度の収入額は、私も見させていた

だきましてほぼ一定、同程度の形になっているん

ですけれども、ここで見ますと、令和５年度以降

からは減少しております。これは収入は同程度で

推移しているわけでございますが、各イベントの

支出額が増額したことにより、総体的に減少して

いるものと思われるわけですが、このままでいい

とは思いません。これからは自主財源の強化、ほ

かの委員の方々もお話がありましたように、財源

の強化、若しくは支出額を抑えるのか、区の見解

を伺います。 

○観光交流協会事務局長 自主財源につきましては、

花火については有料席の増等で増額になっており

ます。ほかのイベントにつきましては、主に出店

料を頂いているところでございますけれども、こ

ちらは水道設備を御負担いただいていた部分を協

会で負担したことから収入が減になっております。

いいくら委員おっしゃるとおり、自主財源の増額

は喫緊の課題だと感じておりますので、どういっ

たことができるのか、しっかりと検討してまいり

たいと考えております。 

○いいくら昭二委員 今、課題というお話が局長か

らあったんですけれども、経済部長としてはどの

ような認識でしょうか。 

○産業経済部長 昨年の花火のときも有料席に関し

ては増席ですとか、値上げです、近隣の花火大会

のレベルなんかも踏まえて増額もしてまいりまし

た。その点で、それがまだまだ適切なのかどうな

のか検証して、席数の増であるとか金額の設定な

んかもしてまいりますし、ほかのイベントについ

てもそのような取組をできるかどうか、しっかり

と検討してまいります。 

○いいくら昭二委員 この質問に関しましては、こ

れからもまた決算特別委員会、また、予算特別委

員会でもお話を続けていきたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

  次に、昨日、高齢者の住みたいまちランキング

が発表されました。このたびは北千住は２２位で、

昨年より一つランクアップいたしました。また、

首都圏の穴場だと思うまちランキングでは、２０

２５年版では６年連続１位でした。 

  私は、平成２９年、３１年の予算特別委員会で

質問し、そのとき穴場だと思うまちの意味は、ま

だ一般的に知られていないが住んでみてよかった

と思えるまちということなんだろうという話をし、

また、穴場だと思うまちランキングで１位ですが、

これを住みたいまちランキングでもっと反映する

にはどうしたらよいかという質問を重ねてさせて

いただきました。その当時の政策経営部長であり

ました現長谷川副区長の答弁は、正に私どももそ

のように考えておりまして、そのよさがまだ広く

知られていなくて、実際住んでみると非常にいい

まちだということを含めて穴場という表現かなと

理解していますとありました。そこで、穴場のよ

さを住みたいまちへ認識してもらうための方法と

して、私自身再度伺ったところ、長谷川副区長は、

正に町のよさがまだ広く知られていないという意

味合いでは、私ども二つ大きな方向があると考え

ております。その一つはメディアを使って広く周

知していく、様々な情報媒体を使ってまちのよさ

を広く周知していくというのが一つ。もう一つは、

実際に足立区に転入された方々、特に転入して間

もない方々とお話をさせていただいて、そういう

転入された方々からの実際住んでみてよかったと

いう情報発信が非常に効果的かなと思っておりま

すので、メディアを使う方法、それから住んだ方

の口コミ、そういう方向で千住のよさを広く出し

ていきたいと考えておりますとの答弁でございま

すが、もう８年近くなるんですけれども、長谷川

副区長、その間どのような政策を推進してきたん

でしょうか。 

○副区長 正に今プロモーションをしている区外へ

のプロモーション、そして今、足立区に住むには
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ワケがあるという形で、足立のよさを千住も含め

て今発信させていただいていると考えております。 

○いいくら昭二委員 私自身は、本当に今回の千住

宿開宿４００周年記念事業というのは、このギャ

ップを埋める大チャンスだと思ったわけでござい

ます。このたびの千住宿開宿４００周年記念事業

については、自主財源の育成についてということ

で、先月の我が会派の代表質問で、千住宿開宿４

００周年についてふるさと納税を活用して、千住

の歴史を体験できるような返礼品なども検討して

はどうかの質問に、区は、千住の歴史を体験でき

るような返礼品についてサービス提供できるよう

な事業者などがありましたら、導入を検討すると

のことでしたが、進捗状況をお伺いします。 

○あだち未来支援室長 随時、返礼品を挙げていた

だける事業者にはお声掛けをさせていただいてお

ります。具体的に体験型のものをできるという事

業者はまだいないんですが、今後も信用金庫とも

連携して、そういった事業者がいるのかどうかと

いうのは確認してまいりたいと思います。 

○いいくら昭二委員 大きな山というのは９月から

１１月ということで時間はあまりありませんので、

しっかりと、室長、よろしくお願いいたします。 

  先ほどお話しさせていただいたように、千住宿

の成り立ちは荒川区の一部がかかっているわけで

ございますが、今後、千住４００周年におきまし

て、荒川区との連携、例えば史実によりますと、

小塚原町又は中村町も含んでいるわけでございま

すが、区は今まで荒川区との連携又はアクション

を起こしているんでしょうか。 

○政策経営部長 今のところ、荒川区との連携は考

えておりませんが、午前中渡辺委員の御質問にも

答弁したとおり、広く地域の声を聞きながら、ど

こまでお声掛けするかどうかも検討してまいりた

いと考えております。 

○いいくら昭二委員 東京都の新年度予算を見させ

ていただいたんですけれども、その中で江戸から

続く歴史・文化の発信事業というのは東京都の新

年度予算のメニューにありました。千住宿開宿４

００周年記念事業は、足立区のみならず、東京都

にとっても重要なイベントだと私自身は位置付け

していると思っております。東京都との連携とい

うのは現状どうなっているんでしょうか。 

○政策経営部長 東京都との連携につきまして、ま

ず市場との連携が何かできないかということで、

市場のほうとはお話をさせていただいております。

都自体との大きな話というのは、今のところ考え

ておりません。 

○いいくら昭二委員 できませんというか、是非と

も検討していっていただいて、前向きに考えてい

っていただきたいと思うので、これは要望にとど

めておきますのでよろしくお願いします。 

  足立区周辺地域、例えば浅草には外国の方々が

多く訪れているわけでございますが、このような

インバウンド需要、また、先日も他の委員から質

問がありましたように、インバウンド事業をしっ

かりと足立区におきましても、北千住におきまし

ても、捉えていかなくてはいけないと思っており

ます。浅草から近い北千住にもつなげるような施

策を推進すべきと思いますが、現状ではどのよう

な取組をしているんでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 現状では、千住宿４００

年につきましては、４月１日に向けて特設のホー

ムページを観光交流協会で開設を予定しておりま

す。そちらについては、多言語化が可能なものと

してアップを予定しております。 

○いいくら昭二委員 御存じのように、北千住駅周

辺には奥の細道でおなじみの松尾芭蕉、これはロ

ーマ字でも世界に発信されており、興味のある外

国の方々も多いと聞いております。区としまして

は、例えば旅行会社と連携してツアー客の誘致な

ど、積極的に推進できるものは推進していくべき

と思いますが、区の見解を伺います。 

○観光交流協会事務局長 旅行会社との連携につき
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ましては、今後、旅行会社からいろいろ御意見も

伺いまして検討してまいりたいと考えます。 

○区長 旅行会社のほかに、北千住を中心とする鉄

道事業者の方々もかなり高い関心を寄せていただ

いておりますので、インバウンドについては、そ

うした鉄道事業者との連携も密に考えております。 

○いいくら昭二委員 先日も他の委員から、やはり

しっかりと区民にどのような形で興味を持っても

らえるのか、そういうことというのは、予算を観

光交流協会におきまして約６，０００万円余を使

っている中において、これは経済的な効果という

ものはしっかりと進めていかなくてはいけないと

思います。区としましては、今、区長から御答弁

がありまして、具体的に４月からスタートする形

になってくると思うんですが、現状では今どのよ

うな取組を最初に行おうと思っているんでしょう

か。 

○観光交流協会事務局長 まずは先ほど言いました

ホームページの開設、こちらのホームページにつ

きましては、千住宿４００年に関わる官民のイベ

ント情報につきましても情報収集しまして発信を

していきたいと考えております。 

○政策経営部長 時間がありませんが、まず、やは

り地域と地元と一緒に盛り上がっていくことが一

番大切だと思いますので、まず地元に入って、一

緒に盛り上げていくような策をこれから早急に作

り上げていきたいと考えております。 

○いいくら昭二委員 最後になりますが、日光街道

は、先ほど話しましたように千住から初石まで２

３の宿場町があります。この連携に関しましては

どのような形で区は考えているんでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 日光街道の宿場町につき

ましては、私の記憶ですけれども、平成２４年頃

に日光街道宿場町サミットというのがございまし

た。こちらは日光市ですとか、幸手市、越谷市が

中心になってやっていたものだと思うんですけれ

ども、その後数年で活動があまり活発的ではなく

なったと記憶をしておりますので、どういったと

ころに課題があったのかですとか、そういったと

ころを調べてみたいと思っております。 

○いいくら昭二委員 最後になりますが、是非とも

これを機会に、そこの予算のあらましにも出てい

たんですけれども、レガシーとして残るという部

分におきましては、しっかりと大切な税金を使っ

て、効果というのを今後もずっと続けるような形

で要望して、私の質問を終わります。ありがとう

ございました。 

○長沢興祐委員長 本日の審査はこの程度にとどめ、

散会いたします。 

  次回の委員会は１０日１０時から開会いたしま

す。 

午後４時００分閉会 


